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１．調査の目的 

 本業務は、①「伊達市第２次総合計画後期基本計画（令和元～令和４年度）」に掲
げる施策に対する市民の意識を把握すること、②「第２期伊達な地域創生戦略」に掲げる数
値目標の推移を確認すること、③今後の市の施策展開に資する情報を収集すること、を目的
に実施しました。 

 

２．調査設計 

A) 調査対象地域  伊達市全域 

B) 調査対象     令和2年6月1日現在で市内に居住する満16歳以上の者 

C) 調査数       2,000人 

D) 抽出方法     住民基本台帳から単純無作為抽出 

E) 調査方法     郵送による配布・郵送回収 

F) 調査期間     令和2年7月14日（火）～7月27日（月） 

G) 回収結果      

 

 

 

 

 

 

３．報告書の見方 

A) 回答結果の割合「％」は、有効サンプル数に対してそれぞれの回答数の割合を小数点以
下第２位で四捨五入したものです。そのため、単純回答（複数の選択肢から１つの選択
肢を選ぶ方式）であっても、合計値が100％にならない場合があります。 

B) 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は、
選択肢ごとの有効回答数に対してそれぞれの割合を示しています。そのため、合計が
100％・サンプル数を超えることがあります。 

C) 図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難
なものです。 

D) 本文中の質問の選択肢等について、長い文は簡略化しているところがあります。 

E) クロス表の数値が低い部分については、グラフを見やすくするために表現を省略していること
があります。 

 

 

 

Ⅰ．調査の概要 

項目 調査 

サンプル数 2,000 

有効回収サンプル数 744 

有効回収率 37.2％ 



Ⅱ．回答者の属性 
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 回答者の性別は「男性」が42.9％、「女性」が55.8％であり、女性が男性を12.9ポイント
上回っています。 

 前年調査との比較では、今回も女性の回答者数が上回り、男女比の差はやや拡大しまし
た。 

 

回答者の性別 

問1 あなたの性別を教えてください。【1つだけ選択】 

前年調査との比較 

回答者の性別 

男性 

42.9% 

女性 

55.8% 

無回答 1.3% 

(n=744) 

男性 

42.9 

男性 

45.2 

女性 

55.8 

女性 

54.2 

無回答 

1.3 

無回答 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年

（2020年）

n=744 

令和元年 

（2019年） 

n=672 
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16～19歳 

10.2% 

20～29歳 

11.6% 

30～39歳 

14.1% 

40～49歳 

13.8% 

50～59歳 

16.3% 

60～69歳 

14.0% 

70～74歳 

9.9% 

75歳以上 

9.1% 

無回答 

0.9% 

(n=744) 

 回答者の年齢は「50～59歳」が16.3％で最も多く、次いで「30～39歳」が14.1％、
「60～69歳」が14.0％と続き、50歳未満と50歳以上で約半々となっています。 

 前年調査と比較すると、60～69歳の構成比が小さくなり、前年よりも年代の偏りがく小さく
なっています。 

回答者の年齢 

問2 あなたの年齢は次のどれですか。【1つだけ選択】 

回答者の年齢 

前年調査との比較 

16～19歳 

10.2 

16～19歳 

10.7 

20～29歳 

11.6 

20～29歳 

10.1 

30～39歳 

14.1 

30～39歳 

11.3 

40～49歳 

13.8 

40～49歳 

12.9 

50～59歳 

16.3 

50～59歳 

16.8 

60～69歳 

14.0 

60～69歳 

23.1 

70～74歳 

9.9 

70～74歳 

7.3 

75歳以上 

9.1 

75歳以上 

7.6 

無回答 

0.9 

無回答 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=744 

令和元年 

（2019年） 

n=672 
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 回答者の居住地（大字区分）をみると、「伊達」が17.5％で最も多く、次いで「保原」が
16.7％、「梁川」が13.0％と続いています。 

 地域別にみると、保原地域が30.4％で最も多く、次いで梁川地域が24.3％、伊達地域
が23.4％と続いています。前年調査との比較では伊達地域の割合の高まりが目立っていま
す。 

 

 

回答者の居住地 

問3 あなたが住んでいる地区（大字）はどちらですか。【1つだけ選択】 

前年調査との比較（5地域区分） 

回答者の居住地（大字区分） 

居住地区
構成比

（％）
居住地区

構成比

（％）

1 伊達 17.5 15 柱沢（柱田、所沢） 2.2

2 保原 16.7 16 富成（富沢、高成田） 2.0

3 梁川 13.0 17 小国（下小国、上小国） 1.5

4 上保原（上保原、大柳） 5.9 18 東大枝 1.2

5 掛田（掛田、山野川） 5.2 富野（八幡、舟生） 1.1

6 大田（大泉、金原田、二井田、大立目） 3.6 五十沢 1.1

7 粟野（粟野、二野袋、向川原、柳田） 3.5 糠田 1.1

8 月舘 3.4 山舟生 0.8

9 伏黒 3.2 下手渡 0.8

10 堰本（大関、新田、細谷） 3.1 24 白根 0.5

11 御代田 3.0 布川 0.4

箱崎 2.7 上手渡 0.4

霊山（大石、中川、泉原） 2.7 － 無回答 1.2

14 石戸（山戸田、石田） 2.3 (n=744)

12

19

22

25

伊達 

23.4 

伊達 

18.5 

梁川 

24.3 

梁川 

25.3 

保原 

30.4 

保原 

38.8 

霊山 

11.7 

霊山 

10.7 

月舘 

9.0 

月舘 

6.3 

無回答 

1.2 

無回答 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=744 

令和元年 

（2019年） 

n=672 
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n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

10.0

11.8

8.2

10.2

13.0

10.0

11.6

15.4

12.9

14.1

12.3

16.3

13.8

10.0

16.1

16.6

16.3

13.5

15.0

14.0

10.1

10.0

9.9

10.0

7.7

11.0

9.1

70.0

16～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

居

住

地

域

全体

11.1

7.5

11.5

10.2

6.6

14.4

10.2

11.9

11.5

9.7

14.9

10.9

11.6

9.0

11.5

18.6

12.7

13.8

14.1

11.1

13.4

11.5

15.0

13.3

14.4

13.8

13.4

17.2

18.1

13.3

18.4

16.3

20.9

16.1

11.1

17.1

11.5

14.0

14.9

9.2

9.7

10.5

8.6

9.9

9.0

11.5

7.5

11.6

8.0

9.1

77.8

16～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

41.8

48.3

38.5

49.2

42.0

42.9

22.2

56.7

51.7

61.1

50.8

57.5

55.8

77.8

1.5

男性 女性 無回答

 回答者の居住地域を性別でみると、すべての地域で「女性」の割合が「男性」を上回り、特
に保原地域は「女性」が61.1％で6割を超えています。 

 回答者の居住地域を年代別でみると、割合が20％を超えたのは月舘地域の「60～69
歳」の20.9％のみで、各年代が相応の構成比となっています。伊達地域と保原地域では
50歳未満の割合が５割を超えています。 

 

性別、年齢、居住地域のクロス集計 

居住地域×性別 

居住地域×年代 

性別×年代 
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n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

51.5

43.2

46.2

43.8

50.5

39.0

37.2

34.2

42.9

47.1

56.8

53.8

55.4

49.5

61.0

62.8

64.5

55.8

100.0

1.5

1.3

1.3

男性 女性 無回答

 回答者の年代を性別でみると、男性の割合が上回ったのは「40～49歳」「75歳以上」のみ
で、他の年代はすべて女性の割合が高くなっています。 

 10代から30代にかけては、女性の割合が6割を超えています。 

性別、年齢、居住地域のクロス集計 

年代×性別 
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伊達市 

71.2 

伊達市 

77.7 

伊達市以外 

27.7 

伊達市以外 

21.9 

無回答 

1.1 

無回答 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=744 

令和元年 

（2019年） 

n=672 

伊達市 

71.2% 

伊達市以外 

27.7% 

無回答 1.1% 

(n=744) 

回答者の出身地 

問4 あなたの出身地（生まれ育った場所）をお答えください。【1つだけ選択】 

 出身地をみると、「伊達市（旧伊達町・梁川町・保原町・霊山町・月舘町を含む）」が
71.2％と７割を超え、「伊達市以外」が27.7％となっています。 

 前年調査との比較では「伊達市以外」の割合が5.8ポイント増加しています。 

回答者の出身地 

前年調査との比較 

伊達市以外の内訳

（人）

福島市 68

川俣町 14

桑折町 13

国見町 12

郡山市 6

その他県内 35

計 148

宮城県 8

山形県 8

東京都 5

新潟県 4

神奈川県 4

その他県外 25

計 54

4

206

福

島

県

内

福

島

県

外

無回答

合計
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n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

77.9

59.5

65.4

66.9

68.9

66.7

82.6

94.7

71.2

20.6

40.5

34.6

33.1

31.1

33.3

17.4

5.3

27.7

100.0

1.5

伊達市 伊達市以外 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

20.0

66.0

79.6

71.2

10.0

33.7

20.4

27.7

70.0

1.1

伊達市 伊達市以外 無回答

回答者の出身地（性別、年代別） 

問4 あなたの出身地（生まれ育った場所）をお答えください。【1つだけ選択】 

性別 

年代別 

 出身地を性別でみると、「伊達市」と回答したのは男性が79.6％に対し女性は66.0％と、
13.6ポイントの差がみられます。これは、伊達市外の女性が結婚により伊達市内に移り住
むケースが多いためと考えられます。 

 年代別でみると、「伊達市」の割合は10代と20代、75歳以上で高く、30代から60代にか
けては60％台となっています。「70～74歳」は59.5％と唯一60％を下回りました。 
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n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

子

ど

も

の

有

無

全体

38.5

84.8

64.0

71.2

7.7

15.2

35.8

27.7

53.8

1.1

伊達市 伊達市以外 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

居

住

地

域

全体

11.1

74.6

83.9

67.7

80.7

61.5

71.2

11.1

25.4

16.1

31.9

19.3

38.5

27.7

77.8

1.1

伊達市 伊達市以外 無回答

回答者の出身地（居住地域別、子どもの有無別） 

問4 あなたの出身地（生まれ育った場所）をお答えください。【1つだけ選択】 

居住地域別 

子どもの有無別 

 居住地域別でみると、「伊達市」は梁川・霊山地域で80％を超えています。一方、伊達地
域は「伊達市」出身が61.5％と最も低く、伊達市以外からの転入者が多い傾向がみられま
す。 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人については「伊達市以外」の割合が35.8％と3割
を超えています。一方、子どもがいない人は若年層が多く含まれることもあり、「伊達市」の割
合が84.8％と８割を超えています。 
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東京都 

18.2% 

宮城県 

12.0% 

神奈川県 

6.8% 

その他 

15.1% 

無回答 3.1% 

福島市 

28.1% 

郡山市 5.2% 
桑折町 

2.6% 
その他 8.9% 

福島県 

[パーセンテー

ジ] 

(n=192) 

はい 

36.2% 

いいえ 

60.8% 

無回答 3.0% 

(n=530) 

伊達市以外の居住経験（伊達市出身者） 

問5 現在住んでいる場所以前に伊達市外に住んでいたことはありますか。【1つだけ選  
    択】 【出身地が伊達市の人】 

 伊達市出身者のうち、以前「伊達市外」に住んだことがある人の割合は36.2％と３分の１
を超えています。 

 

伊達市外の居住経験（伊達市出身者） 

伊達市外の居住地域（伊達市出身者） 

 伊達市外で以前住んだことがある地域は「福島県」が44.8％を占め、このうち「福島市」が
28.1％で最も多く、「郡山市」が5.2％、「桑折町」が2.6％などとなっています。他県では
「東京都」が18.2％で最も多く、「宮城県」が12.0％、「神奈川県」が6.8％と続いていま
す。 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(530)

16～19歳 (72)

20～29歳 (71)

30～39歳 (70)

40～49歳 (71)

50～59歳 (81)

60～69歳 (68)

70～74歳 (44)

75歳以上 (53)

無回答 (0)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

22.6

31.8

36.8

58.0

43.7

52.9

25.4

11.1

36.2

69.8

65.9

58.8

40.7

52.1

47.1

70.4

87.5

60.8

7.5

2.3

4.4

1.2

4.2

4.2

1.4

3.0

はい いいえ 無回答

n=

(530)

男性 (254)

女性 (274)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

50.0

35.4

37.0

36.2

50.0

61.3

60.2

60.8

3.3

2.8

3.0

はい いいえ 無回答

伊達市以外の居住経験（伊達市出身者） 

問5 現在住んでいる場所以前に伊達市外に住んでいたことはありますか。【1つだけ選  
    択】 【出身地が伊達市の人】 

 伊達市外の居住経験を性別でみると、男性が37.0％、女性が35.4％と、男性がやや上
回っています。 

 

性別 

年代別 

 年代別でみると、伊達市外の居住経験は、「30～39歳」「50～59歳」では５割を超え、
「40～49歳」も４割を超えています。 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(530)

子どもはいる (291)

子どもはいない (234)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無

24.8

45.7

36.2

72.6

50.9

60.8

0.0

2.6

3.4

3.0

はい いいえ 無回答

n=

(530)

伊達 (107)

梁川 (146)

保原 (153)

霊山 (73)

月舘 (50)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

44.0

31.5

32.7

34.9

43.0

36.2

100.0

56.0

65.8

62.1

61.6

56.1

60.8

2.7

5.2

3.4

3.0

はい いいえ 無回答

伊達市以外の居住経験（伊達市出身者） 

問5 現在住んでいる場所以前に伊達市外に住んでいたことはありますか。【1つだけ選  
    択】 【出身地が伊達市の人】 

 居住地域別でみると、月舘・伊達地域で伊達市外の居住経験が4割を超え、最も低い霊
山地域でも31.5％と３割を超えています。 

 

居住地域別 

年子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人の伊達市外の居住経験は45.7％で、子どもがい
ない人の24.8％を20.9ポイント上回っています。 
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まちづくりアンケート調査 
 

職場が伊達市内また

は近隣だったため 

18.3% 

家族が伊達市出身

だったため 

38.4% 

知人や親せきが多く住

んでいるため 

2.8% 

生活環境が良かった

ため 

2.5% 

家族の引越しに伴って

きたため 

12.8% 

その他 

21.9% 

無回答 

3.3% 

(n=398) 

職場が伊達市内または

近隣だったため 

18.3 

職場が伊達市内または

近隣だったため 

10.9 

家族が伊達市出身だっ

たため 

38.4 

家族が伊達市出身だっ

たため 

38.7 
知人や親せきが多く住

んでいるため 2.8 

知人や親せきが多く住

んでいるため 1.0 

田舎ぐらしを体験してみ

たかったため 0.0 

田舎ぐらしを体験してみ

たかったため 0.0 

生活環境が良かったた

め 2.5 

生活環境が良かったた

め 2.3 

家族の引越しに伴って

きたため 

12.8 

家族の引越しに伴って

きたため 

10.3 

その他 

21.9 

その他 

29.5 

無回答 

3.3 

無回答 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=398 

令和元年 

（2019年） 

n=302 

回答者の属性（伊達市へ転入したきっかけ） 

問6 あなたが伊達市へ転入されたきっかけ、または理由をお答えください。【1つだけ選  
    択】 【出身地が伊達市以外または伊達市出身で伊達市外の居住経験ある人】 

 伊達市へ転入のきっかけ・理由は、「家族が伊達市出身だったため」が38.4％で最も多く、
次いで「職場が伊達市内または近隣だったため」が18.3％、「家族の引越しに伴ってきたた
め」が12.8％となっています。 

 「その他」では、「家を建てたため」「土地が安かったため」などの回答がみられました。 

 前回調査と同様、「家族が伊達市出身だったため」が最多となっています。 

 

伊達市へ転入のきっかけ・理由 

前回調査との比較 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(398)

16～19歳 (12)

20～29歳 (33)

30～39歳 (72)

40～49歳 (63)

50～59歳 (87)

60～69歳 (61)

70～74歳 (44)

75歳以上 (26)

無回答 (0)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

19.2

6.8

14.8

21.8

22.2

20.8

24.2

18.3

38.5

36.4

37.7

44.8

46.0

33.3

30.3

16.7

38.4

3.8

2.3

1.1

4.8

5.6

3.0

2.8

3.8

6.6

1.1

2.8

6.1

2.5

7.7

18.2

9.8

5.7

11.1

13.9

15.2

66.7

12.8

23.1

34.1

31.1

20.7

15.9

19.4

15.2

21.9

3.8

2.3

4.6

4.2

6.1

16.7

3.3

職場が伊達市

内または近隣

だったため

家族が伊達市

出身だったため

知人や親戚が

多く住んでいるた

め

田舎ぐらしを体

験してみたかった

ため

生活環境が良

かったため

家族の引越しに

伴ってきたため
その他 無回答

n=

(398)

男性 (159)

女性 (237)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

50.0

13.1

25.8

18.3

37.1

40.9

38.4

3.8

1.3

2.8

3.4

1.3

2.5

15.2

9.4

12.8

50.0

24.1

18.2

21.9

3.4

3.1

3.3

職場が伊達市

内または近隣

だったため

家族が伊達市

出身だったため

知人や親戚が

多く住んでいるた

め

田舎ぐらしを体

験してみたかった

ため

生活環境が良

かったため

家族の引越しに

伴ってきたため
その他 無回答

回答者の属性（伊達市へ転入したきっかけ） 

問6 あなたが伊達市へ転入されたきっかけ、または理由をお答えください。【1つだけ選  
    択】 【出身地が伊達市以外または伊達市出身で伊達市外の居住経験ある人】 

 伊達市へ転入のきっかけ・理由を性別でみると、男女ともに「家族が伊達市出身だったため」
が最も多い結果となりましたが、男性では「職場が伊達市内または近隣だったため」も
25.8％と4分の1に上っています。 

性別 

 年代別でみると、「家族が伊達市出身だったため」は40～50代で4割を超えているほか、幅
広い年代で多くなっています。 

年代別 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(398)

子どもはいる (296)

子どもはいない (100)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無

17.0

18.9

18.3

50.0

29.0

41.6

38.4

3.0

2.7

2.8

2.0

2.7

2.5

21.0

10.1

12.8

50.0

22.0

21.6

21.9

6.0

2.4

3.3

職場が伊達市

内または近隣

だったため

家族が伊達市

出身だったため

知人や親戚が

多く住んでいるた

め

田舎ぐらしを体

験してみたかった

ため

生活環境が良

かったため

家族の引越しに

伴ってきたため
その他 無回答

n=

(398)

伊達 (113)

梁川 (86)

保原 (122)

霊山 (37)

月舘 (39)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

28.2

10.8

20.5

14.0

18.6

18.3

35.9

45.9

39.3

47.7

29.2

38.4

2.6

4.1

1.2

3.5

2.8

2.6

3.5

4.4

2.5

100.0

5.1

10.8

11.5

7.0

21.2

12.8

23.1

29.7

20.5

22.1

20.4

21.9

2.6

2.7

3.3

4.7

2.7

3.3

職場が伊達市

内または近隣

だったため

家族が伊達市

出身だったため

知人や親戚が

多く住んでいるた

め

田舎ぐらしを体

験してみたかった

ため

生活環境が良

かったため

家族の引越しに

伴ってきたため
その他 無回答

回答者の属性（伊達市へ転入したきっかけ） 

問6 あなたが伊達市へ転入されたきっかけ、または理由をお答えください。【1つだけ選  
    択】 【出身地が伊達市以外または伊達市出身で伊達市外の居住経験ある人】 

 居住地域別で見ると、「家族が伊達市出身だったため」は梁川地域で47.7％、霊山地域
で45.9％と４割を超える一方、伊達地域では29.2％と３割を下回っています。「職場が
伊達市内または近隣だったため」は月舘地域で28.2％に上っています。 

 子どもの有無別でみると、「家族の引越しに伴ってきたため」は若年層が多く含まれる「子ども
はいない」人で21.0％で高い結果となっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 
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まちづくりアンケート調査 
 

会社員 

34.1% 

公務員・教職員 

5.8% 
パートタイマー、

アルバイト 

11.4% 

自営業等 

7.1% 

農林業 

5.4% 

学生 

10.9% 

専業主婦・主夫 

7.3% 

無職 

13.8% 

その他 

3.0% 

無回答 

1.2% 

(n=744) 

会社員 

34.1 

会社員 

28.4 

公務員・教職員 5.8 

公務員・教職員 2.5 

パートタイマー、アルバイ

ト 

11.4 

パートタイマー、アルバイ

ト 

14.7 

自営業等 

7.1 

自営業等 

5.5 

農林業 5.4 

農林業 5.1 

学生 

10.9 

学生 

10.7 

専業主婦・主夫 

7.3 

専業主婦・主夫 

10.0 

無職 

13.8 

無職 

18.3 

その他 

3.0 

その他 

4.6 

無回答 

1.2 

無回答 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年

） 

n=398 

令和元年 

（2019年

） 

n=302 

回答者の属性（主な職業） 

回答者の主な職業 

前年調査との比較 

問7 あなたの主な職業は何ですか。【1つだけ選択】 

 主な職業については、「会社員」が34.1％で最も多く、次いで「無職」が13.8％、「パートタ
イマー、アルバイト」が11.4％、「学生」が10.9％となっています。 

 前年調査と比較すると、「会社員」が最も多いのは前年同様で、何らかの職に就いている人
の割合は前年より増加し６割を超えています。 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

4.4

5.4

23.1

43.0

54.4

57.1

58.1

6.6

34.1

2.9

2.7

1.9

9.1

7.8

11.4

7.0

5.8

2.9

4.1

17.3

20.7

18.4

10.5

8.1

11.4

7.4

14.9

10.6

9.9

5.8

6.7

7.1

17.6

13.5

8.7

3.3

2.9

1.9

5.4

12.8

92.1

10.9

7.4

16.2

15.4

5.0

6.8

5.7

2.3

7.3

54.4

41.9

21.2

5.0

1.9

1.0

3.5

1.3

13.8

1.5

1.4

1.9

4.1

1.9

4.8

7.0

3.0

100.0

1.5

1.2

会社員
公務員・教

職員

パートタイマー、

アルバイト
自営業等 農林業 学生

専業主婦・

主夫
無職 その他 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

10.0

27.7

43.3

34.1

3.6

8.8

5.8

18.1

3.1

11.4

10.0

5.8

8.8

7.1

3.9

7.5

5.4

10.0

12.5

8.8

10.9

13.0

7.3

12.3

16.3

13.8

2.9

3.1

3.0

70.0

1.2

会社員
公務員・教

職員

パートタイマー、

アルバイト
自営業等 農林業 学生

専業主婦・

主夫
無職 その他 無回答

回答者の属性（主な職業） 

問7 あなたの主な職業は何ですか。【1つだけ選択】 

 回答者の職業を性別でみると、男女ともに「会社員」が最多となっています。「専業主婦・主
夫」は女性が13.0％に対し、男性からの回答はありませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、何らかの職に就いている割合は30代～50代で8割以上、学生を含む20
代でも７割以上となり、75歳以上の方についても３割を超えています。 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 7.7

39.1

31.9

34.1

5.4

6.2

5.8

6.9

14.5

11.4

7.7

3.6

9.2

7.1

7.7

2.5

7.0

5.4

29.0

10.9

7.7

1.8

10.5

7.3

7.7

8.0

17.6

13.8

3.3

2.9

3.0

61.5

1.2

会社員
公務員・教

職員

パートタイマー、

アルバイト
自営業等 農林業 学生

専業主婦・

主夫
無職 その他 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

29.9

39.1

38.5

34.3

29.3

34.1

6.0

2.3

5.3

5.5

8.6

5.8

11.1

11.9

11.5

11.1

9.4

13.8

11.4

7.5

8.0

8.0

6.1

6.9

7.1

9.0

3.4

3.1

9.9

3.4

5.4

11.1

6.0

12.6

11.5

7.7

14.4

10.9

7.5

6.9

8.4

6.1

7.5

7.3

13.4

13.8

11.5

16.0

15.5

13.8

9.0

2.3

2.7

3.9

3.0

77.8

1.1

1.2

会社員
公務員・教

職員

パートタイマー、

アルバイト
自営業等 農林業 学生

専業主婦・

主夫
無職 その他 無回答

回答者の属性（主な職業） 

問7 あなたの主な職業は何ですか。【1つだけ選択】 

 居住地域による大きな違いはみられませんが、「農林業」は梁川地域で9.9％、月舘地域
で9.0％とやや高くなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいない人については約３割が学生であり、職に就いている
人の割合は57.6％と、子どもがいる人の68.8％を10ポイント以上下回っています。 

 子どもがいる人は女性の回答者が多いこともあり、「パートタイマー、アルバイト」「専業主婦・
主夫」の割合が高くなっています。 
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まちづくりアンケート調査 
 

ひとり暮らし世帯 

6.0% 

一世代世帯

（夫婦のみ） 

18.4% 

二世代世帯

（親・子） 

49.1% 

三世代世帯

（親・子・孫） 

22.8% 

四世代世帯

（親・子・孫・ひ

孫） 

1.2% 

その他 0.9% 
無回答 1.5% 

(n=744) 

回答者の属性（家族構成） 

回答者の家族構成 

問8 あなたの家族構成を教えてください。【1つだけ選択】 

 回答者の家族構成は、「二世代世帯（親・子）」が49.1％で最も多く、次いで「三世代
世帯（親・子・孫）」が22.8％、「一世代世帯（夫婦のみ）」が18.4％、「ひとり暮らし
世帯」が6.0％となっています。 

 前年調査との比較では、 「二世代世帯（親・子）」が増加し、 「三世代世帯（親・子・
孫）」が減少しています。 

ひとり暮らし世帯 6.0 

ひとり暮らし世帯 6.4 

一世代世帯（夫婦の

み） 

18.4 

一世代世帯（夫婦の

み） 

17.3 

二世代世帯（親・

子） 

49.1 

二世代世帯（親・

子） 

45.1 

三世代世帯（親・子・

孫） 

22.8 

三世代世帯（親・子・

孫） 

26.6 

四世代世帯（親・子・

孫・ひ孫） 1.2 

四世代世帯（親・子・

孫・ひ孫） 1.8 

その他 

0.9 

その他 

1.8 

無回答 

1.5 

無回答 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年

） 

n=398 

令和元年 

（2019年

） 

n=302 

前年調査との比較 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

19.1

9.5

10.6

6.6

1.0

2.9

2.3

6.0

35.3

45.9

41.3

9.1

9.7

9.5

5.8

18.4

29.4

24.3

33.7

62.0

63.1

66.7

43.0

59.2

49.1

14.7

16.2

13.5

20.7

22.3

17.1

43.0

40.8

22.8

2.7

1.9

1.9

2.3

1.2

1.0

1.9

1.0

2.3

100.0

1.5

1.4

1.0

1.2

1.5

ひとり暮らし世帯
一世代世帯

（夫婦のみ）

二世代世帯

（親・子）

三世代世帯

（親・子・孫）

四世代世帯

（親・子・孫・ひ孫）
その他 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別
4.6

8.2

6.0

10.0

18.8

18.2

18.4

10.0

50.6

48.3

49.1

10.0

24.1

21.6

22.8

1.0

1.6

1.2

1.9

70.0

1.5

ひとり暮らし世帯
一世代世帯

（夫婦のみ）

二世代世帯

（親・子）

三世代世帯

（親・子・孫）

四世代世帯

（親・子・孫・ひ孫）
その他 無回答

 回答者の家族構成を性別でみると、男女ともに「二世代世帯（親・子）」が５割前後と最
も多くなり、大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「三世代世帯（親・子・孫）」は10代～20代では４割を超えています。 

 ひとり暮らし世帯は、75歳以上で19.1％と約２割に上っています。 

問8 あなたの家族構成を教えてください。【1つだけ選択】 

回答者の属性（家族構成） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 15.4

8.0

4.6

6.0

15.4

11.6

22.6

18.4

7.7

54.0

47.3

49.1

0.0

25.4

22.0

22.8

2.0

1.2

1.1

61.5

1.5

ひとり暮らし世帯
一世代世帯

（夫婦のみ）

二世代世帯

（親・子）

三世代世帯

（親・子・孫）

四世代世帯

（親・子・孫・ひ孫）
その他 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

4.5

6.9

5.8

5.5

7.5

6.0

22.4

20.7

19.0

18.2

16.1

18.4

22.2

37.3

43.7

51.3

50.8

52.9

49.1

32.8

26.4

22.1

21.5

20.7

22.8

1.5

1.1

2.8

1.1

1.2

1.5

1.1

1.3

77.8

1.5

ひとり暮らし世帯
一世代世帯

（夫婦のみ）

二世代世帯

（親・子）

三世代世帯

（親・子・孫）

四世代世帯

（親・子・孫・ひ孫）
その他 無回答

回答者の属性（家族構成） 

 居住地域別でみると、「二世代世帯（親・子）」はすべての地域で最も多くなっています。 

 「三世代世帯（親・子・孫）」は月舘地域で32.8％と唯一３割を超えています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「二世代世帯（親・子）」は子どもがいない人で54.0％と高く、
子どもがいる人との差がみられますが、親子の子にあたる回答者が多かったことが要因と考え
られます。 

問8 あなたの家族構成を教えてください。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

1人 

 16.7  

1人 

17.0 

2人 

 49.5  

2人 

48.1 

3人 

 27.0  

3人 

26.9 

4人 

 5.9  

4人 

7.0 

5人以上 

 0.7  

5人以上 

1.0 

無回答 

 0.2  
0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=455 

令和元年 

（2019年） 

n=401 

子どもはいる 

61.2 

子どもはいる 

59.7 

子どもはいな

い 

37.1 

子どもはいな

い 

40.0 

無回答 

1.7 

無回答 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=744 

令和元年 

（2019年） 

n=672 

いる 

61.2% 

いない 

37.1% 

無回答 

1.7% 

(n=744) 

回答者の属性（子どもの有無） 

子どもの有無 

子どもの人数（子どもがいる人のみ回答） 

問9 お子さんはいますか。【1つだけ選択】 

 子どもの有無については、「子どもはいる」が61.2％、「子どもはいない」が37.1％となってい
ます。 

 前年調査との比較では、「子どもはいる」がやや増加しました。 

 子どもがいる回答者の子どもの人数は、「2人」が49.5％で最も多く、次いで「3人」が
27.0％、「1人」が16.7％となり、4人以上の回答が前年より減少しています。 

 

前年調査との比較 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(454)

16～19歳 (1)

20～29歳 (10)

30～39歳 (66)

40～49歳 (74)

50～59歳 (89)

60～69歳 (86)

70～74歳 (68)

75歳以上 (60)

無回答 (0)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

11.7

11.8

12.8

14.6

21.6

21.2

60.0

100.0

16.7

51.7

54.4

48.8

47.2

55.4

43.9

30.0

49.6

31.7

29.4

31.4

29.2

16.2

27.3

10.0

27.1

3.3

4.4

7.0

6.7

6.8

7.6

5.9

1.7

2.2

1人 2人 3人 4人 5人以上

n=

(454)

男性 (193)

女性 (258)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

66.7

15.1

18.1

16.7

33.3

52.3

46.1

49.6

27.5

26.9

27.1

4.7

7.8

5.9

1.0

1人 2人 3人 4人 5人以上

 子どもの人数は性別による大きな違いはみられませんが、男女ともに「２人」が最も多く、女
性では５割を超えています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、50代以上で３人以上の割合が高い傾向がみられます。 

問9 お子さんはいますか。【1つだけ選択】 

回答者の属性（子どもの人数） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(454)

伊達 (111)

梁川 (112)

保原 (135)

霊山 (51)

月舘 (45)

無回答 (0)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

13.3

13.7

20.0

14.3

18.0

16.7

44.4

45.1

51.1

47.3

54.1

49.6

33.3

35.3

23.7

30.4

21.6

27.1

6.7

5.9

5.2

7.1

5.4

5.9

2.2

1人 2人 3人 4人 5人以上

回答者の属性（子どもの人数） 

 居住地域別でみると、伊達・保原地域では２人以下の割合が７割を超えています。 

 一方、霊山・月舘地域では３人以上の割合が４割を超えています。 

居住地域別 

問9 お子さんはいますか。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

3年未満 

4.0 

3年未満 

2.7 

3年～5年 2.6 

3年～5年 0.7 

6年～10年 4.4 

6年～10年 1.9 

11年～19年 

14.7 

11年～19年 

15.3 

20年～29年 

18.0 

20年～29年 

15.3 

30年以上 

55.4 

30年以上 

64.0 

無回答 

0.9 

無回答 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=744 

令和元年 

（2019年） 

n=672 

3年未満 

4.0% 3年～5年 

2.6% 

6年～10年 

4.4% 
11年～19年 

14.7% 

20年～29年 

18.0% 

30年以上 

55.4% 

無回答 

0.9% 

(n=744) 

回答者の属性（伊達市での居住年数） 

伊達市での居住年数 

前年調査との比較 

問10 あなたは伊達市に住んで何年になりますか。【1つだけ選択】 

 伊達市での居住年数については、「30年以上」が55.4％で圧倒的に多く、次いで「20～
29年」が18.0％、「11～19年」が14.7％となり、10年超の回答が9割近くを占めていま
す。 

 前年調査との比較でみると、10年未満がやや増加しています。 



29 

まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代
2.5

3.9

12.4

10.5

1.3

4.0

3.9

9.5

3.5

2.6

4.1

8.7

15.2

2.3

1.3

4.4

2.9

1.4

1.9

4.1

14.6

5.7

4.7

97.4

14.7

2.9

11.5

25.6

8.7

11.4

79.1

18.0

94.1

98.6

85.6

62.8

60.2

45.7

55.4

100.0

3年未満 3年～5年 6年～10年 11年～19年 20年～29年 30年以上 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

10.0

4.8

2.8

4.0

2.9

2.2

2.6

4.1

5.0

4.4

10.0

17.1

11.6

14.7

21.2

14.4

18.0

10.0

49.9

63.9

55.4

70.0

3年未満 3年～5年 6年～10年 11年～19年 20年～29年 30年以上 無回答

 伊達市での居住年数を性別でみると、「30年以上は」男性が63.9％と、女性の49.9％を
上回る一方、「11～19年」「20～29年」では女性がやや上回っています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、年代が上がるほど居住年数も長いのは当然の傾向ですが、70代以上は
「30年以上」が9割を超えています。 

回答者の属性（伊達市での居住年数） 

問10 あなたは伊達市に住んで何年になりますか。【1つだけ選択】 



30 

まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無

6.9

2.4

4.0

2.2

2.9

2.6

2.9

5.5

4.4

28.6

6.6

14.7

7.7

25.0

14.1

18.0

38.5

34.4

68.6

55.4

53.8

3年未満 3年～5年 6年～10年 11年～19年 20年～29年 30年以上 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

11.1

4.5

6.6

2.2

4.0

4.0

1.5

2.2

4.4

2.9

2.6

1.5

4.6

5.8

2.2

6.3

4.4

11.1

7.5

14.9

17.3

9.4

19.5

14.7

22.4

16.1

14.2

19.9

21.3

18.0

62.7

64.4

54.0

61.9

46.0

55.4

77.8

3年未満 3年～5年 6年～10年 11年～19年 20年～29年 30年以上 無回答

回答者の属性（伊達市での居住年数） 

 伊達地域は「30年以上」が46.0％と唯一５割を下回り、「11～19年」「20～29年」の
合計が40.8％とやや多い結果となりました。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子供がいる人はいない人に比べ年代が上がる傾向にあるため、
「30年以上」が68.6％と７割近くに上っています。一方、子供がいない人は６割以上が
「30年未満」となっています。 

問10 あなたは伊達市に住んで何年になりますか。【1つだけ選択】 



31 

まちづくりアンケート調査 
 

持ち家 

88.8% 

借家（アパート

含む） 

10.1% 

無回答 

1.1% 

(n=744) 

回答者の属性（住まいの状況） 

問11 お住まいの状況を教えてください。【1つだけ選択】 

 住まいの状況については、「持ち家」が88.8％と９割近くを占めています。 

 前年調査と比較すると、「借家（アパート含む）」が10.1％でやや増加しています。 

 

住まいの状況 

持ち家 

88.8 

持ち家 

92.7 

借家（アパート含む） 

10.1 

借家（アパート含む） 

7.1 

無回答 

1.1 

無回答 

0.1 

80% 85% 90% 95% 100%

令和2年 

（2020年

） 

n=744 

令和元年 

（2019年

） 

n=672 

前年調査との比較 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

97.1

94.6

94.2

90.9

91.3

77.1

86.0

89.5

88.8

2.9

5.4

5.8

9.1

8.7

21.9

14.0

10.5

10.1

100.0

1.0

1.1

持ち家 借家（アパート含む) 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

20.0

88.9

90.9

88.8

10.0

11.1

8.8

10.1

70.0

1.1

持ち家 借家（アパート含む) 無回答

 お住まいの状況を性別でみると、「持ち家」と回答したのは男女ともに9割前後を占め、大き
な違いはみられません。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「持ち家」は40代以上で9割を超えています。一方、「30～39歳」では
「借家（アパート含む）」が21.9％と２割を超えています。 

回答者の属性（住まいの状況） 

問11 お住まいの状況を教えてください。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無

87.7

91.0

88.8

7.7

12.3

8.8

10.1

53.8

1.1

持ち家 借家（アパート含む) 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

22.2

94.0

94.3

84.1

90.1

92.5

88.8

4.5

5.7

15.9

9.9

7.5

10.1

77.8

1.5

1.1

持ち家 借家（アパート含む) 無回答

回答者の属性（住まいの状況） 

 居住地域別では、全体的に大きな違いはみられませんでしたが、保原地域では「借家（ア
パート含む）」が15.9％と唯一1割を超えています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「持ち家」の割合は子どもがいる人がやや高く、子どもがいない人で
は「借家（アパート含む）」が12.3％と１割を超えています。 

問11 お住まいの状況を教えてください。【1つだけ選択】 



Ⅲ．調査分析結果 
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2．市情報の入手方法など（市に関する情報源） 

問12 あなたは市の情報（事業や行事、お知らせなど）を何から得ていますか。【2つまで   
    選択】 

 伊達市に関する情報を何から得ているかについては、「広報誌」が65.3％で最も多く、次い
で「新聞、テレビ、ラジオ、Webサイト」が26.5％、「市が発行したポスター、チラシ、冊子」が
21.2％、「市のホームページ」が12.8％と続いています。 

 一方、「特に得ていない」は13.4％でした。 

伊達市に関する情報源 

72.8 

31.7 

24.6 

7.4 

1.2 

14.7 

2.1 

0.4 

0 20 40 60 80

広報誌 

市が発行したポスター、チラシ、冊子 

一般の新聞、テレビ、ラジオ、Webサイト 

市のWebサイト（ホームページ） 

市の公式SNS（Facebook,twitter） 

特に得ていない 

その他 

無回答 

％ 

(n=672) 

65.3  

26.5  

21.2  

12.8  

2.0  

1.5  

13.4  

1.3  

0 20 40 60 80

広報誌 

新聞、テレビ、ラジオ、ホームページ 

市が発行したポスター、チラシ、冊子 

市のホームページ 

市の公式SNS（Facebook,twitter） 

その他 

特に得ていない 

無回答 

％ 

(n=744) 
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広

報

誌

新

聞

、

テ

レ

ビ

、

ラ

ジ

オ

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

市

が

発

行

し

た

ポ

ス

タ

ー

、

チ

ラ

シ

、

冊

子

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

市

の

公

式

S

N

S

（

F

a

c

e

b

o

o

k

,

t

w

i

t

t

e

r

）

そ

の

他

特

に

得

て

い

な

い 無

回

答

n=

(744) 65.3 26.5 21.2 12.8 2.0 1.5 13.4 1.3

(319) 65.2 24.8 22.9 11.9 2.5 1.6 12.2 0.3

(415) 66.5 28.4 20.5 13.5 1.7 1.4 14.5 0.5

(10) 20.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 10.0 70.0

16～19歳 (76) 30.3 28.9 17.1 2.6 7.9 1.3 31.6 1.3

20～29歳 (86) 40.7 33.7 10.5 10.5 5.8 2.3 29.1 0.0

30～39歳 (105) 61.0 22.9 19.0 32.4 1.0 4.8 12.4 1.0

40～49歳 (103) 75.7 22.3 16.5 22.3 1.0 1.0 14.6 0.0

50～59歳 (121) 78.5 19.8 19.8 10.7 1.7 0.8 11.6 0.0

60～69歳 (104) 79.8 28.8 31.7 5.8 0.0 1.0 2.9 1.0

70～74歳 (74) 77.0 27.0 29.7 5.4 0.0 0.0 5.4 0.0

75歳以上 (68) 75.0 36.8 29.4 5.9 0.0 0.0 2.9 0.0

無回答 (7) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

（％）

全体

性

別

無回答

年

代

男性

女性

65.3 

26.5 
21.2 

12.8 

2.0 1.5 

13.4 

1.3 

0%

20%

40%

60%

80%

 伊達市に関する情報を何から得ているかについて性別でみると、男女ともに「広報誌」が圧
倒的に多く、性別による大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別にみると、最も多い「広報誌」では40代以上で７割を超え、20代以下と30ポイント
以上の差がみられ、年代による違いが顕著となっています。「特に得ていない」は低い年代で
高くなる傾向にあります。 

2．市情報の入手方法など（市に関する情報源） 

問12 あなたは市の情報（事業や行事、お知らせなど）を何から得ていますか。【2つまで   
    選択】 
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広

報

誌

新

聞

、

テ

レ

ビ

、

ラ

ジ

オ

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

市

が

発

行

し

た

ポ

ス

タ

ー

、

チ

ラ

シ

、

冊

子

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

市

の

公

式

S

N

S

（

F

a

c

e

b

o

o

k

,

t

w

i

t

t

e

r

）

そ

の

他

特

に

得

て

い

な

い 無

回

答

n=

(744) 65.3 26.5 21.2 12.8 2.0 1.5 13.4 1.3

(174) 64.9 28.7 19.0 14.4 4.0 1.7 12.1 0.6

(181) 66.9 29.3 18.2 13.3 0.6 1.1 14.9 0.6

(226) 63.7 23.0 23.9 13.3 2.7 1.3 14.6 0.4

(87) 63.2 27.6 25.3 10.3 0.0 2.3 12.6 0.0

(67) 77.6 26.9 23.9 10.4 1.5 1.5 10.4 0.0

(9) 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 77.8

子どもはいる (455) 78.5 25.5 24.4 15.4 1.3 1.1 5.9 0.2

子どもはいない (276) 46.0 28.6 17.0 9.1 3.3 2.2 25.7 0.7

無回答 (13) 15.4 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0 15.4 53.8

（％）

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

無回答

保原

霊山

月舘

子

ど

も

の

有

無

65.3 

26.5 
21.2 

12.8 

2.0 1.5 

13.4 

1.3 

0%

20%

40%

60%

80%

2．市情報の入手方法など（市に関する情報源） 

 居住地域別でみると、月舘地域では「広報誌」の回答割合が高くなりました。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「広報誌」は子どもがいる人では78.5％と高く、子どもに関する情
報などで広く活用されていることが窺えますが、子どもがいない人では46.0％と大きな開きが
あります。 

 子どもがいない人については「特に得ていない」が25.7％に上っています。 

問12 あなたは市の情報（事業や行事、お知らせなど）を何から得ていますか。【2つまで   
    選択】 
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とても役立ってい

る 14.1% 

ある程度役立っ

ている 

64.2% 

あまり役立ってい

ない 

16.3% 

ほとんど役立って

いない 

4.1% 

無回答 1.2% 

(n=509) 

2．市情報の入手方法など（市に関する情報源の役立ち度） 

問11 お住まいの状況を教えてください。【1つだけ選択】 

 広報誌やホームページに掲載している情報については、「とても役立っている」が14.1％、「あ
る程度役立っている」が64.2％で、役立っているとの回答が約８割に上っています。 

 「あまり役立っていない」は16.3％、「ほとんど役立っていない」は4.1％となりました。 

 

市に関する情報源の役立ち度 

問13 市の広報誌やホームページに掲載している情報は、あなたの日頃の生活に役  
    立っていますか。【1つだけ選択】 【問12で「1」または「2」と回答した方】 
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n=

(509)

16～19歳 (24)

20～29歳 (40)

30～39歳 (73)

40～49歳 (80)

50～59歳 (98)

60～69歳 (85)

70～74歳 (57)

75歳以上 (52)

無回答 (0)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

23.1

14.0

16.5

12.2

15.0

6.8

15.0

12.5

14.1

65.4

71.9

64.7

66.3

63.8

72.6

42.5

45.8

64.2

5.8

8.8

15.3

18.4

17.5

15.1

35.0

20.8

16.3

1.9

3.5

1.2

3.1

3.8

5.5

7.5

16.7

4.1

3.8

1.8

2.4

4.2

1.2

とても役立っている ある程度役立っている あまり役立っていない ほとんど役立っていない 無回答

n=

(509)

男性 (219)

女性 (288)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別
13.2

15.5

14.1

100.0

64.9

63.0

64.2

16.7

16.0

16.3

3.8

4.6

4.1

1.4

1.2

とても役立っている ある程度役立っている あまり役立っていない ほとんど役立っていない 無回答

問13 市の広報誌やホームページに掲載している情報は、あなたの日頃の生活に役  
    立っていますか。【1つだけ選択】 【問12で「1」または「2」と回答した方】 

 市に関する情報源の役立ち度について、性別による大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、年代が上がるほど役立っているとの回答が増える傾向がみられます。一
方、10代～20代では役立っているとの回答が６割に達しませんでした。 

2．市情報の入手方法など（市に関する情報源の役立ち度） 
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n=

(509)

子どもはいる (368)

子どもはいない (139)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無

11.5

15.2

14.1

25.2

13.0

16.3

8.6

2.4

4.1

1.4

1.1

1.2

100.0

53.2

68.2

64.2

とても役立っている ある程度役立っている あまり役立っていない ほとんど役立っていない 無回答

n=

(509)

伊達 (116)

梁川 (128)

保原 (153)

霊山 (58)

月舘 (53)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

17.0

8.6

13.7

20.3

9.5

14.1

56.6

69.0

66.7

57.8

69.8

64.2

100.0

17.0

17.2

14.4

17.2

16.4

16.3

7.5

3.4

4.6

3.9

2.6

4.1

1.9

1.7

1.7

1.2

とても役立っている ある程度役立っている あまり役立っていない ほとんど役立っていない 無回答

問13 市の広報誌やホームページに掲載している情報は、あなたの日頃の生活に役  
    立っていますか。【1つだけ選択】 【問12で「1」または「2」と回答した方】 

2．市情報の入手方法など（市に関する情報源の役立ち度） 

 居住地域別では、全体的に大きな違いはみられませんでしたが、梁川地域では「とても役
立っている」が20.3％と２割を超えています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人では役立っているとの回答が８割を超えています。
一方、子どもがいない人では役立っていないとの回答が３割に達しています。 
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知っている 

66.3% 

知らない 

32.4% 

無回答 

1.3% 

(n=744) 

2．市情報の入手方法など（市長への手紙の取り組み） 

問11 お住まいの状況を教えてください。【1つだけ選択】 

 市長への手紙への取り組みについては、「知っている」が66.3％、「知らない」が32.4％で、
知っている人が約３分の２となった。 

 

市長への手紙の取り組みの認知度 

問14 あなたは、市長への手紙の取り組みについて知っていますか。【1つだけ選択】 

 市長への手紙・・・市民の皆さまが市長に対して市が行う事業や制度、管理する施設などに対 
 する意見、要望または提案を専用の手紙で提言できる制度。 
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n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

30.0

68.4

64.6

66.3

50.0

29.6

35.4

32.4

20.0

1.9

1.3

知っている 知らない 無回答

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

28.6

89.7

89.2

87.5

74.4

68.9

66.7

32.6

18.4

66.3

42.9

7.4

9.5

10.6

25.6

31.1

32.4

66.3

80.3

32.4

28.6

2.9

1.4

1.9

1.0

1.2

1.3

1.3

知っている 知らない 無回答

 市長への手紙の取り組みの認知度について、性別による大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、60代以上では認知度が８割を超えていますが、20代では３割強、10
代では２割弱にとどまっています。 

2．市情報の入手方法など（市長への手紙の取り組み） 

問14 あなたは、市長への手紙の取り組みについて知っていますか。【1つだけ選択】 
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n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 38.5

38.4

84.0

66.3

30.8

1.1

1.3

30.8

60.5

15.4

32.4

知っている 知らない 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

33.3

71.6

67.8

65.0

68.0

64.9

66.3

44.4

23.9

29.9

34.1

31.5

35.1

32.4

22.2

4.5

2.3

1.3

知っている 知らない 無回答

2．市情報の入手方法など（市長への手紙の取り組み） 

 居住地域別では、全体的に大きな違いはみられませんでしたが、月舘地域では認知度が
唯一７割を超えています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人では「知っている」が84.0％に上っているのに対し、
子どもがいない人は38.4％にとどまり、子どもの有無で大きく異なっています。 

問14 あなたは、市長への手紙の取り組みについて知っていますか。【1つだけ選択】 
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2．市情報の入手方法など（市長への手紙の取り組み方法） 

問15 あなたは、市長への手紙の取り組みについてどの方法がよいと思いますか。【1つ  
    だけ選択】 

 市長への手紙への取り組み方法については、「広報誌等による配布方法（現状と同じ）」
が57.3％で最も多く、次いで「市のホームページで受付及び返信する方法（随時）」が
24.5％となり、「市長への手紙は必要ない」は11.7％となりました。 

市長への手紙の取り組み方法 

72.8 

31.7 

24.6 

7.4 

1.2 

14.7 

2.1 

0.4 

0 20 40 60 80

広報誌 

市が発行したポスター、チラシ、冊子 

一般の新聞、テレビ、ラジオ、Webサイト 

市のWebサイト（ホームページ） 

市の公式SNS（Facebook,twitter） 

特に得ていない 

その他 

無回答 

％ 

(n=672) 

65.3  

26.5  

21.2  

12.8  

2.0  

1.5  

13.4  

1.3  

0 20 40 60 80

広報誌 

新聞、テレビ、ラジオ、ホームページ 

市が発行したポスター、チラシ、冊子 

市のホームページ 

市の公式SNS（Facebook,twitter） 

その他 

特に得ていない 

無回答 

％ 

(n=744) 

57.3  

24.5  

11.7  

3.5  

4.2  

0 20 40 60 80

広報紙等による配布方法（現状と同じ） 

市のホームページで受付及び返信する方法

（随時） 

市長への手紙は必要ない 

その他 

無回答 

％ 

(n=744) 
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広

報

紙

等

に

よ

る

配

布

方

法

（

現

状

と

同

じ

）

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

受

付

及

び

返

信

す

る

方

法

（

随

時

）

市

長

へ

の

手

紙

は

必

要

な

い

そ

の

他

無

回

答

n=

(744) 57.3 24.5 11.7 3.5 4.2

(319) 55.2 25.1 12.9 3.4 3.4

(415) 59.5 23.4 11.1 3.4 4.6

(10) 30.0 50.0 0.0 10.0 10.0

16～19歳 (76) 42.1 42.1 9.2 3.9 2.6

20～29歳 (86) 45.3 36.0 9.3 3.5 5.8

30～39歳 (105) 46.7 42.9 6.7 3.8 3.8

40～49歳 (103) 62.1 23.3 11.7 2.9 1.0

50～59歳 (121) 58.7 24.0 15.7 4.1 0.0

60～69歳 (104) 73.1 10.6 10.6 1.0 4.8

70～74歳 (74) 64.9 5.4 17.6 6.8 5.4

75歳以上 (68) 66.2 4.4 14.7 1.5 13.2

無回答 (7) 28.6 42.9 0.0 14.3 14.3

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

57.3 

24.5 

11.7 
3.5 4.2 

0%

20%

40%

60%

80%

 市長への手紙への取り組み方法を性別でみると、「広報誌等による配布方法（現状と同
じ）」は女性がやや上回りましたが、大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別にみると、30代以下は他の年代に比べて「広報誌等による配布方法（現状と同
じ）」が低く、「市のホームページで受付及び返信する方法（随時）」が高い傾向がみられ
ます。現在の紙媒体による方法とインターネットを活用する方法について、年代による違いが
顕著に表れています。 

2．市情報の入手方法など（市長への手紙の取り組み方法） 

問15 あなたは、市長への手紙の取り組みについてどの方法がよいと思いますか。【1つ  
    だけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

広

報

紙

等

に

よ

る

配

布

方

法

（

現

状

と

同

じ

）

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

受

付

及

び

返

信

す

る

方

法

（

随

時

）

市

長

へ

の

手

紙

は

必

要

な

い

そ

の

他

無

回

答

n=

(744) 57.3 24.5 11.7 3.5 4.2

(174) 61.5 21.8 10.3 2.9 4.6

(181) 59.7 19.3 14.4 4.4 3.9

(226) 53.1 31.0 9.3 4.0 4.0

(87) 55.2 21.8 14.9 3.4 4.6

(67) 59.7 23.9 13.4 0.0 3.0

(9) 33.3 44.4 0.0 11.1 11.1

子どもはいる (455) 64.0 18.5 11.9 3.3 3.7

子どもはいない (276) 47.5 34.4 11.2 3.6 4.0

無回答 (13) 30.8 23.1 15.4 7.7 23.1

（％）

子

ど

も

の

有

無

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

57.3 

24.5 

11.7 
3.5 4.2 

0%

20%

40%

60%

80%

2．市情報の入手方法など（市長への手紙の取り組み方法） 

 居住地域別でみると、「市のホームページで受付及び返信する方法（随時）」は保原地
域で３割を超えていますが、他に大きな違いはみられませんでした。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、若年層が多く含まれる子どもがいない人では「市のホームページで
受付及び返信する方法（随時）」が高く、「広報誌等による配布方法（現状と同じ）」は
子どもがいる人で多くなっています。 

問15 あなたは、市長への手紙の取り組みについてどの方法がよいと思いますか。【1つ  
    だけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

現状のとおり

（年４回） 

75.1% 

増やす方がよい

（年６回程

度） 

13.6% 

減らす方がよい

（年２回程

度） 

8.7% 

その他 0.9% 無回答 1.6% 

(n=426) 

問16 市長への手紙の配布頻度はどの程度がよいと思いますか。【1つだけ選択】 
    【問15で「1」と回答した方】 

2．市情報の入手方法など（市長への手紙の配布頻度） 

 市長への手紙の配布頻度については、「現状のとおり（年４回）」が75.1％で圧倒的に
多く、「増やす方がよい（年６回程度）」が13.6％、「減らす方がよい（年２回程度）」
が8.7％となっています。 

 

市長への手紙でよいと思う配布頻度 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(426)

16～19歳 (32)

20～29歳 (39)

30～39歳 (49)

40～49歳 (64)

50～59歳 (71)

60～69歳 (76)

70～74歳 (48)

75歳以上 (45)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

73.3

85.4

76.3

78.9

84.4

57.1

64.1

78.1

75.1

15.6

4.2

10.5

9.9

4.7

30.6

28.2

15.6

13.6

100.0

8.9

8.3

11.8

7.0

7.8

8.2

5.1

6.3

8.7

2.1

2.8

1.6

2.2

1.3

1.4

1.6

4.1

2.6

1.6

現状のとおり

（年４回）

増やす方がよい

（年６回程度）

減らす方がよい

（年２回程度）
その他 無回答

n=

(426)

男性 (176)

女性 (247)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別
79.4

70.5

75.1

10.5

18.2

13.6

100.0

7.3

9.1

8.7

1.1

2.0

1.1

1.6

現状のとおり

（年４回）

増やす方がよい

（年６回程度）

減らす方がよい

（年２回程度）
その他 無回答

問16 市長への手紙の配布頻度はどの程度がよいと思いますか。【1つだけ選択】 
    【問15で「1」と回答した方】 

 配布頻度について性別でみると、「増やす方がよい（年６回程度）」は男性が18.2％で
女性より多くなりました。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「増やす方がよい（年６回程度）」は「30～39歳」で30.6％と３割を
超え、「20～29歳」も28.2％で他の年代より高くなっています。 

2．市情報の入手方法など（市長への手紙の配布頻度） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(426)

子どもはいる (291)

子どもはいない (131)

無回答 (4)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 50.0

69.5

78.0

75.1

50.0

6.9

8.9

8.7

1.0

2.3

1.4

1.6

20.6

10.7

13.6

現状のとおり

（年４回）

増やす方がよい

（年６回程度）

減らす方がよい

（年２回程度）
その他 無回答

n=

(426)

伊達 (107)

梁川 (108)

保原 (120)

霊山 (48)

月舘 (40)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

33.3

67.5

85.4

80.0

68.5

75.7

75.1

12.5

6.3

8.3

18.5

18.7

13.6

66.7

20.0

4.2

8.3

10.2

3.7

8.7

2.1

1.7

2.1

1.7

1.9

1.9

1.6

現状のとおり

（年４回）

増やす方がよい

（年６回程度）

減らす方がよい

（年２回程度）
その他 無回答

問16 市長への手紙の配布頻度はどの程度がよいと思いますか。【1つだけ選択】 
    【問15で「1」と回答した方】 

2．市情報の入手方法など（市長への手紙の配布頻度） 

 居住地域別では、伊達・梁川地域で他の地域と比べて「増やす方がよい（年６回程
度）」が高めとなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「増やす方がよい（年６回程度）」の割合は子どもがいない人が
やや高くなっています。 
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まちづくりアンケート調査 
 

できるだけ多くの

人に伝えたい 

32.4% 

知人や友人にの

み伝えたい 

14.8% 

伝えるほど魅力

を知らない 

47.0% 

伝えたくない 

3.0% 

無回答 2.8% 

(n=744) 

問17 あなたは、伊達市の魅力を誰かに伝えたいと思いますか。【1つだけ選択】 

2．市情報の入手方法など（伊達市の魅力の発信） 

 伊達市の魅力の発信については、「できるだけ多くの人」に伝えたい」が32.4％、「知人や友
人にのみ伝えたい」が14.８％で、合わせて47.2％となりました。 

 「伝えるほど魅力を知らない」は47.0％に上っています。 

 

市長への手紙でよいと思う配布頻度 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

23.5

23.0

32.7

37.2

37.9

29.5

31.4

42.1

32.4

14.3

16.2

23.0

12.5

12.4

6.8

19.0

15.1

17.1

14.8

57.1

45.6

50.0

48.1

46.3

52.4

47.6

46.5

36.8

47.0

4.1

1.9

4.1

2.9

1.9

5.8

2.6

3.0

28.6

14.7

4.8

1.9

1.3

2.8

できるだけ多くの人に

伝えたい

知人や友人にのみ

伝えたい

伝えるほど魅力を

知らない
伝えたくない 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

10.0

33.5

31.7

32.4

20.0

15.2

14.1

14.8

50.0

45.1

49.5

47.0

2.4

3.8

3.0

20.0

3.9

2.8

できるだけ多くの人に

伝えたい

知人や友人にのみ

伝えたい

伝えるほど魅力を

知らない
伝えたくない 無回答

 伊達市の魅力の発信について、性別による大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「できるだけ多くの人」に伝えたいは10代で唯一４割を超えています。一
方、「伝えるほど魅力を知らない」は10代以外の全ての年代で４割を超えています。 

2．市情報の入手方法など（伊達市の魅力の発信） 

問17 あなたは、伊達市の魅力を誰かに伝えたいと思いますか。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 15.4

33.0

32.5

32.4

46.2

47.5

46.8

47.0

3.6

2.6

3.0

30.8

2.2

2.4

2.8

7.7

13.8

15.6

14.8

できるだけ多くの人に

伝えたい

知人や友人にのみ

伝えたい

伝えるほど魅力を

知らない
伝えたくない 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

11.1

41.8

24.1

34.1

34.3

29.9

32.4

11.1

6.0

14.9

16.8

13.3

17.2

14.8

44.4

46.3

54.0

43.4

46.4

49.4

47.0

11.1

2.3

3.1

4.4

2.3

3.0

22.2

6.0

4.6

2.7

1.7

1.1

2.8

できるだけ多くの人に

伝えたい

知人や友人にのみ

伝えたい

伝えるほど魅力を

知らない
伝えたくない 無回答

2．市情報の入手方法など（伊達市の魅力の発信） 

 居住地域別では、保原地域では伝えたいと思う割合が唯一5割を超えています。 

 月舘地域は「できるだけ多くの人に伝えたい」が41.8％と4割を超え、最も高くなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別では、伝えたいと思う割合は子どもがいる人で割合がやや高くなりましたが、
大きな違いはみられませんでした。 

問17 あなたは、伊達市の魅力を誰かに伝えたいと思いますか。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

2．市情報の入手方法など（伊達市の魅力の発信方法） 

問18 あなたは、伊達市の魅力を発信するためにどのような方法が良いと思いますか。 
    【1つだけ選択】  【問17で「1」「2」または「3」と回答した方】 

 伊達市の魅力の発信方法については、「インターネット（ホームページ、SNS、YouTube
等）による情報発信」が37.6％で最も多く、次いで「TVやラジオなどのメディアによる情報
発信」が34.0％、「チラシや雑誌等の紙媒体による情報発信」が15.4％、「人から人への
口コミによる情報発信」が10.7％となりました。 

 

伊達市の魅力の発信方法 

SNS・・・ソーシャルネットワーキングサービス（Facebook、Twitter、Instagram、LINE 等） 

37.6  

34.0  

15.4  

10.7  

1.8  

3.8  

0 10 20 30 40

インターネット（ホームページ、SNS、

YouTube等）による情報発信 

TVやラジオなどのメディアによる情報発信 

チラシや雑誌等の紙媒体による情報発信 

人から人への口コミによる情報発信 

その他 

無回答 

％ 

(n=744) 
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まちづくりアンケート調査 
 

T

V

や

ラ

ジ

オ

な

ど

の

メ

デ

ィ

ア

に

よ

る

情

報

発

信

チ

ラ

シ

や

雑

誌

等

の

紙

媒

体

に

よ

る

情

報

発

信

人

か

ら

人

へ

の

口

コ

ミ

に

よ

る

情

報

発

信

そ

の

他

無

回

答

n=

(703) 37.6 34.0 15.4 10.7 1.8 3.8

(305) 38.0 31.8 17.4 9.8 2.3 2.6

(390) 36.9 36.2 13.8 11.0 1.5 4.9

(8) 50.0 12.5 12.5 25.0 0.0 0.0

16～19歳 (73) 52.1 31.5 2.7 11.0 1.4 1.4

20～29歳 (80) 50.0 30.0 7.5 11.3 3.8 1.3

30～39歳 (101) 56.4 24.8 10.9 8.9 1.0 2.0

40～49歳 (100) 37.0 40.0 17.0 9.0 2.0 3.0

50～59歳 (116) 46.6 32.8 12.1 6.0 1.7 2.6

60～69歳 (99) 24.2 40.4 23.2 7.1 1.0 4.0

70～74歳 (71) 12.7 39.4 18.3 22.5 2.8 9.9

75歳以上 (58) 5.2 34.5 36.2 15.5 1.7 10.3

無回答 (5) 40.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

（

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

、

S

N

S

、

Y

o

u

T

u

b

e

等

）

に

よ

る

情

報

発

信

年

代

37.6 
34.0 

15.4 

10.7 

1.8 
3.8 

0%

20%

40%

 伊達市の魅力の発信方法について、性別による大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別にみると、「インターネット（ホームページ、SNS、YouTube等）による情報発信」は
若い年代で大きな支持を得ています。一方、75歳以上では「チラシや雑誌等の紙媒体によ
る情報発信」が36.2％で最も高くなりました。 

2．市情報の入手方法など（伊達市の魅力の発信方法） 

問18 あなたは、伊達市の魅力を発信するためにどのような方法が良いと思いますか。 
    【1つだけ選択】  【問17で「1」「2」または「3」と回答した方】 
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まちづくりアンケート調査 
 

T

V

や

ラ

ジ

オ

な

ど

の

メ

デ

ィ

ア

に

よ

る

情

報

発

信

チ

ラ

シ

や

雑

誌

等

の

紙

媒

体

に

よ

る

情

報

発

信

人

か

ら

人

へ

の

口

コ

ミ

に

よ

る

情

報

発

信

そ

の

他

無

回

答

n=

(703) 37.6 34.0 15.4 10.7 1.8 3.8

(168) 40.5 34.5 14.3 8.3 3.0 2.4

(172) 27.3 36.6 18.6 15.1 0.6 4.7

(213) 42.3 31.9 13.6 9.9 1.9 4.7

(81) 30.9 34.6 18.5 11.1 2.5 3.7

(63) 50.8 31.7 11.1 6.3 1.6 3.2

(6) 33.3 33.3 16.7 16.7 0.0 0.0

子どもはいる (434) 34.8 34.3 18.2 10.8 1.2 4.6

子どもはいない (260) 42.3 33.8 10.4 10.4 3.1 2.3

無回答 (9) 33.3 22.2 22.2 11.1 0.0 11.1

（％）

子

ど

も

の

有

無

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

（

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

、

S

N

S

、

Y

o

u

T

u

b

e

等

）

に

よ

る

情

報

発

信

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

37.6 
34.0 

15.4 

10.7 

1.8 
3.8 

0%

20%

40%

2．市情報の入手方法など（伊達市の魅力の発信方法） 

 居住地域別でみると、月舘地域では「インターネット（ホームページ、SNS、YouTube等）
による情報発信」が5割を超え最も高く、梁川・霊山地域と大きな差がみられます。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、若年層が多く含まれる子どもがいない人では「インターネット（ホー
ムページ、SNS、YouTube等）による情報発信」がやや高めとなっています。 

問18 あなたは、伊達市の魅力を発信するためにどのような方法が良いと思いますか。 
    【1つだけ選択】  【問17で「1」「2」または「3」と回答した方】 
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積極的に関わり

たい 

5.9% 

できるだけ関わり

たい 

36.8% 

あまり関わりたく

ない 

46.9% 

全く関わりたくな

い 7.0% 

無回答 3.4% 

(n=744) 

問19 あなたは、伊達市の知名度を上げる取り組みに関わりたいと思いますか。【1つだ 
    け選択】 

2．市情報の入手方法など（伊達市の知名度を上げる取り組み） 

 伊達市の知名度を上げる取り組みへの参加については、「積極的に関わりたい」が5.9％、
「できるだけ関わりたい」が36.8％で、合わせて42.7％が関わりたいと回答しています。 

 一方、「あまり関わりたくない」は46.9％、「全く関わりたくない」は7.0％となっています。 

 

伊達市の知名度を上げる取り組みへの関わり 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

7.4

1.4

1.9

4.1

3.9

6.7

14.0

10.5

5.9

27.9

36.5

38.5

43.0

40.8

34.3

31.4

40.8

36.8

57.1

38.2

55.4

51.9

43.8

47.6

55.2

37.2

42.1

46.9

14.3

16.2

4.1

5.8

8.3

5.8

1.9

12.8

2.6

7.0

28.6

10.3

2.7

1.9

1.9

1.9

4.7

3.9

3.4

積極的に関わりたい できるだけ関わりたい あまり関わりたくない 全く関わりたくない 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

10.0

3.9

8.5

5.9

35.9

39.2

36.8

60.0

48.2

44.8

46.9

10.0

7.0

6.9

7.0

20.0

5.1

3.4

積極的に関わりたい できるだけ関わりたい あまり関わりたくない 全く関わりたくない 無回答

問19 あなたは、伊達市の知名度を上げる取り組みに関わりたいと思いますか。【1つだ 
    け選択】 

 伊達市の知名度を上げる取り組みへの参加について性別でみると、関わりたいとの回答は
男性がやや高くなりました。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、10代では関わりたいとの回答が5割を超えています。一方、75歳以上で
は「全く関わりたくない」が16.2％となっています。 

2．市情報の入手方法など（伊達市の知名度を上げる取り組み） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無

8.7

4.4

5.9

38.5

46.0

47.7

46.9

23.1

7.2

6.4

7.0

30.8

3.6

2.4

3.4

7.7

34.4

39.1

36.8

積極的に関わりたい できるだけ関わりたい あまり関わりたくない 全く関わりたくない 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

4.5

5.7

6.6

5.5

6.3

5.9

35.8

31.0

39.4

40.9

34.5

36.8

44.4

46.3

49.4

46.0

43.1

51.1

46.9

22.2

9.0

9.2

4.4

7.7

6.9

7.0

33.3

4.5

4.6

3.5

2.8

1.1

3.4

積極的に関わりたい できるだけ関わりたい あまり関わりたくない 全く関わりたくない 無回答

問19 あなたは、伊達市の知名度を上げる取り組みに関わりたいと思いますか。【1つだ 
    け選択】 

2．市情報の入手方法など（伊達市の知名度を上げる取り組み） 

 居住地域別では、全体的に大きな違いはみられませんでしたが、梁川・保原地域で関わり
たいとの回答がやや高めとなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「積極的に関わりたい」の割合は子どもがいない人でやや高くなって
いますが、大きな違いはみられませんでした。 
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まちづくりアンケート調査 
 

伊達市 

34.2% 

福島市 

25.5% 
国見町 2.5% 

桑折町 3.1% 

その他 6.4% 

通勤・通学して

いない 

26.3% 

無回答 

2.0% 

(n=744) 

3．買物場所や交通関係（勤務地・通学先） 

勤務地・通学先 

前年調査との比較（通勤・通学していない人、無回答を除く） 

問20 あなたの勤務地・通学先はどちらですか。【1つだけ選択】 

 通勤・通学先については、「伊達市」が34.2％で最も多く、次いで「福島市」が25.5％とな
り、「通勤・通学していない」は26.3％となっています。 

 「通勤・通学していない」人を除き、前年調査と比較してみると、「伊達市」「福島市」の順
番は同様となっており、大きな変化はみられませんでした。 

伊達市 

44.4 

伊達市 

44.1 

福島市 

30.2 

福島市 

34.3 

国見町 

2.3 

国見町 

2.5 

桑折町 

2.7 

桑折町 

4.4 

その他 

11.9 

その他 

8.1 

無回答 

8.4 

無回答 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年 

（2019年） 

n=486 

平成27年 

（2015年） 

n=565 

伊達市 

47.7 

伊達市 

48.5 

福島市 

35.5 

福島市 

33.0 

国見町 

3.6 

国見町 

2.5 

桑折町 

4.3 

桑折町 

2.9 

その他 

9.0 

その他 

13.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=535 

令和元年 

（2019年） 

n=445 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

18～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

28.6

18.8

20.3

30.8

46.3

46.6

40.6

36.0

19.7

34.2

28.6

1.4

2.7

11.5

26.4

28.2

33.0

40.7

55.3

25.5

3.8

2.9

6.6

4.7

2.5

1.4

1.9

6.6

5.8

3.8

1.2

3.1

2.7

1.9

5.8

4.9

7.5

9.3

21.1

6.4

14.3

75.4

64.9

48.1

14.0

11.7

7.5

8.1

1.3

26.3

28.6

4.3

8.1

1.9

1.3

2.0

伊達市 福島市 国見町 桑折町 その他
通勤・通学はして

いない
無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

30.0

33.7

35.0

34.2

40.0

23.3

27.8

25.5

3.8

2.5

3.6

2.5

3.1

5.0

8.4

6.4

10.0

29.8

22.2

26.3

20.0

3.1

2.0

伊達市 福島市 国見町 桑折町 その他
通勤・通学はして

いない
無回答

 通勤・通学先を性別でみると、「伊達市」「福島市」は違いはみられませんが、「その他」は男
性が多く、郡山市や南相馬市などのほか、宮城県仙台市や石巻市など県外の回答もみら
れました。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「伊達市」は30代～50代では4割を超えていますが、10代では伊達市
以外の多さが目立っています。 

3．買物場所や交通関係（勤務地・通学先） 

問20 あなたの勤務地・通学先はどちらですか。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 38.5

30.8

36.1

34.2

23.1

40.2

16.6

25.5

2.9

2.4

2.5

1.8

3.9

3.1

11.6

3.5

6.4

23.1

11.6

35.2

26.3

15.4

1.1

2.2

2.0

伊達市 福島市 国見町 桑折町 その他
通勤・通学してい

ない
無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

22.2

37.3

32.2

33.6

37.4

32.0

34.2

44.4

19.4

26.4

27.9

20.9

28.0

25.5

2.3

2.7

2.7

3.4

2.5

1.5

3.4

2.2

4.4

3.4

3.1

9.0

8.0

6.2

5.5

6.3

6.4

11.1

31.3

21.8

26.5

26.9

26.3

26.3

22.2

1.5

5.7

2.2

2.0

伊達市 福島市 国見町 桑折町 その他
通勤・通学はして

いない
無回答

3．買物場所や交通関係（勤務地・通学先） 

 居住地域別でみると、「伊達市」はいずれの地域でも3割を超えています。伊達・保原地域
では「福島市」が他の地域よりやや高くなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、学生が多く含まれる子どもがいない人では「福島市」が40.2％で
最も多くなっています。 

 子どもがいる人については専業主婦のケースも多く、「通勤・通学していない」が多い傾向が
みられます。 

問20 あなたの勤務地・通学先はどちらですか。【1つだけ選択】 



62 

まちづくりアンケート調査 
 

徒歩、自転車 

8.9% 

自家用車 

74.5% 

路線バス 

1.9% 

鉄道 11.7% 
その他 1.7% 無回答 

1.3% 

(n=533) 

3．買物場所や交通関係（通勤・通学先への主な移動手段） 

通勤・通学先への主な移動手段 

問21 あなたの通勤・通学先への主な移動手段はどれですか。【1つだけ選択】 
    【問20で「6」と回答した方以外】 

 通勤・通学先への主な交通手段は、「自家用車」が74.5％で圧倒的に多く、次いで「鉄
道」が11.7％、「徒歩・自転車」が8.9％と続いています。 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(533)

16～19歳 (74)

20～29歳 (79)

30～39歳 (96)

40～49歳 (91)

50～59歳 (104)

60～69歳 (52)

70～74歳 (20)

75歳以上 (13)

無回答 (4)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

19.0

13.5

8.7

6.6

5.2

3.8

18.2

8.9

100.0

76.9

76.2

82.7

84.6

87.9

87.5

77.2

18.2

74.5

10.4

1.9

1.9

4.8

3.3

3.1

17.7

48.1

11.7

7.7

4.8

3.1

1.3

3.9

1.7

15.4

1.9

1.0

2.2

1.3

1.3

徒歩、自転車 自家用車 路線バス 鉄道 その他 無回答

n=

(533)

男性 (238)

女性 (288)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別
8.9

9.2

8.9

85.7

75.3

73.2

74.5

2.4

1.3

1.9

11.7

12.1

11.7

14.3

1.4

1.7

1.7

2.5

1.3

徒歩、自転車 自家用車 路線バス 鉄道 その他 無回答

問21 あなたの通勤・通学先への主な移動手段はどれですか。【1つだけ選択】 
    【問20で「6」と回答した方以外】 

 通勤・通学先への移動手段を性別でみると、「自家用車」は男女ともに圧倒的に多くなって
おり、大きな違いはありませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「自家用車」は30代～60代で8割を超えています。16～19歳では「鉄
道」が最も多くなりました。 

3．買物場所や交通関係（通勤・通学先への主な移動手段） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(533)

子どもはいる (284)

子どもはいない (241)

無回答 (8)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 12.5

9.8

8.1

8.9

87.5

58.6

87.7

74.5

4.1

1.9

23.0

2.5

11.7

2.9

1.7

1.6

1.1

1.3

徒歩、自転車 自家用車 路線バス 鉄道 その他 無回答

n=

(533)

伊達 (127)

梁川 (128)

保原 (164)

霊山 (63)

月舘 (45)

無回答 (6)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

11.1

6.3

8.4

6.3

13.2

8.9

100.0

86.7

76.2

74.7

74.2

68.2

74.5

3.2

3.0

2.3

1.9

2.2

9.5

12.0

12.5

15.5

11.7

4.8

1.2

2.3

1.7

4.7

1.3

徒歩、自転車 自家用車 路線バス 鉄道 その他 無回答

問21 あなたの通勤・通学先への主な移動手段はどれですか。【1つだけ選択】 
    【問20で「6」と回答した方以外】 

3．買物場所や交通関係（通勤・通学先への主な移動手段） 

 居住地域別でみると、「自家用車」はすべての地域で最も多くなっていますが、特に月舘地
域は86.7％を占めています。「鉄道」は伊達・梁川・保原地域で1割を超えています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、学生が多く含まれる子どもがいない人は、子どもがいる人に比べ
「鉄道」が多くなっています。 
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まちづくりアンケート調査 
 

伊達市内の商

店街 

4.3% 

伊達市内のスー

パー 

79.7% 

伊達市内のコン

ビニエンスストア 

3.8% 

伊達市外 

9.7% 
その他 1.8% 無回答 0.5% 

(n=744) 

3．買物場所や交通関係（普段の食料品の購入先） 

普段の食料品の主な購入先 

問22 あなたは普段の食料品を主にどちらで購入しますか。【1つだけ選択】 

 普段の食料品の主な購入先は、「伊達市内のスーパー」が79.7％で圧倒的に多くなってい
ます。次いで「伊達市外」が9.7％、「伊達市内の商店街」が4.3％と続いています。 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

11.4

10.4

3.7

3.3

2.9

3.7

1.2

1.3

4.3

71.4

87.1

81.8

80.6

79.7

80.8

78.7

77.9

72.4

79.7

1.4

4.6

4.9

1.9

1.9

7.0

9.2

3.8

14.3

7.8

9.3

11.4

13.5

13.9

9.3

7.9

9.7

1.0

1.9

4.7

6.6

1.8

14.3

2.6

伊達市内の

商店街

伊達市内の

スーパー

伊達市内の

コンビニエンスストア
伊達市外 その他 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別
4.0

5.0

4.3

80.0

79.6

79.8

79.7

2.8

5.3

3.8

10.0

11.0

8.1

9.7

1.9

1.9

1.8

10.0

伊達市内の

商店街

伊達市内の

スーパー

伊達市内の

コンビニエンスストア
伊達市外 その他 無回答

 普段の食料品の購入先を性別でみると、男女ともに「伊達市内のスーパー」が約8割となっ
ています。男性は「伊達市内のコンビニエンスストア」が5.3％とやや高い傾向がみられます。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「伊達市内のスーパー」は年代を問わず圧倒的となっています。70代以上
では「伊達市内の商店街」が1割を超えています。 

3．買物場所や交通関係（普段の食料品の購入先） 

問22 あなたは普段の食料品を主にどちらで購入しますか。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 15.4

2.9

4.9

4.3

61.5

74.1

83.5

79.7

7.6

1.7

3.8

15.4

11.2

8.8

9.7

3.6

1.8

7.7

伊達市内の

商店街

伊達市内の

スーパー

伊達市内の

コンビニエンスストア
伊達市外 その他 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

4.4

6.9

2.2

7.6

2.8

4.3

66.7

76.5

77.0

82.2

83.8

75.6

79.7

1.5

3.4

3.5

5.4

3.9

3.8

22.2

14.7

11.5

8.7

2.7

15.0

9.7

1.5

1.1

3.0

2.8

1.8

11.1

1.5

伊達市内の

商店街

伊達市内の

スーパー

伊達市内の

コンビニエンスストア
伊達市外 その他 無回答

3．買物場所や交通関係（普段の食料品の購入先） 

 居住地域別でみると、「伊達市内のスーパー」はすべての地域で最も高く、梁川・保原地域
では8割を超えています。「伊達市外」は伊達・月舘地域でやや高くなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人は「伊達市内のスーパー」が83.5％と高く、一方、
子どもがいない人は「伊達市内のコンビニエンスストア」が7.6％とやや高いなど、家族構成に
よる購入先の違いが窺えます。 

問22 あなたは普段の食料品を主にどちらで購入しますか。【1つだけ選択】 
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3．買物場所や交通関係（食料品の購入先への主な移動手段） 

問23 問22で回答した食料品の購入先への主な移動手段はどれですか。【2つまで選  
    択】 【問22に回答した方】 

 普段の食料品の購入先への主な移動手段は、「自分が運転する自動車」が77.4％で圧
倒的に多く、次いで「家族が運転する自動車」が27.3％、「徒歩、自転車」が13.4％と続
いています。 

食料品の購入先への主な移動手段 

 72.6  

 24.1  

 21.6  

 0.7  

 0.7  

 0.4  

 0.3  

 1.0  

 0.6  

自分が運転する自動車 

家族が運転する自動車 

徒歩、自転車 

路線バス 

乗合型デマンド交通（まちなかタクシー） 

鉄道 

タクシー 

その他 

無回答 
(n=672) 

77.4  

27.3  

13.4  

0.5  

0.5  

0.4  

0.4  

1.2  

0.3  

0 20 40 60 80 100

自分が運転する自動車 

家族が運転する自動車 

徒歩、自転車 

鉄道 

タクシー 

路線バス 

乗合型デマンド交通（まちなかタクシー） 

その他 

無回答 

％ 

(n=740) 
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自

分

が

運

転

す

る

自

動

車

家

族

が

運

転

す

る

自

動

車

徒

歩

、

自

転

車

鉄

道

タ

ク

シ

ー

路

線

バ

ス

乗

合

型

デ

マ

ン

ド

交

通

（

ま

ち

な

か

タ

ク

シ

ー

）

そ

の

他

無

回

答

n=

(740) 77.4 27.3 13.4 0.5 0.5 0.4 0.4 1.2 0.3

(319) 80.6 20.1 14.1 0.3 0.3 0.3 0.3 0.6 0.3

(412) 75.0 32.5 13.1 0.7 0.7 0.5 0.5 1.7 0.2

(9) 77.8 44.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16～19歳 (74) 21.6 62.2 32.4 1.4 0.0 1.4 0.0 5.4 0.0

20～29歳 (86) 74.4 37.2 8.1 1.2 0.0 1.2 0.0 2.3 0.0

30～39歳 (105) 87.6 20.0 9.5 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 0.0

40～49歳 (103) 97.1 14.6 10.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50～59歳 (121) 88.4 17.4 6.6 0.0 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0

60～69歳 (103) 83.5 21.4 16.5 1.9 2.9 0.0 0.0 1.0 1.9

70～74歳 (74) 75.7 25.7 18.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

75歳以上 (68) 67.6 36.8 11.8 0.0 0.0 0.0 4.4 0.0 0.0

無回答 (6) 100.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

77.4 

27.3 

13.4 

0.5 0.5 0.4 0.4 1.2 0.3 
0%

20%

40%

60%

80%

100%

 食料品の購入先への主な移動手段を性別でみると、「自分が運転する自動車」は男性が
80.6％で女性より多く、「家族が運転する自動車」は女性が32.5％と男性を上回っていま
す。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、30代～60代で「自分が運転する自動車」の高さが目立っており、「家族
が運転する自動車」「徒歩、自転車」は10代で高い傾向がみられます。 

3．買物場所や交通関係（食料品の購入先への主な移動手段） 

問23 問22で回答した食料品の購入先への主な移動手段はどれですか。【2つまで選  
    択】 【問22に回答した方】 
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自

分

が

運

転

す

る

自

動

車

家

族

が

運

転

す

る

自

動

車

徒

歩

、

自

転

車

鉄

道

タ

ク

シ

ー

路

線

バ

ス

乗

合

型

デ

マ

ン

ド

交

通

（

ま

ち

な

か

タ

ク

シ

ー

）

そ

の

他

無

回

答

n=

(740) 77.4 27.3 13.4 0.5 0.5 0.4 0.4 1.2 0.3

(174) 69.0 29.3 19.5 0.6 0.0 0.0 0.0 2.9 1.1

(180) 83.3 21.1 12.2 0.6 1.7 0.0 0.0 0.6 0.0

(225) 78.7 25.3 16.4 0.0 0.4 0.9 0.9 1.3 0.0

(87) 75.9 40.2 4.6 2.3 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0

(66) 80.3 28.8 3.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0

(8) 87.5 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

子どもはいる (454) 85.2 22.9 10.8 0.0 0.2 0.0 0.7 0.9 0.4

子どもはいない (274) 64.6 34.7 17.5 1.5 1.1 1.1 0.0 1.8 0.0

無回答 (12) 75.0 25.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

子

ど

も

の

有

無

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

77.4 

27.3 

13.4 

0.5 0.5 0.4 0.4 1.2 0.3 
0%

20%

40%

60%

80%

100%

3．買物場所や交通関係（食料品の購入先への主な移動手段） 

 居住地域別でみると、梁川地域では「自分が運転する自動車」が他の地域よりやや高く
なっています。 

 「徒歩、自転車」は伊達・梁川・保原地域で1割を超えています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別にみると、子どもがいる人は「自分が運転する自動車」が85.2％と高く、子ど
もを連れての買い物など、普段の生活に自動車は欠かせないアイテムとなっていることがわか
ります。 

 

問23 問22で回答した食料品の購入先への主な移動手段はどれですか。【2つまで選  
    択】 【問22に回答した方】 
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3．買物場所や交通関係（買回り品の購入先） 

問24 あなたは衣料品やかばん、家具・インテリア、贈答品、レジャー用品などの「買回 
    り品」をどちらで購入しますか。【2つまで選択】 

 「買回り品」の購入場所は、「福島市」が73.4％と圧倒的に多く、次いで「伊達市」が
36.3％と続いています。 

 一方、「インターネット通販」は31.7％と3割を超えているほか、「仙台市またはその近郊」も
18.5％に上っており、伊達市以外での購入が目立っています。 

買回り品の購入場所 

 75.6  

 42.6  

 23.4  

 16.2  

 2.8  

 1.6  

 0.3  

福島市 

伊達市 

インターネット通販 

仙台市またはその近郊 

郡山市 

その他 

無回答 

(n=672) 

73.4  

36.3  

31.7  

18.5  

1.9  

0.8  

0.7  

0 20 40 60 80

福島市 

伊達市 

インターネット通販 

仙台市またはその近郊 

郡山市 

その他 

無回答 

％ 

(n=744) 
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福

島

市

伊

達

市

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

通

販

仙

台

市

ま

た

は

そ

の

近

郊

郡

山

市

そ

の

他

無

回

答

n=

(744) 73.4 36.3 31.7 18.5 1.9 0.8 0.7

(319) 71.5 37.3 31.0 16.9 1.3 1.3 0.0

(415) 74.9 35.4 32.3 20.2 2.4 0.5 1.0

(10) 70.0 40.0 30.0 0.0 0.0 0.0 10.0

16～19歳 (48) 77.6 22.4 32.9 21.1 1.3 1.3 2.6

20～29歳 (68) 74.4 11.6 43.0 38.4 1.2 0.0 0.0

30～39歳 (76) 74.3 16.2 48.6 35.2 4.8 1.0 0.0

40～49歳 (87) 79.6 26.2 42.7 24.3 2.9 0.0 0.0

50～59歳 (113) 82.6 33.1 35.5 13.2 1.7 2.5 0.0

60～69歳 (155) 72.1 46.2 19.2 9.6 1.0 1.0 1.0

70～74歳 (49) 67.6 68.9 9.5 1.4 1.4 0.0 0.0

75歳以上 (51) 50.0 83.8 10.3 0.0 0.0 0.0 1.5

無回答 (1) 57.1 42.9 28.6 0.0 0.0 0.0 14.3

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

73.4 

36.3 
31.7 

18.5 

1.9 0.8 0.7 
0%

20%

40%

60%

80%

 「買回り品」の購入場所を性別でみると、大きな違いはみられませんでしたが、女性は伊達
市以外での購入が男性よりもやや高くなりました。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「伊達市」と回答したのは70代以上が圧倒的に多く、20代～30代では2
割に満たない結果となっています。「インターネット通販」は20代～40代で4割を超え、「仙
台市またはその近郊」は20代～30代で3割を超えるなど、年代による違いが顕著に表れて
います。 

3．買物場所や交通関係（買回り品の購入先） 

問24 あなたは衣料品やかばん、家具・インテリア、贈答品、レジャー用品などの「買回 
    り品」をどちらで購入しますか。【2つまで選択】 
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福

島

市

伊

達

市

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

通

販

仙

台

市

ま

た

は

そ

の

近

郊

郡

山

市

そ

の

他

無

回

答

n=

(744) 73.4 36.3 31.7 18.5 1.9 0.8 0.7

(174) 80.5 31.0 35.1 22.4 1.1 0.0 0.0

(181) 66.9 37.0 33.1 21.5 1.1 0.0 0.6

(226) 75.2 36.3 29.2 19.5 1.8 1.3 0.9

(87) 71.3 44.8 32.2 11.5 3.4 0.0 0.0

(67) 70.1 35.8 28.4 7.5 4.5 4.5 1.5

(9) 66.7 44.4 22.2 11.1 0.0 0.0 11.1

子どもはいる (455) 75.6 41.5 30.3 13.8 2.0 0.9 0.4

子どもはいない (276) 71.0 26.8 34.8 27.2 1.8 0.7 0.7

無回答 (13) 46.2 53.8 15.4 0.0 0.0 0.0 7.7

（％）

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

子

ど

も

の

有

無

73.4 

36.3 
31.7 

18.5 

1.9 0.8 0.7 
0%

20%

40%

60%

80%

 居住地域別でみると、伊達地域では「福島市」が8割を超えています。霊山地域では「伊達
市」が4割を超えるなど、地域性による違いも窺えます。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別にみると、子どもがいる人は「伊達市」が41.5％と高く、一方、子どもがいな
い人では「仙台市またはその近郊」が27.2％と高く、子どもの有無による行動範囲の違いも
見受けられます。 

 

3．買物場所や交通関係（買回り品の購入先） 

問24 あなたは衣料品やかばん、家具・インテリア、贈答品、レジャー用品などの「買回 
    り品」をどちらで購入しますか。【2つまで選択】 
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そう思う 

4.4 

そう思う 

5.7 

どちらかといえばそう思う 

23.5 

どちらかといえばそう思う 

22.9 

どちらかといえばそう思わ

ない 

19.1 

どちらかといえばそう思わ

ない 

17.9 

そう思わない 

15.9 

そう思わない 

22.9 

わからない 

34.3 

わからない 

28.4 

無回答 

2.8 

無回答 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年

） 

n=744 

令和元年 

（2019年

） 

n=672 

そう思う 

4.4% 

どちらかといえ

ばそう思う 

23.5% 

どちらかといえば

そう思わない 

19.1% 
そう思わない 

15.9% 

わからない 

34.3% 

無回答 

2.8% 

(n=744) 

4．住み心地（特徴と課題のまちづくりへの反映） 

問25 あなたは市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると 
    思いますか。【1つだけ選択】 

 市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されているかについて、「そう思
う」は4.4％、「どちらかといえばそう思う」は23.5％となり、肯定的に捉えている割合は3割に
満たない結果となりました。 

 前年調査との比較では「わからない」が増加しており、市の取り組み状況の周知が課題と考
えられます。 

市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されているか 

前年調査との比較 
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n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

14.3

7.4

9.5

2.9

2.5

6.8

1.0

3.5

3.9

4.4

14.3

26.5

25.7

26.0

19.0

22.3

24.8

22.1

25.0

23.5

19.1

14.9

32.7

20.7

13.6

21.0

16.3

11.8

19.1

11.8

25.7

12.5

19.0

19.4

18.1

11.6

7.9

15.9

57.1

25.0

23.0

24.0

37.2

35.0

32.4

44.2

51.3

34.3

14.3

10.3

1.4

1.9

1.7

2.9

2.9

2.3

2.8

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わからない 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

10.0

3.9

5.0

4.4

30.0

25.1

21.3

23.5

17.8

21.3

19.1

13.7

19.1

15.9

50.0

37.1

30.1

34.3

10.0

2.4

3.1

2.8

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わからない 無回答

 性別でみると、「そうは思わない」は男性が5.4ポイント上回り、「わからない」は女性が7ポイ
ント上回っています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、50代では肯定的な回答が他の年代よりも少なくなっています。また、若い
年代ほど「わからない」が増加する傾向がみられます。 

4．住み心地（特徴と課題のまちづくりへの反映） 

問25 あなたは市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると 
    思いますか。【1つだけ選択】 
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n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 7.7

4.7

4.2

4.4

7.7

20.3

25.9

23.5

17.4

20.7

19.1

7.7

14.5

16.9

15.9

61.5

40.6

29.7

34.3

15.4

2.5

2.6

2.8

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わからない 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

11.1

3.0

5.7

3.5

5.5

4.0

4.4

11.1

14.9

21.8

23.9

24.3

27.0

23.5

20.9

21.8

18.6

19.9

17.8

19.1

11.1

20.9

23.0

15.9

9.9

16.7

15.9

55.6

37.3

19.5

35.8

37.6

33.9

34.3

11.1

3.0

8.0

2.2

2.8

2.8

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わからない 無回答

4．住み心地（特徴と課題のまちづくりへの反映） 

 居住地域別での大きな違いはみられませんでしたが、月舘地域では肯定的な回答が少なく
なっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人では「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計が
3割に達しており、子どもがいない人に比べて高くなっています。 

問25 あなたは市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると 
    思いますか。【1つだけ選択】 
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住みよい 

22.2% 

まあまあ住みよ

い 

43.4% 

どちらともいえな

い 

12.1% 

あまり住みよいと

はいえない 

16.5% 

住みにくい 

2.8% 

その他 0.7% 無回答 2.3% 

(n=744) 

4．住み心地（伊達市の住みよさ） 

伊達市の住みよさ 

問26 あなたにとって、伊達市は住みよいまちですか。【1つだけ選択】 

 伊達市が住みよいまちかどうかについては、「住みよい」が22.2％、「まあまあ住みよい」が
43.4％で、肯定的な回答は6割を超えています。 

 一方、「住みにくい」は2.8％、「あまり住みよいとはいえない」は16.5％となりました。 

 前年調査との比較では、肯定的な見方がやや増加しています。 

住みよい 

22.2 

住みよい 

17.4 

まあまあ住みよい 

43.4 

まあまあ住みよい 

44.6 

どちらともいえない 

12.1 

どちらともいえない 

11.2 

あまり住みよいとはいえ

ない 

16.5 

あまり住みよいとはいえ

ない 

18.9 

住みにくい 2.8 

住みにくい 4.8 

その他 0.7 

その他 0.4 

無回答 

2.3 

無回答 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年

） 

n=744 

令和元年 

（2019年

） 

n=672 

前年調査との比較 
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n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

42.9

29.4

29.7

14.4

12.4

25.2

21.9

17.4

34.2

22.2

14.3

35.3

35.1

51.0

55.4

32.0

44.8

53.5

34.2

43.4

14.3

11.8

12.2

12.5

10.7

12.6

9.5

14.0

14.5

12.1

14.3

10.3

16.2

15.4

17.4

27.2

18.1

8.1

15.8

16.5

2.9

2.7

1.9

2.5

1.9

5.7

3.5

2.8

2.9

2.7

14.3

7.4

1.4

4.8

1.0

3.5

2.3

住みよい まあまあ住みよい どちらともいえない
あまり住みよいとは

いえない
住みにくい その他 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

50.0

22.4

21.0

22.2

20.0

44.6

42.6

43.4

10.0

11.8

12.5

12.1

10.0

15.7

17.9

16.5

3.1

2.5

2.8

10.0

1.7

2.8

2.3

住みよい まあまあ住みよい どちらともいえない
あまり住みよいとは

いえない
住みにくい その他 無回答

 性別でみると、「住みよい」「まあまあ住みよい」は女性からの回答がやや多くなっています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「20～29歳」では「住みよい」「まあまあ住みよい」が合計で7割に達してい
るのに対し、「40～49歳」では「あまり住みよいとはいえない」が3割近くに上り、年代による
違いもみられます。 

4．住み心地（伊達市の住みよさ） 

問26 あなたにとって、伊達市は住みよいまちですか。【1つだけ選択】 
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n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 23.1

21.7

22.4

22.2

30.8

44.2

43.3

43.4

23.1

12.7

11.4

12.1

7.7

15.6

17.4

16.5

2.9

2.9

2.8

15.4

2.5

1.8

2.3

住みよい まあまあ住みよい どちらともいえない
あまり住みよいとは

いえない
住みにくい その他 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

33.3

13.4

11.5

25.2

18.2

30.5

22.2

11.1

40.3

37.9

50.4

42.5

40.8

43.4

11.1

10.4

10.3

8.8

19.3

10.3

12.1

22.2

28.4

28.7

12.4

14.9

12.6

16.5

11.1

4.5

6.9

1.3

1.1

3.4

2.8

1.7

1.1

11.1

3.0

4.6

1.8

2.2

1.1

2.3

住みよい まあまあ住みよい どちらともいえない
あまり住みよいとは

いえない
住みにくい その他 無回答

4．住み心地（伊達市の住みよさ） 

 居住地域別でみると、伊達・保原地域では肯定的な見方が7割を超えているのに対し、霊
山地域では5割を下回り、地域による違いが見受けられます。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別による大きな違いはみられず、ともに「住みよい」「まあまあ住みよい」の合計
が6割を超えています。 

問26 あなたにとって、伊達市は住みよいまちですか。【1つだけ選択】 
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4．住み心地（伊達市の住みよい理由） 

問26-1 住みよいと思う理由は何ですか。【3つまで選択】 

 伊達市が「住みよい」「まあまあ住みよい」と回答した方の、住みよいと思う理由については、
「豊かな自然がある」が55.2％で最も多く、次いで「買物などの日常生活が便利である」が
41.1％、「道路・交通の便が良い」が32.0％と続いています。 

 前年調査との比較では、「おいしい食べ物が豊富にある」「子育て・教育環境が整っている」
などの回答割合が増加しています。 

 60.1  

 47.9  

 31.4  

 20.0  

 17.5  

 17.0  

 13.9  

 11.8  

 10.6  

 9.7  

 5.0  

 4.2  

 3.5  

 1.7  

 1.2  

 0.0  

 2.4  

 1.4  

豊かな自然がある 

買い物などの日常生活が便利である 

道路・交通の便が良い 

仕事や家族の都合 

人情味や地域の連帯感がある 

おいしい食べ物が豊富にある 

上下水道が整っている 

保健・医療環境が整っている 

消防・防災・防犯体制がしっかりしている 

子育て・教育環境が整っている 

福祉サービスが充実している 

歴史文化や伝統芸能が伝承されている 

活力ある産業や特産品がある 

文化・スポーツ環境が整っている 

働く場が整っている 

若者の遊ぶ場所がある 

その他 

無回答 

(n=424) 

55.2  

41.1  

32.0  

21.6  

19.3  

16.1  

11.6  

11.6  

8.4  

8.1  

6.1 

5.1  

4.7  

2.6  

2.0  

0.4  

3.3  

0.8  

0 10 20 30 40 50 60

豊かな自然がある 

買い物などの日常生活が便利である 

道路・交通の便が良い 

仕事や家族の都合 

おいしい食べ物が豊富にある 

人情味や地域の連帯感がある 

上下水道等が整っている 

子育て・教育環境が整っている 

保健・医療環境が整っている 

消防・防災・防犯体制がしっかりしている 

歴史文化や伝統芸能が伝承されている 

福祉サービスが充実している 

活力ある産業や特産品がある 

文化・スポーツ環境が整っている 

働く場が整っている 

若者の遊ぶ場所がある 

その他 

無回答 

％ 

(n=491) 

60.1 

47.9 

31.4 

20.0 

17.0 

17.5 

13.9 

9.7 

11.8 

10.6 

4.2 

5.0 

3.5 

1.7 

1.2 

0.0 

2.4 

1.4 

55.2 

41.1 

32.0 

21.6 

19.3 

16.1 

11.6 

11.6 

8.4 

8.1 

6.1 

5.1 

4.7 

2.6 

2.0 

0.4 

3.3 

0.8 

0 20 40 60 80

豊かな自然がある 

買い物などの日常生活が便利である 

道路・交通の便が良い 

仕事や家族の都合 

おいしい食べ物が豊富にある 

人情味や地域の連帯感がある 

上下水道等が整っている 

子育て・教育環境が整っている 

保健・医療環境が整っている 

消防・防災・防犯体制がしっかりしている 

歴史文化や伝統芸能が伝承されている 

福祉サービスが充実している 

活力ある産業や特産品がある 

文化・スポーツ環境が整っている 

働く場が整っている 

若者の遊ぶ場所がある 

その他 

無回答 

令和元年 

（2019年） 

n=672 

令和2年 

（2020年） 

n=744 

％ 

伊達市の住みよい理由 

60.1 

47.9 

31.4 

20.0 

17.0 

17.5 

13.9 

9.7 

11.8 

10.6 

4.2 

5.0 

3.5 

1.7 

1.2 

0.0 

2.4 

1.4 

55.2 

41.1 

32.0 

21.6 

19.3 

16.1 

11.6 

11.6 

8.4 

8.1 

6.1 

5.1 

4.7 

2.6 

2.0 

0.4 

3.3 

0.8 

0 20 40 60 80

豊かな自然がある 

買い物などの日常生活が便利である 

道路・交通の便が良い 

仕事や家族の都合 

おいしい食べ物が豊富にある 

人情味や地域の連帯感がある 

上下水道等が整っている 

子育て・教育環境が整っている 

保健・医療環境が整っている 

消防・防災・防犯体制がしっかりしている 

歴史文化や伝統芸能が伝承されている 

福祉サービスが充実している 

活力ある産業や特産品がある 

文化・スポーツ環境が整っている 

働く場が整っている 

若者の遊ぶ場所がある 

その他 

無回答 

令和元年 

（2019年） 

n=424 

令和2年 

（2020年） 

n=491 

％ 
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豊

か

な

自

然

が

あ

る

買

い

物

な

ど

の

日

常

生

活

が

便

利

で

あ

る

道

路

・

交

通

の

便

が

良

い

仕

事

や

家

族

の

都

合

お

い

し

い

食

べ

物

が

豊

富

に

あ

る 人

情

味

や

地

域

の

連

帯

感

が

あ

る 上

下

水

道

等

が

整

っ

て

い

る

子

育

て

・

教

育

環

境

が

整

っ

て

い

る

保

健

・

医

療

環

境

が

整

っ

て

い

る 消

防

・

防

災

・

防

犯

体

制

が

し

っ

か

り

し

て

い

る

歴

史

文

化

や

伝

統

芸

能

が

伝

承

さ

れ

て

い

る

福

祉

サ

ー

ビ

ス

が

充

実

し

て

い

る 活

力

あ

る

産

業

や

特

産

品

が

あ

る 文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

環

境

が

整

っ

て

い

る

働

く

場

が

整

っ

て

い

る

若

者

の

遊

ぶ

場

所

が

あ

る

そ

の

他

無

回

答

n=

(491) 55.2 41.1 32.0 21.6 19.3 16.1 11.6 11.6 8.4 8.1 6.1 5.1 4.7 2.6 2.0 0.4 3.3 0.8

(205) 54.1 38.0 38.0 24.9 17.6 19.5 12.7 9.3 8.3 8.8 7.3 2.9 4.4 2.4 2.4 0.5 4.4 0.0

(279) 55.6 43.0 27.6 19.0 20.4 13.3 11.1 13.3 8.2 7.9 5.4 6.5 5.0 2.9 1.8 0.0 2.5 1.4

(7) 71.4 57.1 28.6 28.6 28.6 28.6 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0

18～19歳 (52) 55.8 36.5 21.2 19.2 17.3 9.6 15.4 5.8 7.7 7.7 9.6 3.8 11.5 5.8 1.9 3.8 0.0 1.9

20～29歳 (61) 57.4 27.9 19.7 27.9 23.0 9.8 3.3 14.8 1.6 3.3 6.6 3.3 6.6 6.6 3.3 0.0 8.2 1.6

30～39歳 (70) 54.3 51.4 20.0 35.7 17.1 10.0 1.4 31.4 8.6 2.9 1.4 1.4 0.0 2.9 1.4 0.0 2.9 0.0

40～49歳 (59) 52.5 45.8 37.3 30.5 10.2 10.2 5.1 22.0 5.1 8.5 10.2 3.4 1.7 1.7 3.4 0.0 3.4 0.0

50～59歳 (82) 58.5 37.8 39.0 25.6 13.4 18.3 8.5 6.1 3.7 7.3 3.7 4.9 2.4 0.0 0.0 0.0 4.9 1.2

60～69歳 (70) 61.4 41.4 32.9 15.7 24.3 28.6 21.4 2.9 8.6 5.7 5.7 4.3 7.1 2.9 4.3 0.0 1.4 0.0

70～74歳 (48) 43.8 45.8 50.0 2.1 22.9 18.8 20.8 4.2 16.7 14.6 4.2 12.5 6.3 0.0 0.0 0.0 2.1 2.1

75歳以上 (45) 51.1 42.2 37.8 2.2 28.9 24.4 24.4 0.0 20.0 22.2 11.1 11.1 4.4 2.2 2.2 0.0 2.2 0.0

無回答 (4) - - - - - - - - - - - - - - - - - -

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

55.2 

41.1 

32.0 

21.6 19.3 
16.1 

11.6 11.6 
8.4 8.1 6.1 5.1 4.7 2.6 2.0 0.4 

3.3 0.8 
0%

20%

40%

60%

 住みよいと思う理由を性別でみると、ともに「豊かな自然がある」が最も多くなりましたが、男
性では「道路・交通の便が良い」がやや高くなっています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、10代では「活力ある産業や特産品がある」への回答が多くみられました。 

 30代～40代では「子育て・教育環境が整っている」が他の年代に比べて多くなっています。 

4．住み心地（伊達市の住みよい理由） 

問26-1 住みよいと思う理由は何ですか。【3つまで選択】 
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豊

か

な

自

然

が

あ

る

買

い

物

な

ど

の

日

常

生

活

が

便

利

で

あ

る

道

路

・

交

通

の

便

が

良

い

仕

事

や

家

族

の

都

合

お

い

し

い

食

べ

物

が

豊

富

に

あ

る 人

情

味

や

地

域

の

連

帯

感

が

あ

る 上

下

水

道

等

が

整

っ

て

い

る

子

育

て

・

教

育

環

境

が

整

っ

て

い

る

保

健

・

医

療

環

境

が

整

っ

て

い

る 消

防

・

防

災

・

防

犯

体

制

が

し

っ

か

り

し

て

い

る

歴

史

文

化

や

伝

統

芸

能

が

伝

承

さ

れ

て

い

る

福

祉

サ

ー

ビ

ス

が

充

実

し

て

い

る 活

力

あ

る

産

業

や

特

産

品

が

あ

る 文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

環

境

が

整

っ

て

い

る

働

く

場

が

整

っ

て

い

る

若

者

の

遊

ぶ

場

所

が

あ

る

そ

の

他

無

回

答

n=

(491) 55.2 41.1 32.0 21.6 19.3 16.1 11.6 11.6 8.4 8.1 6.1 5.1 4.7 2.6 2.0 0.4 3.3 0.8

(125) 42.4 49.6 52.0 21.6 17.6 10.4 12.0 12.8 8.8 9.6 4.8 5.6 3.2 1.6 1.6 0.8 2.4 0.0

(111) 68.5 22.5 12.6 20.7 25.2 24.3 16.2 16.2 6.3 8.1 7.2 4.5 6.3 4.5 2.7 0.0 5.4 0.9

(172) 44.2 59.9 39.0 22.7 15.1 10.5 9.9 10.5 9.9 8.7 4.1 5.8 3.5 2.3 2.3 0.0 1.2 0.6

(43) 74.4 16.3 16.3 18.6 23.3 20.9 11.6 7.0 9.3 9.3 14.0 2.3 7.0 4.7 0.0 0.0 4.7 2.3

(36) 86.1 8.3 5.6 19.4 19.4 33.3 5.6 2.8 2.8 0.0 8.3 5.6 8.3 0.0 2.8 2.8 8.3 2.8

(4) 75.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

子どもはいる (301) 52.8 43.5 35.2 20.9 19.9 19.6 13.0 15.9 8.3 10.3 4.3 5.6 4.0 1.7 2.0 0.3 2.0 0.3

(183) 57.9 37.2 26.2 22.4 17.5 10.9 9.8 4.4 7.1 4.9 8.7 4.4 6.0 4.4 2.2 0.5 5.5 1.6

無回答 (7) 85.7 42.9 42.9 28.6 42.9 0.0 0.0 14.3 42.9 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

子どもはいない

子

ど

も

の

有

無

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

55.2 

41.1 

32.0 

21.6 19.3 
16.1 

11.6 11.6 
8.4 8.1 6.1 5.1 4.7 2.6 2.0 0.4 

3.3 0.8 
0%

20%

40%

60%

4．住み心地（伊達市の住みよい理由） 

 居住地域別でみると、「豊かな自然がある」は月舘・霊山・梁川地域で高くなっています。 

 「買い物などの日常生活が便利である」「道路・交通の便が良い」は伊達・保原地域での回
答が多く、他の地域との差が大きく表れています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「子育て・教育環境が整っている」は子どもがいる人からの支持が
高めとなっています。 

問26-1 住みよいと思う理由は何ですか。【3つまで選択】 
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59.1 

42.1 

37.7 

39.6 

25.8 

13.8 

11.3 

11.3 

13.8 

10.1 

11.3 

3.8 

5.0 

2.5 

11.3 

1.3 

10.7 

0.6 

54.8 

49.3 

32.9 

30.8 

22.6 

15.8 

14.4 

11.0 

9.6 

9.6 

6.8 

6.2 

4.8 

4.1 

4.1 

0.0 

7.5 

2.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

道路・交通の便が悪い 

買い物などの日常生活が不便である 

働く場がない 

若者の遊ぶ場所が少ない 

活力ある産業や特産品がない 

保健・医療環境が不十分である 

子育て・教育環境が不十分である 

上下水道等が整っていない 

文化・スポーツ環境が不十分である 

人情味や地域の連帯感があまりない 

福祉サービスが不十分である 

消防・防災・防犯体制に不安がある 

仕事や家族の都合 

歴史文化や伝統芸能がない 

おいしい食べ物があまりない 

自然に恵まれていない 

その他 

無回答 

令和元年 

（2019年） 

n=159 

令和2年 

（2020年） 

n=146 

％ 

4．住み心地（伊達市の住みにくい理由） 

伊達市の住みにくい理由 

問26-2 住みにくいと思う理由は何ですか。【3つまで選択】 

 伊達市が「住みにくい」「あまり住みよいとはいえない」と回答した方の、住みにくいと思う理由
については、「道路・交通の便が悪い」が54.8％で最も多く、次いで「買物などの日常生活
が不便である」が49.3％、「働く場がない」が32.9％と続いています。 

 前年調査との比較では、「若者の遊ぶ場所が少ない」が減少し、保健・医療環境や子育
て・教育環境に対する回答がやや増えています。 
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道

路

・

交

通

の

便

が

悪

い

買

い

物

な

ど

の

日

常

生

活

が

不

便

で

あ

る

働

く

場

が

な

い

若

者

の

遊

ぶ

場

所

が

少

な

い

活

力

あ

る

産

業

や

特

産

品

が

な

い 保

健

・

医

療

環

境

が

不

十

分

で

あ

る

子

育

て

・

教

育

環

境

が

不

十

分

で

あ

る

上

下

水

道

等

が

整

っ

て

い

な

い

文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

環

境

が

不

十

分

で

あ

る

人

情

味

や

地

域

の

連

帯

感

が

あ

ま

り

な

い

福

祉

サ

ー

ビ

ス

が

不

十

分

で

あ

る 消

防

・

防

災

・

防

犯

体

制

に

不

安

が

あ

る

仕

事

や

家

族

の

都

合

歴

史

文

化

や

伝

統

芸

能

が

な

い

お

い

し

い

食

べ

物

が

あ

ま

り

な

い 自

然

に

恵

ま

れ

て

い

な

い

そ

の

他

無

回

答

n=

(146) 54.8 49.3 32.9 30.8 22.6 15.8 14.4 11.0 9.6 9.6 6.8 6.2 4.8 4.1 4.1 0.0 7.5 2.7

(67) 47.8 37.3 29.9 23.9 20.9 17.9 19.4 14.9 9.0 10.4 4.5 11.9 4.5 4.5 3.0 0.0 9.0 3.0

(78) 60.3 59.0 34.6 35.9 23.1 12.8 9.0 7.7 9.0 9.0 7.7 1.3 5.1 2.6 5.1 0.0 6.4 2.6

(1) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16～19歳 (13) 76.9 76.9 30.8 53.8 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0

20～29歳 (10) 70.0 60.0 30.0 60.0 20.0 0.0 20.0 10.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 (25) 48.0 64.0 28.0 52.0 12.0 20.0 8.0 8.0 20.0 4.0 8.0 0.0 8.0 8.0 8.0 0.0 16.0 0.0

40～49歳 (30) 53.3 46.7 33.3 30.0 30.0 10.0 13.3 20.0 10.0 3.3 6.7 3.3 6.7 0.0 6.7 0.0 13.3 0.0

50～59歳 (24) 58.3 50.0 29.2 8.3 12.5 20.8 20.8 12.5 4.2 8.3 8.3 4.2 4.2 0.0 0.0 0.0 4.2 8.3

60～69歳 (19) 52.6 42.1 31.6 21.1 31.6 31.6 10.5 5.3 5.3 10.5 0.0 10.5 5.3 5.3 5.3 0.0 5.3 5.3

70～74歳 (15) 46.7 26.7 53.3 13.3 33.3 0.0 26.7 6.7 6.7 33.3 13.3 6.7 6.7 13.3 0.0 0.0 6.7 6.7

75歳以上 (9) 33.3 11.1 22.2 11.1 33.3 22.2 0.0 11.1 11.1 33.3 0.0 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無回答 (1) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

年

代

全体

性

別

男性

女性

無回答

54.8 
49.3 

32.9 30.8 

22.6 
15.8 14.4 

11.0 9.6 9.6 6.8 6.2 4.8 4.1 4.1 
0.0

7.5 
2.7 

0%

20%

40%

60%

4．住み心地（伊達市の住みにくい理由） 

 住みにくいと思う理由を性別でみると、「道路・交通の便が悪い」「買い物などの日常生活が
不便である」は女性の6割前後が回答しています。 

 「子育て・教育環境が不十分である」は男性からの回答が多くなっています。 

性別 

問26-2 住みにくいと思う理由は何ですか。【3つまで選択】 

年代別 

 年代別にみると、10代～20代は「道路・交通の便が悪い」「買い物などの日常生活が不便
である」「若者の遊ぶ場所が少ない」などが他の年代に比べて多くなっています。 

 70代以上では他の年代に比べて「人情味や地域の連帯感があまりない」が多くなっていま
す。 
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道

路

・

交

通

の

便

が

悪

い

買

い

物

な

ど

の

日

常

生

活

が

不

便

で

あ

る

働

く

場

が

な

い

若

者

の

遊

ぶ

場

所

が

少

な

い

活

力

あ

る

産

業

や

特

産

品

が

な

い 保

健

・

医

療

環

境

が

不

十

分

で

あ

る

子

育

て

・

教

育

環

境

が

不

十

分

で

あ

る

上

下

水

道

等

が

整

っ

て

い

な

い

文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

環

境

が

不

十

分

で

あ

る

人

情

味

や

地

域

の

連

帯

感

が

あ

ま

り

な

い

福

祉

サ

ー

ビ

ス

が

不

十

分

で

あ

る 消

防

・

防

災

・

防

犯

体

制

に

不

安

が

あ

る

仕

事

や

家

族

の

都

合

歴

史

文

化

や

伝

統

芸

能

が

な

い

お

い

し

い

食

べ

物

が

あ

ま

り

な

い 自

然

に

恵

ま

れ

て

い

な

い

そ

の

他

無

回

答

n=

(146) 54.8 49.3 32.9 30.8 22.6 15.8 14.4 11.0 9.6 9.6 6.8 6.2 4.8 4.1 4.1 0.0 7.5 2.7

(28) 53.6 57.1 35.7 28.6 10.7 14.3 21.4 7.1 10.7 10.7 7.1 3.6 3.6 0.0 0.0 0.0 7.1 7.1

(30) 23.3 46.7 50.0 36.7 33.3 6.7 6.7 3.3 10.0 16.7 3.3 13.3 0.0 10.0 6.7 0.0 6.7 0.0

(31) 54.8 35.5 22.6 35.5 29.0 29.0 3.2 16.1 12.9 6.5 12.9 6.5 9.7 3.2 9.7 0.0 12.9 3.2

(32) 75.0 43.8 18.8 37.5 12.5 9.4 21.9 15.6 6.3 9.4 6.3 0.0 3.1 3.1 3.1 0.0 0.0 3.1

(22) 68.2 63.6 36.4 9.1 27.3 18.2 13.6 13.6 4.5 4.5 0.0 9.1 4.5 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0

(3) - - - - - - - - - - - - - - - - - -

子どもはいる (93) 54.8 49.5 30.1 25.8 20.4 20.4 16.1 8.6 10.8 12.9 4.3 7.5 5.4 4.3 4.3 0.0 7.5 2.2

(52) 53.8 48.1 36.5 38.5 25.0 5.8 9.6 15.4 5.8 3.8 9.6 3.8 3.8 1.9 3.8 0.0 7.7 3.8

無回答 (1) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

54.8 
49.3 

32.9 30.8 

22.6 
15.8 14.4 

11.0 9.6 9.6 6.8 6.2 4.8 4.1 4.1 
0.0

7.5 
2.7 

0%

20%

40%

60%

子どもの有無別 

 居住地域別にみると、「道路・交通の便が悪い」については、霊山・月舘地域での回答が目
立ち、月舘地域は「買い物などの日常生活が不便である」も高くなっています。 

 保原地域では、「保健・医療環境が不十分である」が他の地域に比べて高くなっています。 

 梁川地域では、「働く場がない」が他の地域に比べて高くなっています。 

問26-2 住みにくいと思う理由は何ですか。【3つまで選択】 

居住地域別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいない人では「若者の遊ぶ場所が少ない」が多くなってい
ます。 

4．住み心地（伊達市の住みにくい理由） 
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住み続けたい 

 36.0  

住み続けたい 

 40.3  

できれば住み続けたい 

 37.4  

できれば住み続けたい 

 37.8  

できれば市外に引っ越

したい 

 16.1  

できれば市外に引っ越

したい 

 15.2  

無回答 

 10.5  

無回答 

 6.7  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=744 

令和元年 

（2019年） 

n=672 

住み続けたい 

36.0% 

できれば住み続

けたい 

37.4% 

できれば市外に

引っ越したい 

16.1% 

無回答 

10.5% 

(n=744) 

4．住み心地（今後の伊達市への定住意向） 

今後の伊達市への居住意向 

問27 これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。【1つだけ選択】 

 これからも伊達市に住み続けたいと思うかについては、「住み続けたい」が36.0％、「できれば
住み続けたい」が37.4％となり、住み続けたい意向を持つ方が7割を超えています。一方、
「できれば市外に引っ越したい」は16.1％となっています。 

 前年調査との比較では、住み続けたいとの意向がやや減少する結果となりました。 

前年調査との比較 
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n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

42.9

47.1

37.8

41.3

39.7

37.9

39.0

15.1

27.6

36.0

42.9

27.9

27.0

36.5

39.7

41.7

39.0

47.7

32.9

37.4

2.9

8.1

7.7

14.9

16.5

16.2

27.9

36.8

16.1

14.3

22.1

27.0

14.4

5.8

3.9

5.7

9.3

2.6

10.5

住み続けたい できれば住み続けたい できれば市外に引っ越したい 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

40.0

34.7

37.6

36.0

40.0

36.4

38.6

37.4

18.6

13.5

16.1

20.0

10.4

10.3

10.5

住み続けたい できれば住み続けたい できれば市外に引っ越したい 無回答

 今後も伊達市に住み続けたいとの意向は男性がやや多く、女性は「できれば市外に引っ越
したい」がやや多くなっています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、住み続けたいとの意向は10代～20代では6割強にとどまり、30代以上と
の差がみられます。 

問27 これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。【1つだけ選択】 

4．住み心地（今後の伊達市への定住意向） 
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n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 30.8

26.1

42.2

36.0

38.5

40.2

35.6

37.4

7.7

26.1

10.3

16.1

23.1

7.6

11.9

10.5

住み続けたい できれば住み続けたい できれば市外に引っ越したい 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

33.3

31.3

26.4

42.0

34.8

36.2

36.0

33.3

38.8

31.0

34.1

40.9

40.8

37.4

11.1

17.9

27.6

12.4

16.0

14.9

16.1

22.2

11.9

14.9

11.5

8.3

8.0

10.5

住み続けたい できれば住み続けたい できれば市外に引っ越したい 無回答

4．住み心地（今後の伊達市への定住意向） 

 居住地域別でみると、保原地域では「住み続けたい」が4割を超えています。一方、霊山地
域では「できれば市外に引っ越したい」が27.6％と地域別で最も高くなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「住み続けたい」は子どもがいる人で42.2％に上りました。一方、
子どもがいない人では「できれば市外に引っ越したい」が26.1％となっています。 

問27 これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。【1つだけ選択】 
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非常に関心があ

る 

5.0% 

ある程度関心が

ある 

37.5% 
あまり関心がな

い 

39.2% 

全く関心がない 

16.8% 

無回答 1.5% 

(n=744) 

5．市民活動や地域活動等（町内会や自治会等への関心） 

問28 あなたは自分の住む地域の町内会や自治会等に関心がありますか。【1つだけ選 
    択】 

 自分の住む地域の町内会や自治会等への関心については、「非常に関心がある」が
5.0％、「ある程度関心がある」が37.5％で、関心があるとの回答は42.5％に上っていま
す。 

 一方、「全く関心がない」は16.8％、「あまり関心がない」は39.2％で、関心がないとの回
答は5割を超えています。 

 前年調査との比較では、関心があるとの回答がやや減少しています。 

町内会や自治会等への関心 

非常に関心がある 5.0 

非常に関心がある 4.2 

ある程度関心がある 

37.5 

ある程度関心がある 

39.7 

あまり関心がない 

39.2 

あまり関心がない 

40.3 

全く関心がない 

16.8 

全く関心がない 

15.3 

無回答 

1.5 

無回答 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年） 

n=744 

令和元年 

（2019年） 

n=672 

前年調査との比較 
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n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

19.1

6.8

4.8

3.3

4.9

1.9

3.5

5.0

42.9

54.4

60.8

56.7

34.7

35.9

27.6

11.6

22.4

37.5

17.6

29.7

29.8

46.3

41.7

52.4

41.9

48.7

39.2

42.9

2.9

2.7

7.7

14.9

16.5

18.1

39.5

28.9

16.8

14.3

5.9

1.0

1.0

3.5

1.5

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別
2.9

7.8

5.0

40.0

35.4

40.1

37.5

20.0

42.9

35.1

39.2

30.0

17.6

15.4

16.8

10.0

1.2

1.6

1.5

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

 町内会や自治会等については、関心があるとの回答は男性がやや高めとなりました。女性は
関心がないとの回答が6割に達しています。 

性別 

年代別 

 年代別にみると、年代が上がるほど関心があるとの回答も多くなる傾向にあり、60歳以上で
は6割を超えています。一方、30代以下では関心がないとの回答が圧倒的に多くなっていま
す。 

問28 あなたは自分の住む地域の町内会や自治会等に関心がありますか。【1つだけ選 
    択】 

5．市民活動や地域活動等（町内会や自治会等への関心） 
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n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無

3.3

6.2

5.0

46.2

22.5

46.4

37.5

7.7

44.6

36.9

39.2

30.8

27.9

9.7

16.8

15.4

1.8

1.5

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

7.5

5.7

4.9

5.5

3.4

5.0

33.3

40.3

33.3

33.2

41.4

40.2

37.5

11.1

37.3

41.4

44.2

34.8

38.5

39.2

44.4

13.4

16.1

15.9

17.1

17.8

16.8

11.1

1.5

3.4

1.8

1.1

1.5

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

 居住地域別でみると、「関心がある」が「関心がない」を上回った地域はありませんでした。 

 梁川・月舘地域では関心がある割合が比較的高くなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人については「関心がある」が5割を超えています。一
方、子どもがいない人については「関心がない」が7割を超え、顕著な違いがみられます。 

問28 あなたは自分の住む地域の町内会や自治会等に関心がありますか。【1つだけ選 
    択】 

5．市民活動や地域活動等（町内会や自治会等への関心） 
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43.3 

33.3 

7.9 

8.2 

8.0 

5.2 

2.7 

3.0 

2.5 

35.6 

0.1 

40.3 

29.7 

11.3 

9.9 

5.0 

4.4 

4.3 

3.6 

1.2 

40.1 

1.9 

0 10 20 30 40 50

町内会・自治会等 

お祭りや地域のイベント等 

こども会 

PTA

婦人会 

NPOやボランティア団体 

老人クラブ 

消防団 

その他 

参加していない 

無回答 

令和元年 

（2019年） 

n=672 

令和2年 

（2020年） 

n=744 

％ 

問29 あなたは過去1年間に、市民活動や地域活動に参加したことがありますか。【あて 
    はまるものすべてに〇】 

 過去1年間に、参加したことがある市民活動や地域活動については、「町内会・自治会等」
が40.3％で最も多く、次いで「お祭りや地域のイベント等」が29.7％、「こども会」が11.3％
と続いています。 

 前年調査との比較では、「参加していない」が40.1％と前年より増加しています。 

過去1年間における市民活動や地域活動への参加 

5．市民活動や地域活動等（市民活動や地域活動への参加） 
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町

内

会

・

自

治

会

等

お

祭

り

や

地

域

の

イ

ベ

ン

ト

等

こ

ど

も

会

P

T

A

婦

人

会

N

P

O

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

老

人

ク

ラ

ブ

消

防

団

そ

の

他

参

加

し

て

い

な

い 無

回

答

n=

(744) 40.3 29.7 11.3 9.9 5.0 4.4 4.3 3.6 1.2 40.1 1.9

(319) 48.6 32.9 9.4 9.7 0.6 4.1 6.0 7.8 1.3 34.5 1.9

(415) 34.5 27.5 12.5 10.1 8.4 4.8 2.9 0.2 1.2 43.9 1.7

(10) 20.0 20.0 20.0 10.0 0.0 0.0 10.0 10.0 0.0 60.0 10.0

16～19歳 (76) 5.3 42.1 10.5 0.0 0.0 6.6 0.0 0.0 1.3 53.9 0.0

20～29歳 (86) 8.1 27.9 2.3 0.0 0.0 3.5 0.0 0.0 1.2 66.3 3.5

30～39歳 (105) 33.3 27.6 26.7 19.0 1.0 1.0 0.0 3.8 0.0 49.5 0.0

40～49歳 (103) 44.7 31.1 19.4 25.2 0.0 1.0 0.0 9.7 0.0 36.9 1.0

50～59歳 (121) 50.4 23.1 9.1 10.7 5.0 4.1 0.0 5.0 1.7 35.5 2.5

60～69歳 (104) 59.6 33.7 5.8 4.8 12.5 7.7 1.0 3.8 1.9 27.9 1.0

70～74歳 (74) 62.2 29.7 5.4 2.7 9.5 8.1 12.2 1.4 1.4 25.7 1.4

75歳以上 (68) 55.9 27.9 7.4 11.8 14.7 5.9 32.4 2.9 2.9 20.6 5.9

無回答 (7) 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 71.4 14.3

（％）

年

代

全体

性

別

男性

女性

無回答

40.3 

29.7 

11.3 9.9 
5.0 4.4 4.3 3.6 1.2 

40.1 

1.9 

0%

20%

40%

60%

 市民活動や地域活動への参加有無を性別でみると、男性は「町内会・自治会等」「お祭り
や地域のイベント等」「消防団」などで女性を上回り、女性は「こども会」「PTA]「婦人会」な
どで男性を上回っています。 

性別 

年代別 

 年代別にみると、「町内会・自治会等」は年代が上がるほど多くなり、反対に若い年代では
「参加していない」が多くなっています。 

5．市民活動や地域活動等（市民活動や地域活動への参加） 

問29 あなたは過去1年間に、市民活動や地域活動に参加したことがありますか。【あて 
    はまるものすべてに〇】 
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町

内

会

・

自

治

会

等

お

祭

り

や

地

域

の

イ

ベ

ン

ト

等

こ

ど

も

会

P

T

A

婦

人

会

N

P

O

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

老

人

ク

ラ

ブ

消

防

団

そ

の

他

参

加

し

て

い

な

い 無

回

答

n=

(744) 40.3 29.7 11.3 9.9 5.0 4.4 4.3 3.6 1.2 40.1 1.9

(174) 40.8 27.0 17.2 11.5 2.9 6.9 3.4 2.9 0.0 42.0 0.6

(181) 45.3 31.5 13.8 9.9 8.8 4.4 5.5 5.0 2.8 34.8 1.7

(226) 37.6 27.4 6.6 8.4 4.0 4.4 3.1 1.8 0.9 40.3 2.2

(87) 34.5 33.3 9.2 11.5 1.1 2.3 5.7 3.4 0.0 46.0 3.4

(67) 46.3 38.8 9.0 10.4 9.0 1.5 6.0 9.0 3.0 35.8 1.5

(9) 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 77.8 11.1

子どもはいる (455) 54.9 32.1 16.0 16.0 7.3 5.3 6.8 4.8 1.3 27.7 1.1

子どもはいない (276) 17.0 26.8 4.0 0.4 1.1 3.3 0.4 1.8 1.1 59.8 2.2

無回答 (13) 23.1 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 53.8 23.1

（％）

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

子

ど

も

の

有

無

40.3 

29.7 

11.3 9.9 
5.0 4.4 4.3 3.6 1.2 

40.1 

1.9 

0%

20%

40%

60%

 居住地域別でみると、月舘・梁川地域では様々な活動への参加が多くなっています。 

 霊山地域では「参加していない」が46.0％で最も高くなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「町内会・自治会等」については子どもがいる人が54.9％で、子ど
もがいない人の17.0％を大きく上回っています。子どもがいない人では「参加していない」が
約6割に上っており、子どもを通じての地域活動への参加が重要な役割を果たしていることが
窺えます。 

5．市民活動や地域活動等（市民活動や地域活動への参加） 

問29 あなたは過去1年間に、市民活動や地域活動に参加したことがありますか。【あて 
    はまるものすべてに〇】 
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15.9 

26.5 

11.5 

15.6 

6.4 

7.9 

4.6 

4.3 

3.1 

3.4 

1.8 

1.8 

6.5 

37.2 

6.1 

19.6 

19.2 

19.0 

13.0 

6.7 

6.0 

5.6 

4.6 

3.4 

3.0 

1.6 

1.6 

7.3 

33.9 

5.0 

0 10 20 30 40

商店などが少なく日常の買い物が不便なこと 

除雪作業のこと 

災害時の避難に関すること 

買物・通学・通院等の交通手段に関すること 

ゴミ出し、掃除等日常生活のこと 

結婚につながる出会いに関すること 

庭の手入れや電球交換等の軽作業のこと 

相談をする相手がいないこと 

子どもの預かりに関すること 

看病や世話をしてくれる人がいないこと 

ペットの世話に関すること 

こども園等への送迎に関すること 

その他 

特にない 

無回答 

令和元年 

（2019年） 

n=672 

令和2年 

（2020年） 

n=744 

％ 

日常生活で困っていること 

問30 日常生活において、困っていることはありますか。【あてはまるものすべてに〇】 

 日常生活において困っていることについては、「商店などが少なく日常の買い物が不便なこと」
が19.6％、で最も多く、次いで「除雪作業のこと」が19.2％と続いています。 

 「災害時の避難に関すること」が19.0％で前年より大幅に増加しており、令和元年東日本
台風の経験によるものとみられます。 

 「除雪作業のこと」が前年より減少しており、暖冬の影響が窺えます。 

5．市民活動や地域活動等（日常生活で困っていること） 
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商

店

な

ど

が

少

な

く

日

常

の

買

い

物

が

不

便

な

こ

と

除

雪

作

業

の

こ

と

災

害

時

の

避

難

に

関

す

る

こ

と

買

物

・

通

学

・

通

院

等

の

交

通

手

段

に

関

す

る

こ

と

ゴ

ミ

出

し

、

掃

除

等

日

常

生

活

の

こ

と

結

婚

に

つ

な

が

る

出

会

い

に

関

す

る

こ

と

庭

の

手

入

れ

や

電

球

交

換

等

の

軽

作

業

の

こ

と

相

談

を

す

る

相

手

が

い

な

い

こ

と

子

ど

も

の

預

か

り

に

関

す

る

こ

と

看

病

や

世

話

を

し

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

こ

と

ペ

ッ

ト

の

世

話

に

関

す

る

こ

と

こ

ど

も

園

等

へ

の

送

迎

に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

n=

(744) 19.6 19.2 19.0 13.0 6.7 6.0 5.6 4.6 3.4 3.0 1.6 1.6 7.3 33.9 5.0

(319) 20.4 16.9 16.0 11.0 7.5 7.8 3.4 4.1 2.5 2.2 1.6 1.3 6.6 37.0 6.0

(415) 19.0 21.0 21.2 14.7 6.3 4.8 7.2 4.8 4.1 3.6 1.4 1.9 8.0 31.3 4.1

(10) 20.0 20.0 20.0 10.0 0.0 0.0 10.0 10.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 40.0 10.0

16～19歳 (76) 21.1 6.6 10.5 32.9 2.6 5.3 3.9 1.3 0.0 0.0 2.6 1.3 2.6 42.1 3.9

20～29歳 (86) 18.6 17.4 19.8 20.9 9.3 14.0 3.5 4.7 3.5 1.2 1.2 3.5 8.1 26.7 2.3

30～39歳 (105) 24.8 21.0 19.0 12.4 9.5 5.7 7.6 5.7 14.3 2.9 1.9 5.7 8.6 26.7 2.9

40～49歳 (103) 22.3 21.4 18.4 17.5 5.8 5.8 3.9 2.9 3.9 4.9 1.0 1.0 13.6 35.9 3.9

50～59歳 (121) 20.7 23.1 21.5 8.3 6.6 7.4 6.6 5.0 1.7 1.7 0.0 0.8 6.6 35.5 3.3

60～69歳 (104) 15.4 23.1 25.0 4.8 6.7 0.0 4.8 4.8 1.0 2.9 1.9 0.0 6.7 35.6 5.8

70～74歳 (74) 16.2 13.5 16.2 6.8 5.4 6.8 2.7 4.1 0.0 5.4 2.7 0.0 8.1 36.5 9.5

75歳以上 (68) 14.7 23.5 17.6 2.9 7.4 4.4 11.8 7.4 0.0 5.9 1.5 0.0 1.5 33.8 10.3

無回答 (7) 28.6 14.3 14.3 14.3 0.0 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 28.6 14.3

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

19.6 19.2 19.0 
13.0 

6.7 6.0 5.6 4.6 3.4 3.0 1.6 1.6 
7.3 

33.9 

5.0 

0%

20%

40%

 日常生活において困っていることを性別でみると、女性が高い項目が多くなっていますが、大
きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「買物・通学・通院等の交通手段に関すること」については年代が下がる
ほど多くなる傾向がみられ、30代では「子どもの預かりに関すること」についての回答が目立っ
ています。 

5．市民活動や地域活動等（日常生活で困っていること） 

問30 日常生活において、困っていることはありますか。【あてはまるものすべてに〇】 
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商

店

な

ど

が

少

な

く

日

常

の

買

い

物

が

不

便

な

こ

と

除

雪

作

業

の

こ

と

災

害

時

の

避

難

に

関

す

る

こ

と

買

物

・

通

学

・

通

院

等

の

交

通

手

段

に

関

す

る

こ

と

ゴ

ミ

出

し

、

掃

除

等

日

常

生

活

の

こ

と

結

婚

に

つ

な

が

る

出

会

い

に

関

す

る

こ

と

庭

の

手

入

れ

や

電

球

交

換

等

の

軽

作

業

の

こ

と

相

談

を

す

る

相

手

が

い

な

い

こ

と 子

ど

も

の

預

か

り

に

関

す

る

こ

と 看

病

や

世

話

を

し

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

こ

と

ペ

ッ

ト

の

世

話

に

関

す

る

こ

と

こ

ど

も

園

等

へ

の

送

迎

に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

n=

(744) 19.6 19.2 19.0 13.0 6.7 6.0 5.6 4.6 3.4 3.0 1.6 1.6 7.3 33.9 5.0

(174) 13.2 20.1 17.2 12.6 8.6 4.0 6.9 2.9 5.2 2.3 2.3 2.3 6.9 37.4 3.4

(181) 22.7 14.4 23.2 12.7 6.1 8.3 5.0 5.0 3.9 2.8 1.7 0.6 7.2 33.7 5.5

(226) 10.6 21.2 17.7 9.3 8.8 3.5 6.2 5.3 2.7 3.1 0.0 2.2 8.8 37.6 3.5

(87) 36.8 24.1 12.6 23.0 3.4 11.5 2.3 5.7 1.1 4.6 3.4 1.1 5.7 21.8 8.0

(67) 34.3 17.9 25.4 14.9 1.5 7.5 6.0 3.0 3.0 3.0 1.5 1.5 4.5 29.9 6.0

(9) 33.3 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0 11.1 22.2 22.2

子どもはいる (455) 19.1 20.4 20.0 8.6 6.4 4.0 5.5 4.4 4.4 2.6 1.3 2.0 7.5 34.3 5.3

(276) 19.6 17.4 17.8 20.7 7.6 9.8 5.8 4.7 1.8 3.6 1.8 1.1 7.2 33.3 4.0

無回答 (13) 38.5 15.4 7.7 7.7 0.0 0.0 7.7 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 30.8 15.4

（％）

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

19.6 19.2 19.0 

13.0 

6.7 6.0 5.6 4.6 3.4 3.0 1.6 1.6 

7.3 

33.9 

5.0 

0%

20%

40%

 居住地域別でみると、霊山・月舘地域では「商店などが少なく日常の買い物が不便」への
回答が顕著に多くなっています。「結婚につながる出会いに関すること」は霊山地域で1割を
超えています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、 「買物・通学・通院等の交通手段に関すること」で、子どもがいな
い人が多かったほかは、概ね同様の傾向となっています。 

5．市民活動や地域活動等（日常生活で困っていること） 

問30 日常生活において、困っていることはありますか。【あてはまるものすべてに〇】 
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問31 問30の1～14のことで、近所の方が困っている場合、あなた自身が手助けしたり、
協力できることはありますか。 【あてはまるものすべてに〇】 

 問30の質問に関連し、近所の方が困っている場合に手助けしたり協力できることについて
は、「ゴミ出し、掃除等日常生活のこと」が23.3％で最も多く、次いで「除雪作業のこと」が
23.0％となっています。 

 「災害時の避難に関すること」が21.0％と2割を超えており、令和元年東日本台風の意識
が強く残っているものとみられます。 

近所の方が困っている場合に手助けや協力できること 

 27.4  

 24.6  

 19.9  

 17.7  

 13.1  

 8.5  

 7.4  

 7.1  

 4.3  

 4.0  

 3.1  

 2.1  

 50.0  

ゴミ出し、掃除等日常生活 

除雪作業 

庭の手入れや電球交換等の軽作業 

災害時の避難に関すること 

相談をする相手がいない 

買物・通学・通院等の交通手段に… 

商店などが少なく日常の買い物が不便 

ペットの世話に関すること 

看病や世話をしてくれる人がいない 

小学生以下の子どもの預かりに関す… 

小学生以下の子どもの送迎に関する… 

結婚につながる出会いに関すること 

無回答 

(n=672) 

5．市民活動や地域活動等（手助けや協力できること） 

23.3  

23.0  

21.0  

13.4  

13.2  

9.0  

8.6  

5.1  

3.5  

3.1  

3.1  

1.7  

1.6  

36.3  

8.7  

0 10 20 30 40

ゴミ出し、掃除等日常生活のこと 

除雪作業のこと 

災害時の避難に関すること 

庭の手入れや電球交換等の軽作業のこと 

相談をする相手がいないこと 

買物・通学・通院等の交通手段に関すること 

商店などが少なく日常の買い物が不便なこと 

ペットの世話に関すること 

子どもの預かりに関すること 

看病や世話をしてくれる人がいないこと 

こども園等への送迎に関すること 

結婚につながる出会いに関すること 

その他 

特にない 

無回答 

％ 

(n=744) 
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ゴ

ミ

出

し

、

掃

除

等

日

常

生

活

の

こ

と

除

雪

作

業

の

こ

と

災

害

時

の

避

難

に

関

す

る

こ

と

庭

の

手

入

れ

や

電

球

交

換

等

の

軽

作

業

の

こ

と

相

談

を

す

る

相

手

が

い

な

い

こ

と

買

物

・

通

学

・

通

院

等

の

交

通

手

段

に

関

す

る

こ

と

商

店

な

ど

が

少

な

く

日

常

の

買

い

物

が

不

便

な

こ

と

ペ

ッ

ト

の

世

話

に

関

す

る

こ

と

子

ど

も

の

預

か

り

に

関

す

る

こ

と

看

病

や

世

話

を

し

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

こ

と

こ

ど

も

園

等

へ

の

送

迎

に

関

す

る

こ

と

結

婚

に

つ

な

が

る

出

会

い

に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

n=

(744) 23.3 23.0 21.0 13.4 13.2 9.0 8.6 5.1 3.5 3.1 3.1 1.7 1.6 36.3 8.7

(319) 23.2 31.0 25.4 16.6 11.6 7.2 6.9 4.4 2.5 1.6 3.1 3.1 1.6 37.0 7.8

(415) 23.4 16.9 17.1 11.1 13.7 9.9 9.9 5.8 4.3 4.3 3.1 0.7 1.7 35.9 9.2

(10) 20.0 20.0 40.0 10.0 40.0 30.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0 20.0

16～19歳 (76) 18.4 28.9 11.8 9.2 11.8 2.6 5.3 5.3 1.3 1.3 1.3 0.0 0.0 46.1 3.9

20～29歳 (86) 14.0 23.3 19.8 9.3 10.5 8.1 10.5 2.3 5.8 0.0 0.0 4.7 2.3 44.2 7.0

30～39歳 (105) 23.8 26.7 20.0 16.2 17.1 11.4 8.6 7.6 7.6 5.7 7.6 2.9 0.0 38.1 4.8

40～49歳 (103) 31.1 32.0 19.4 17.5 8.7 8.7 12.6 6.8 2.9 3.9 4.9 2.9 1.9 33.0 4.9

50～59歳 (121) 25.6 22.3 24.0 17.4 13.2 9.9 9.1 5.0 1.7 1.7 2.5 0.8 2.5 34.7 7.4

60～69歳 (104) 30.8 21.2 23.1 14.4 15.4 8.7 8.7 7.7 5.8 6.7 3.8 0.0 1.0 29.8 10.6

70～74歳 (74) 16.2 12.2 27.0 10.8 10.8 8.1 6.8 0.0 0.0 0.0 1.4 1.4 2.7 32.4 17.6

75歳以上 (68) 20.6 13.2 19.1 7.4 16.2 11.8 4.4 4.4 1.5 4.4 1.5 1.5 2.9 35.3 16.2

無回答 (7) 14.3 14.3 42.9 14.3 28.6 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 28.6

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

23.3 23.0 21.0 

13.4 13.2 
9.0 8.6 

5.1 3.5 3.1 3.1 1.7 1.6 

36.3 

8.7 

0%

20%

40%

 手助けや協力できることについて性別でみると、「除雪作業」「災害時の避難に関すること」
は男性からの回答が多くなっています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「災害時の避難に関すること」は年代が上がっても多くの回答があり、災害
対応の意識が浸透しているものとみられます。 

5．市民活動や地域活動等（手助けや協力できること） 

問31 問30の1～14のことで、近所の方が困っている場合、あなた自身が手助けしたり、
協力できることはありますか。 【あてはまるものすべてに〇】 
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ゴ

ミ

出

し

、

掃

除

等

日

常

生

活

の

こ

と

除

雪

作

業

の

こ

と

災

害

時

の

避

難

に

関

す

る

こ

と

庭

の

手

入

れ

や

電

球

交

換

等

の

軽

作

業

の

こ

と

相

談

を

す

る

相

手

が

い

な

い

こ

と 買

物

・

通

学

・

通

院

等

の

交

通

手

段

に

関

す

る

こ

と

商

店

な

ど

が

少

な

く

日

常

の

買

い

物

が

不

便

な

こ

と

ペ

ッ

ト

の

世

話

に

関

す

る

こ

と

子

ど

も

の

預

か

り

に

関

す

る

こ

と 看

病

や

世

話

を

し

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

こ

と

こ

ど

も

園

等

へ

の

送

迎

に

関

す

る

こ

と

結

婚

に

つ

な

が

る

出

会

い

に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

n=

(744) 23.3 23.0 21.0 13.4 13.2 9.0 8.6 5.1 3.5 3.1 3.1 1.7 1.6 36.3 8.7

(174) 24.1 25.9 19.5 14.4 13.2 7.5 6.9 5.7 4.6 4.0 5.2 2.3 1.1 37.4 8.0

(181) 21.0 17.7 19.3 11.0 13.8 6.6 6.6 3.3 0.6 1.7 2.8 1.7 1.7 41.4 8.8

(226) 24.8 23.5 18.1 13.7 10.6 8.0 6.6 4.9 4.9 4.0 1.8 2.2 2.7 36.7 8.4

(87) 26.4 31.0 25.3 13.8 14.9 13.8 13.8 6.9 3.4 3.4 2.3 1.1 1.1 25.3 9.2

(67) 19.4 19.4 31.3 16.4 16.4 14.9 17.9 7.5 4.5 1.5 4.5 0.0 0.0 32.8 7.5

(9) 11.1 11.1 33.3 11.1 22.2 22.2 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3

子どもはいる (455) 26.2 22.9 22.2 14.5 14.1 9.2 8.4 5.1 4.4 4.0 4.4 1.5 2.0 31.2 9.9

(276) 18.8 23.9 18.5 12.0 11.6 8.3 9.1 5.4 2.2 1.8 1.1 2.2 1.1 44.6 5.8

無回答 (13) 15.4 7.7 30.8 7.7 15.4 15.4 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 38.5 30.8

（％）

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

23.3 23.0 
21.0 

13.4 13.2 
9.0 8.6 

5.1 3.5 3.1 3.1 1.7 1.6 

36.3 

8.7 

0%

20%

40%

 居住地域別でみると、霊山・月舘地域で多くの項目への回答が目立っています。 

 特に、月舘地域では「災害時の避難に関すること」への回答割合が高くなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいない人で「特にない」への回答が目立ちました。 

5．市民活動や地域活動等（手助けや協力できること） 

問31 問30の1～14のことで、近所の方が困っている場合、あなた自身が手助けしたり、
協力できることはありますか。 【あてはまるものすべてに〇】 
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知っている 

76.6% 

知らない 

20.8% 

無回答 

2.6% 

(n=744) 

6．防災について（最寄りの指定避難所の認知度） 

問32 災害発生時のあなたのお住まいの最寄りの指定避難所がどこにあるか知ってい 
    ますか。【1つだけ選択】 

 災害発生時の最寄りの指定避難所については、「知っている」が76.6％で、「知らない」は
20.8％となりました。 

 前年調査との比較では、「知っている」が7.6ポイント増加しており、令和元年東日本台風
を経験し、防災意識の高まりが窺えます。 

災害発生時の最寄りの指定避難所の認知度 

知っている 

76.6 

知っている 

69.0 

知らない 

20.8 

知らない 

29.5 

無回答 

2.6 

無回答 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年 

（2020年

） 

n=744 

令和元年 

（2019年

） 

n=672 

前年調査との比較 
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n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

71.4

80.9

83.8

83.7

77.7

79.6

74.3

60.5

72.4

76.6

16.2

12.2

14.4

19.0

17.5

25.7

38.4

25.0

20.8

28.6

2.9

4.1

1.9

3.3

2.9

1.2

2.6

2.6

知っている 知らない 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

80.0

78.3

74.3

76.6

19.0

23.8

20.8

20.0

2.7

1.9

2.6

知っている 知らない 無回答

 災害発生時の最寄りの指定避難所の認知度を性別でみると、「知っている」は女性が男性
をやや上回りました。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「知っている」は最も少ない「20～29歳」でも60.5％と6割を超え、60代
以上では8割を超えています。 

6．防災について（最寄りの指定避難所の認知度） 

問32 災害発生時のあなたのお住まいの最寄りの指定避難所がどこにあるか知ってい 
    ますか。【1つだけ選択】 
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n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 53.8

68.1

82.4

76.6

15.4

29.3

15.8

20.8

30.8

2.5

1.8

2.6

知っている 知らない 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

77.8

82.1

79.3

74.8

71.3

81.0

76.6

14.9

18.4

23.0

25.4

17.8

20.8

22.2

3.0

2.3

2.2

3.3

1.1

2.6

知っている 知らない 無回答

 居住地域別でみると、「知っている」は月舘・伊達地域で8割を超えているほか、いずれの地
域でも高い割合となっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「知っている」は子どもがいる人が82.4％で、子どもがいない人の
68.1％を大きく上回っています。 

6．防災について（最寄りの指定避難所の認知度） 

問32 災害発生時のあなたのお住まいの最寄りの指定避難所がどこにあるか知ってい 
    ますか。【1つだけ選択】 
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指定避難所に

避難した 5.1% 親戚・友人宅に

避難した 

4.7% 

自宅の２階以

上に避難した 

8.6% 

目的地（避難

先）にたどり着

けなかった 

0.7% 避難が必要だと

思ったが、特に

避難行動をとら

なかった 

15.2% 

避難の必要がな

かった 63.6% 

無回答 2.2% 

(n=744) 

問33 昨年10月の令和元年東日本台風の際に、あなたはどのような避難行動をとりまし 
    たか。【1つだけ選択】 

 令和元年東日本台風の際の避難行動については、「避難の必要がなかった」が63.6％で
最も多く、次いで「避難が必要だと思ったが、特に避難行動をとらなかった」が15.2％、「自
宅の2階以上に避難した」が8.6％、などと続いています。 

 一方、「目的地（避難先）にたどり着けなかった」も少数ながら0.7％ありました。 

令和元年東日本台風の際の避難行動 

6．防災について（令和元年東日本台風の際の避難行動） 
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n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

7.4

5.4

8.7

4.1

4.9

3.8

3.5

3.9

5.1

28.6

4.1

3.8

4.1

3.9

6.7

4.7

7.9

4.7

5.9

5.4

8.7

6.6

8.7

11.4

11.6

10.5

8.6

1.0

1.7

1.9

28.6

16.2

14.9

15.4

14.0

14.6

14.3

15.1

17.1

15.2

14.3

66.2

67.6

60.6

66.9

65.0

63.8

64.0

57.9

63.6

28.6

4.4

2.7

1.9

2.5

1.0

1.2

2.6

2.2

指定避難所に

避難した

親戚・友人宅に

避難した

自宅の２階以上

に避難した

目的地（避難

先）にたどり着けな

かった

避難が必要だと思った

が、特に避難行動をと

らなかった

避難の必要が

なかった
無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別
4.6

6.0

5.1

20.0

5.1

3.8

4.7

10.0

8.2

9.1

8.6

1.3

20.0

16.9

12.9

15.2

30.0

63.1

65.2

63.6

20.0

1.9

1.9

2.2

指定避難所に

避難した

親戚・友人宅に

避難した

自宅の２階以上

に避難した

目的地（避難

先）にたどり着けな

かった

避難が必要だと思った

が、特に避難行動をと

らなかった

避難の必要が

なかった
無回答

 避難行動については、性別による大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でも大きさ違いはみられませんでしたが、「指定避難場所に避難した」は60代以上
で割合が高めとなっています。 

6．防災について（令和元年東日本台風の際の避難行動） 

問33 昨年10月の令和元年東日本台風の際に、あなたはどのような避難行動をとりまし 
    たか。【1つだけ選択】 
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n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

10.4

9.2

2.7

3.3

6.3

5.1

33.3

4.5

4.6

3.1

7.2

2.9

4.7

10.4

10.3

5.3

11.0

9.2

8.6

3.0

1.1

33.3

9.0

16.1

13.3

16.0

17.8

15.2

11.1

62.7

55.2

73.5

59.7

62.1

63.6

22.2

3.4

1.8

2.2

1.7

2.2

指定避難所に

避難した

親戚・友人宅に

避難した

自宅の２階以上

に避難した

目的地（避難

先）にたどり着けな

かった

避難が必要だと思った

が、特に避難行動をと

らなかった

避難の必要が

なかった
無回答

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無

5.4

5.1

5.1

15.4

4.7

4.4

4.7

10.9

7.5

8.6

23.1

17.4

13.6

15.2

38.5

58.7

67.3

63.6

23.1

2.5

1.3

2.2

指定避難所に

避難した

親戚・友人宅に

避難した

自宅の２階以上

に避難した

目的地（避難

先）にたどり着けな

かった

避難が必要だと思った

が、特に避難行動をと

らなかった

避難の必要が

なかった
無回答

 居住地域別でみると、保原地域では「避難の必要がなかった」が73.5％と唯一7割を超え
ています。霊山・月舘地域では「指定避難場所に避難した」が比較的高く10％前後となり
ました。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「避難の必要がなかった」は子どもがいる人で多くなっています。一
方、子どもがいない人では「自宅の2階以上に避難した」が1割を超えています。 

6．防災について（令和元年東日本台風の際の避難行動） 

問33 昨年10月の令和元年東日本台風の際に、あなたはどのような避難行動をとりまし 
    たか。【1つだけ選択】 
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市民活動や地域活動等（生涯学習への取り組み） 

 令和元年東日本台風の際に、避難行動をとった理由については、「市内に大雨特別警
報」が出たのを知ったから」が48.6％で最も多く、次いで「自宅が浸水すると思ったから」が
41.5％、「近くの堤防が壊れたり水があふれたりすると思ったから」が38.7％などと続いてい
ます。 

 避難行動をとった人の4割以上が、自宅の浸水を現実的なものと捉えていたことがわかりま
す。 

令和元年東日本台風の際に避難行動をとった理由 

6．防災について（避難行動をとった理由） 

問34 あなたが避難行動をとった理由は何ですか。 【あてはまるものすべてに〇】 
     【問33で「1～4」と回答した方】  

48.6  

41.5  

38.7  

24.6  

23.2  

14.8  

10.6  

6.3  

2.8  

0 10 20 30 40 50 60

市内に大雨特別警報が出たのを

知ったから 

自宅が浸水すると思ったから 

近くの堤防が壊れたり水があふれ

たりすると思ったから 

家族や知人が避難しようと言った

から 

市から避難指示が出たのを知っ

たから 

消防団や警察の人から避難する

よう呼びかけられたから 

過去の水害を思い出したから 

その他 

無回答 

％ 

(n=142) 
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市

内

に

大

雨

特

別

警

報

が

出

た

の

を

知

っ

た

か

ら

自

宅

が

浸

水

す

る

と

思

っ

た

か

ら

近

く

の

堤

防

が

壊

れ

た

り

水

が

あ

ふ

れ

た

り

す

る

と

思

っ

た

か

ら

家

族

や

知

人

が

避

難

し

よ

う

と

言

っ

た

か

ら

市

か

ら

避

難

指

示

が

出

た

の

を

知

っ

た

か

ら

消

防

団

や

警

察

の

人

か

ら

避

難

す

る

よ

う

呼

び

か

け

ら

れ

た

か

ら

過

去

の

水

害

を

思

い

出

し

た

か

ら

そ

の

他

無

回

答

n=

(142) 48.6 41.5 38.7 24.6 23.2 14.8 10.6 6.3 2.8

(64) 50.0 31.3 34.4 23.4 18.8 14.1 10.9 9.4 6.3

(75) 48.0 48.0 40.0 25.3 26.7 16.0 9.3 4.0 0.0

(3) 33.3 100.0 100.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0

16～19歳 (17) 58.8 52.9 47.1 47.1 17.6 17.6 11.8 0.0 0.0

20～29歳 (17) 35.3 58.8 41.2 41.2 29.4 17.6 11.8 5.9 0.0

30～39歳 (23) 52.2 47.8 39.1 21.7 21.7 8.7 4.3 13.0 0.0

40～49歳 (20) 85.0 40.0 40.0 15.0 20.0 10.0 5.0 5.0 0.0

50～59歳 (20) 40.0 30.0 45.0 15.0 15.0 20.0 5.0 10.0 10.0

60～69歳 (23) 39.1 39.1 26.1 17.4 30.4 13.0 17.4 4.3 0.0

70～74歳 (11) 36.4 9.1 18.2 36.4 27.3 18.2 9.1 9.1 9.1

75歳以上 (9) 22.2 33.3 44.4 11.1 22.2 22.2 22.2 0.0 11.1

無回答 (2) 50.0 100.0 100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

48.6 
41.5 38.7 

24.6 23.2 
14.8 

10.6 
6.3 2.8 

0%

20%

40%

60%

 避難行動をとった理由を性別でみると、「自宅が浸水すると思ったから」は女性からの回答が
より目立っています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、上位項目は若い世代からの回答が目立っており、広い世代に避難行動の
意識が広がっていることが窺えます。 

 「自宅が浸水すると思ったから」「家族や知人が避難しようと言ったから」は10代と20代で高
く、「過去の水害を思い出したから」は75歳以上で高くなっています。 

6．防災について（避難行動をとった理由） 

問34 あなたが避難行動をとった理由は何ですか。 【あてはまるものすべてに〇】 
     【問33で「1～4」と回答した方】  
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市

内

に

大

雨

特

別

警

報

が

出

た

の

を

知

っ

た

か

ら

自

宅

が

浸

水

す

る

と

思

っ

た

か

ら

近

く

の

堤

防

が

壊

れ

た

り

水

が

あ

ふ

れ

た

り

す

る

と

思

っ

た

か

ら

家

族

や

知

人

が

避

難

し

よ

う

と

言

っ

た

か

ら

市

か

ら

避

難

指

示

が

出

た

の

を

知

っ

た

か

ら

消

防

団

や

警

察

の

人

か

ら

避

難

す

る

よ

う

呼

び

か

け

ら

れ

た

か

ら

過

去

の

水

害

を

思

い

出

し

た

か

ら

そ

の

他

無

回

答

n=

(142) 48.6 41.5 38.7 24.6 23.2 14.8 10.6 6.3 2.8

(32) 50.0 43.8 50.0 40.6 40.6 9.4 9.4 3.1 0.0

(40) 40.0 40.0 30.0 30.0 17.5 17.5 20.0 7.5 7.5

(26) 61.5 50.0 34.6 11.5 19.2 23.1 0.0 0.0 0.0

(22) 50.0 18.2 40.9 4.5 4.5 9.1 4.5 18.2 4.5

(19) 47.4 47.4 36.8 31.6 31.6 15.8 10.5 5.3 0.0

(3) 33.3 100.0 66.7 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0

子どもはいる (81) 45.7 42.0 42.0 22.2 25.9 13.6 9.9 8.6 2.5

(59) 52.5 39.0 32.2 28.8 18.6 16.9 10.2 3.4 3.4

無回答 (2) 50.0 100.0 100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

（％）

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

48.6 

41.5 
38.7 

24.6 23.2 

14.8 
10.6 

6.3 
2.8 

0%

20%

40%

60%

 居住地域別でみると、「市内に大雨特別警報が出たのを知ったから」は保原地域で
61.5％と6割を超えています。伊達地域では「近くの堤防が壊れたり水があふれたりすると
思ったから」が50.0％のほか、「家族や知人が避難しようと言ったから」「市から避難指示が
出たのを知ったから」への回答も目立っています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別では、「市内に大雨特別警報が出たのを知ったから」は子どもがいない人で
多く、「近くの堤防が壊れたり水があふれたりすると思ったから」は子どもがいる人で多くなってい
ます。 

6．防災について（避難行動をとった理由） 

問34 あなたが避難行動をとった理由は何ですか。 【あてはまるものすべてに〇】 
     【問33で「1～4」と回答した方】  



110 

まちづくりアンケート調査 
 

59.3  

27.4  

23.9  

8.8  

8.8  

7.1  

5.3  

1.8  

8.8  

0.9  

0 20 40 60 80

自分のところは大丈夫だと思ったから 

避難する方が危ないと思ったから 

すでに夜だったから 

どこに避難してよいか分からなかったから 

避難所に行けない家族がいたから 

浸水や土砂災害で、既に避難できなく

なっていたから 

避難するのが面倒だったから 

避難する移動手段がなかったから 

その他 

無回答 

％ 

(n=113) 

市民活動や地域活動等（生涯学習への取り組み） 

 避難が必要だと思ったにもかかわらず、避難行動をとらなかった理由については、「自分のとこ
ろは大丈夫だと思ったから」が59.3％で最も多く、次いで「避難する方が危ないと思ったから」
が27.4％、「すでに夜だったから」が23.9％などと続いています。 

 「どこに避難してよいかわからなかったから」、「避難所に行けない家族がいたから」がともに
8.8％と、避難に対する課題もみられる結果となりました。 

避難が必要だと思ったが、特に避難行動をとらなかった理由 

6．防災について（避難行動をとらなかった理由） 

問35 避難が必要だと思ったにもかかわらず、避難行動をとらなかった理由は何ですか。  
    【あてはまるものすべてに〇】 【問33で「5」と回答した方】  
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自

分

の

と

こ

ろ

は

大

丈

夫

だ

と

思

っ

た

か

ら

避

難

す

る

方

が

危

な

い

と

思

っ

た

か

ら

す

で

に

夜

だ

っ

た

か

ら

ど

こ

に

避

難

し

て

よ

い

か

分

か

ら

な

か

っ

た

か

ら

避

難

所

に

行

け

な

い

家

族

が

い

た

か

ら

浸

水

や

土

砂

災

害

で

、

既

に

避

難

で

き

な

く

な

っ

て

い

た

か

ら

避

難

す

る

の

が

面

倒

だ

っ

た

か

ら

避

難

す

る

移

動

手

段

が

な

か

っ

た

か

ら

そ

の

他

無

回

答

n=

(113) 59.3 27.4 23.9 8.8 8.8 7.1 5.3 1.8 8.8 0.9

(41) 61.0 22.0 26.8 7.3 7.3 4.9 7.3 0.0 12.2 0.0

(70) 58.6 30.0 22.9 10.0 10.0 8.6 4.3 2.9 7.1 1.4

(2) 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16～19歳 (13) 76.9 23.1 30.8 7.7 0.0 15.4 0.0 7.7 0.0 0.0

20～29歳 (13) 69.2 30.8 38.5 23.1 0.0 0.0 0.0 0.0 23.1 0.0

30～39歳 (15) 33.3 40.0 40.0 6.7 20.0 26.7 20.0 0.0 6.7 0.0

40～49歳 (15) 40.0 33.3 40.0 6.7 13.3 0.0 6.7 0.0 20.0 0.0

50～59歳 (17) 58.8 23.5 11.8 17.6 17.6 5.9 0.0 5.9 5.9 0.0

60～69歳 (16) 50.0 25.0 25.0 6.3 6.3 6.3 6.3 0.0 6.3 0.0

70～74歳 (11) 81.8 18.2 0.0 0.0 9.1 0.0 9.1 0.0 9.1 0.0

75歳以上 (11) 81.8 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1

無回答 (2) 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

59.3 

27.4 23.9 

8.8 8.8 7.1 5.3 1.8 
8.8 

0.9 
0%

20%

40%

60%

80%

 避難行動をとらなかった理由について、性別による大きな違いはみられませんが、「自分のと
ころは大丈夫だと思ったから」はやや男性が上回り、「避難する方が危ないと思ったから」は女
性が上回っています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「自分のところは大丈夫だと思ったから」は若年層と高齢層で高い傾向が
みられます。各年代により回答の集中度合いが異なり、それぞれ抱えている事情により避難
を難しくさせるケースがあるものとみられます。 

6．防災について（避難行動をとらなかった理由） 

問35 避難が必要だと思ったにもかかわらず、避難行動をとらなかった理由は何ですか。  
    【あてはまるものすべてに〇】 【問33で「5」と回答した方】  
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自

分

の

と

こ

ろ

は

大

丈

夫

だ

と

思

っ

た

か

ら

避

難

す

る

方

が

危

な

い

と

思

っ

た

か

ら

す

で

に

夜

だ

っ

た

か

ら

ど

こ

に

避

難

し

て

よ

い

か

分

か

ら

な

か

っ

た

か

ら

避

難

所

に

行

け

な

い

家

族

が

い

た

か

ら

浸

水

や

土

砂

災

害

で

、

既

に

避

難

で

き

な

く

な

っ

て

い

た

か

ら

避

難

す

る

の

が

面

倒

だ

っ

た

か

ら

避

難

す

る

移

動

手

段

が

な

か

っ

た

か

ら

そ

の

他

無

回

答

n=

(113) 59.3 27.4 23.9 8.8 8.8 7.1 5.3 1.8 8.8 0.9

(31) 64.5 25.8 22.6 12.9 9.7 0.0 0.0 3.2 19.4 0.0

(29) 72.4 20.7 27.6 3.4 3.4 6.9 3.4 0.0 10.3 0.0

(30) 46.7 30.0 23.3 16.7 10.0 13.3 6.7 3.3 3.3 0.0

(14) 42.9 28.6 21.4 0.0 14.3 7.1 14.3 0.0 0.0 7.1

(6) 66.7 33.3 33.3 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0

(3) 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

子どもはいる (62) 56.5 29.0 19.4 4.8 9.7 3.2 4.8 1.6 9.7 0.0

(48) 64.6 25.0 31.3 14.6 8.3 12.5 6.3 2.1 8.3 0.0

無回答 (3) 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

（％）

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

59.3 

27.4 23.9 

8.8 8.8 7.1 5.3 1.8 
8.8 

0.9 
0%

20%

40%

60%

80%

 居住地域別でみると、梁川地域では「自分のところは大丈夫だと思ったから」が72.4％で高
めとなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別では、子どもがいない人の回答割合が全体的に高めとなっています。 

6．防災について（避難行動をとらなかった理由） 

問35 避難が必要だと思ったにもかかわらず、避難行動をとらなかった理由は何ですか。  
    【あてはまるものすべてに〇】 【問33で「5」と回答した方】  
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82.5  

55.1  

15.3  

13.0  

12.6  

11.7  

10.8  

10.6  

6.7  

3.6  

1.2  

2.8  

0 20 40 60 80 100

テレビ（放送） 

スマートフォン 

インターネット（SNS） 

広報車 

インターネット（ホームページ） 

テレビ（ｄボタン） 

近隣の住民 

ラジオ 

防災行政無線 

その他 

情報を得られなかった 

無回答 

％ 

(n=744) 

市民活動や地域活動等（生涯学習への取り組み） 

 令和元年東日本台風の際の情報源については、「テレビ（放送）」が82.5％で最も多く、
次いで「スマートフォン」が55.1％、「インターネット（SNS)」が15.3％などと続いています。 

 「防災行政無線」には6.7％の回答がありましたが、アンケートの特記事項で「雨のせいで聞
き取れない」「家の中から聞こえない」などの意見もあり、実効性を上げる取り組みについての
検討も必要と考えられます。 

令和元年東日本台風の際の情報源 

6．防災について（令和元年東日本台風の際の情報源） 

問36 令和元年東日本台風の際、あなたは何から情報を得ていましたか。【あてはまる 
    ものすべてに〇】 
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テ

レ

ビ

（

放

送

）

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

（

S

N

S

）

広

報

車

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

（

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

）

テ

レ

ビ

（

ｄ

ボ

タ

ン

）

近

隣

の

住

民

ラ

ジ

オ

防

災

行

政

無

線

そ

の

他

情

報

を

得

ら

れ

な

か

っ

た

無

回

答

n=

(744) 82.5 55.1 15.3 13.0 12.6 11.7 10.8 10.6 6.7 3.6 1.2 2.8

(319) 82.1 51.1 13.5 12.9 15.4 13.5 9.1 13.2 6.3 4.4 0.6 2.5

(415) 83.1 58.6 16.6 13.3 10.8 10.4 12.0 8.7 7.2 3.1 1.7 2.7

(10) 70.0 40.0 20.0 10.0 0.0 10.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 20.0

16～19歳 (76) 81.6 73.7 34.2 6.6 14.5 15.8 5.3 9.2 9.2 1.3 0.0 3.9

20～29歳 (86) 77.9 67.4 41.9 4.7 15.1 4.7 7.0 8.1 7.0 8.1 3.5 3.5

30～39歳 (105) 87.6 78.1 27.6 6.7 24.8 10.5 10.5 7.6 4.8 3.8 0.0 0.0

40～49歳 (103) 88.3 78.6 11.7 9.7 19.4 14.6 9.7 9.7 7.8 2.9 0.0 1.0

50～59歳 (121) 83.5 55.4 6.6 9.9 12.4 14.9 7.4 9.1 6.6 2.5 2.5 5.0

60～69歳 (104) 79.8 37.5 0.0 21.2 4.8 10.6 17.3 10.6 7.7 1.9 0.0 1.0

70～74歳 (74) 81.1 23.0 1.4 25.7 4.1 12.2 17.6 14.9 4.1 5.4 2.7 1.4

75歳以上 (68) 77.9 11.8 0.0 26.5 1.5 8.8 11.8 20.6 7.4 4.4 1.5 5.9

無回答 (7) 71.4 28.6 28.6 0.0 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

82.5 

55.1 

15.3 13.0 12.6 11.7 10.8 10.6 6.7 3.6 1.2 2.8 
0%

20%

40%

60%

80%

100%

 令和元年東日本台風の際の情報源については、性別による大きな違いはみられませんでし
た。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「スマートフォン」「インターネット（SNS)」は40代以下で多くなっています。
一方、「広報車」は60代以上から多くの回答がありました。 

6．防災について（令和元年東日本台風の際の情報源） 

問36 令和元年東日本台風の際、あなたは何から情報を得ていましたか。【あてはまる 
    ものすべてに〇】 



115 

まちづくりアンケート調査 
 

テ

レ

ビ

（

放

送

）

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

（

S

N

S

）

広

報

車

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

（

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

）

テ

レ

ビ

（

ｄ

ボ

タ

ン

）

近

隣

の

住

民

ラ

ジ

オ

防

災

行

政

無

線

そ

の

他

情

報

を

得

ら

れ

な

か

っ

た

無

回

答

n=

(744) 82.5 55.1 15.3 13.0 12.6 11.7 10.8 10.6 6.7 3.6 1.2 2.8

(174) 81.6 58.6 14.9 8.0 17.2 17.8 4.6 8.0 6.9 4.0 1.1 3.4

(181) 80.1 48.6 17.1 14.9 11.0 10.5 17.7 12.2 7.2 3.9 1.7 2.2

(226) 86.3 59.7 17.3 14.2 13.7 9.3 10.6 12.8 5.3 3.1 0.9 1.8

(87) 80.5 57.5 13.8 14.9 11.5 13.8 5.7 5.7 5.7 1.1 2.3 4.6

(67) 82.1 49.3 6.0 16.4 3.0 4.5 14.9 13.4 11.9 7.5 0.0 1.5

(9) 77.8 22.2 22.2 0.0 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2

子どもはいる (455) 83.5 50.3 8.1 16.9 11.4 10.8 13.8 11.0 6.4 4.2 1.5 2.0

(276) 81.9 64.1 27.2 7.2 15.2 13.4 5.4 10.1 7.2 2.9 0.7 3.3

無回答 (13) 61.5 30.8 15.4 0.0 0.0 7.7 15.4 7.7 7.7 0.0 0.0 23.1

（％）

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

82.5 

55.1 

15.3 13.0 12.6 11.7 10.8 10.6 6.7 3.6 1.2 2.8 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 居住地域別でみると、月舘地域では「防災行政無線」が11.9％と唯一1割を超えていま
す。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「インターネット（SNS)」は、子どもがいる人と若い世代が多く含ま
れる子どもがいない人で差が大きく出ています。 

6．防災について（令和元年東日本台風の際の情報源） 

問36 令和元年東日本台風の際、あなたは何から情報を得ていましたか。【あてはまる 
    ものすべてに〇】 
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まちづくりアンケート調査 
 

50.8  

30.6  

21.5  

2.4  

27.8  

2.0  

0 10 20 30 40 50 60

適切な食事 

定期的な運動 

週に複数回の体重測定 

その他 

実践していない 

無回答 

％ 

(n=744) 

市民活動や地域活動等（生涯学習への取り組み） 

 健康のために実践していることについては、「適切な食事」が50.8％で最も多く、次いで「定
期的な運動」が30.6％、「週に複数回の体重測定」が21.5％、などと続いています。 

 一方、「実践していない」は27.8％となっています。 

健康のために実践していること 

7．健康について（健康のために実践していること） 

問37 あなたは、健康のために実践していることはありますか。【あてはまるものすべて 
    に〇】 
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まちづくりアンケート調査 
 

適

切

な

食

事

定

期

的

な

運

動

週

に

複

数

回

の

体

重

測

定

そ

の

他

実

践

し

て

い

な

い

無

回

答

n=

(744) 50.8 30.6 21.5 2.4 27.8 2.0

(319) 47.0 30.4 11.9 2.5 32.9 1.6

(415) 54.0 31.3 28.7 2.4 23.9 1.9

(10) 40.0 10.0 30.0 0.0 30.0 20.0

18～19歳 (76) 56.6 47.4 18.4 0.0 23.7 3.9

20～29歳 (86) 40.7 32.6 26.7 1.2 33.7 1.2

30～39歳 (105) 49.5 22.9 23.8 1.9 34.3 0.0

40～49歳 (103) 46.6 25.2 20.4 1.9 34.0 1.0

50～59歳 (121) 47.9 24.0 23.1 1.7 31.4 1.7

60～69歳 (104) 53.8 26.0 22.1 5.8 22.1 1.9

70～74歳 (74) 58.1 41.9 18.9 4.1 18.9 2.7

75歳以上 (68) 58.8 38.2 14.7 2.9 19.1 2.9

無回答 (7) 42.9 14.3 28.6 0.0 14.3 28.6

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

50.8 

30.6 

21.5 

2.4 

27.8 

2.0 

0%

20%

40%

60%

 健康のために実践していることを性別でみると、「週に複数回の体重測定」は女性が多く、
「実践していない」は男性の回答が目立っています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、若年層と高齢層で回答割合が高く、20代～40代では「実践していない」
の回答が多くなっています。 

7．健康について（健康のために実践していること） 

問37 あなたは、健康のために実践していることはありますか。【あてはまるものすべて 
    に〇】 
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まちづくりアンケート調査 
 

適

切

な

食

事

定

期

的

な

運

動

週

に

複

数

回

の

体

重

測

定

そ

の

他

実

践

し

て

い

な

い

無

回

答

n=

(744) 50.8 30.6 21.5 2.4 27.8 2.0

(174) 54.0 36.2 21.3 2.3 25.9 1.7

(181) 45.9 27.1 21.0 3.3 30.4 1.7

(226) 54.9 29.6 24.3 1.3 24.8 2.2

(87) 51.7 31.0 19.5 3.4 31.0 1.1

(67) 43.3 29.9 16.4 3.0 32.8 1.5

(9) 33.3 22.2 22.2 0.0 22.2 22.2

子どもはいる (455) 51.9 28.8 22.6 2.9 27.0 1.3

(276) 48.9 34.4 19.2 1.8 29.7 2.5

無回答 (13) 53.8 15.4 30.8 0.0 15.4 15.4

（％）

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

50.8 

30.6 

21.5 

2.4 

27.8 

2.0 

0%

20%

40%

60%

 健康のために実践していることを居住地域別でみると、伊達地域では「定期的な運動」がや
や高めとなりました。一方、月舘地域は「実践していない」がやや高めとなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別による大きな違いはみられませんでした。 

7．健康について（健康のために実践していること） 

問37 あなたは、健康のために実践していることはありますか。【あてはまるものすべて 
    に〇】 
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まちづくりアンケート調査 
 

している 

72.8% 

していない 

25.9% 

無回答 

1.3% 

(n=228) 

問38 1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上かつ1年以上実施していますか。 
    【1つだけ選択】  【問37で「2」と回答した方】  

 問37で「定期的な運動」を実践していると回答した人で、「1回30分以上の軽く汗をかく運
動を週2日以上かつ1年以上実施しているか」については、「している」が72.8％、「していな
い」が25.9％となりました。 

 

1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上かつ1年以上実施 

7．健康について（定期的な運動の有無） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(228)

16～19歳 (36)

20～29歳 (28)

30～39歳 (24)

40～49歳 (26)

50～59歳 (29)

60～69歳 (27)

70～74歳 (31)

75歳以上 (26)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

100.0

80.8

77.4

77.8

65.5

84.6

45.8

53.6

88.9

72.8

15.4

19.4

18.5

34.5

15.4

54.2

46.4

11.1

25.9

3.8

3.2

3.7

1.3

している していない 無回答

n=

(228)

男性 (97)

女性 (130)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

100.0

70.0

76.3

72.8

27.7

23.7

25.9

2.3

1.3

している していない 無回答

 「1回30分以上の軽く汗をかく運動」の実施について、性別による大きな違いはみられません
でした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、10代、40代、75歳以上では「している」が8割を超えています。一方、30
代は45.8％で唯一5割を下回っています。 

7．健康について（定期的な運動の有無） 

問38 1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上かつ1年以上実施していますか。 
    【1つだけ選択】  【問37で「2」と回答した方】  
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(228)

子どもはいる (131)

子どもはいない (95)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 50.0

70.5

74.8

72.8

50.0

28.4

23.7

25.9

1.1

1.5

1.3

している していない 無回答

n=

(228)

伊達 (63)

梁川 (49)

保原 (67)

霊山 (27)

月舘 (20)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

100.0

75.0

70.4

70.1

65.3

81.0

72.8

20.0

25.9

29.9

32.7

19.0

25.9

5.0

3.7

2.0

1.3

している していない 無回答

 居住地域別でみると、「している」は伊達地域で8割を超えている一方、梁川地域では7割
を下回っています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人で「している」がやや高めとなっていますが、大きな違
いはみられませんでした。 

7．健康について（定期的な運動の有無） 

問38 1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上かつ1年以上実施していますか。 
    【1つだけ選択】  【問37で「2」と回答した方】  
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まちづくりアンケート調査 
 

1日 

11.1% 

2日 

17.6% 

3日 

18.5% 4日 

8.8% 

5日 

17.6% 

6日 

12.0% 

7日 

14.4% 

(n=216) 

問39 1週間で「続けて10分以上」運動を行った日は何日ありましたか。また、その1回あ 
    たりの時間はどのくらいですか。【1つだけ選択】  【問37で「2」と回答した方】  

 問37で「定期的な運動」を実践していると回答した人で、1週間で「続けて10分以上」運
動を行った日数と時間について、「3日」が18.5％で最も多く、「2日」と「5日」が17.6％、
「7日（毎日）」が14.4％となっています。 

 全体で週に「4日以上」が5割を超えています。 

1週間で「続けて10分以上」運動を行った日数 

7．健康について（1週間で定期的な運動を行った日数） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(216)

16～19歳 (35)

20～29歳 (26)

30～39歳 (22)

40～49歳 (26)

50～59歳 (28)

60～69歳 (26)

70～74歳 (28)

75歳以上 (24)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

4.2

10.7

11.5

17.9

3.8

22.7

23.1

11.1

25.0

10.7

23.1

21.4

26.9

18.2

15.4

5.7

17.6

100.0

12.5

35.7

11.5

21.4

23.1

13.6

11.5

14.3

18.5

12.5

7.1

7.7

3.6

7.7

4.5

7.7

17.1

8.8

8.3

21.4

15.4

7.1

15.4

18.2

34.6

20.0

17.6

16.7

7.1

15.4

14.3

11.5

13.6

3.8

14.3

12.0

20.8

7.1

15.4

14.3

11.5

9.1

3.8

28.6

14.4

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

n=

(216)

男性 (92)

女性 (123)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別
8.1

15.2

11.1

17.9

17.4

17.6

100.0

17.1

19.6

18.5

8.9

8.7

8.8

21.1

13.0

17.6

8.9

16.3

12.0

17.9

9.8

14.4

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

 1週間で「続けて10分以上」運動を行った日数については、女性のほうが男性よりも日数が
多めの結果となっています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、20代～30代と50代では「2日以内」がやや高めとなっています。一方、
「70～74歳」は「3日以上」が最も多くなっています。 

問39 1週間で「続けて10分以上」運動を行った日は何日ありましたか。また、その1回あ 
    たりの時間はどのくらいですか。【1つだけ選択】  【問37で「2」と回答した方】  

7．健康について（1週間で定期的な運動を行った日数） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(216)

子どもはいる (122)

子どもはいない (92)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 50.0

14.1

8.2

11.1

14.1

20.5

17.6

50.0

16.3

19.7

18.5

12.0

6.6

8.8

19.6

16.4

17.6

9.8

13.9

12.0

14.1

14.8

14.4

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

n=

(216)

伊達 (60)

梁川 (46)

保原 (64)

霊山 (26)

月舘 (18)

無回答 (2)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

5.6

19.2

10.9

17.4

5.0

11.1

27.8

26.9

12.5

19.6

15.0

17.6

50.0

11.1

15.4

18.8

8.7

28.3

18.5

50.0

11.1

3.1

6.5

18.3

8.8

16.7

19.2

25.0

15.2

11.7

17.6

22.2

11.5

9.4

15.2

10.0

12.0

5.6

7.7

20.3

17.4

11.7

14.4

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

 居住地域別でみると、伊達・保原地域では「3日以上」が高めとなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「2日以内」「3日以上」がほぼ同様となり、大きな違いはみられま
せんでした。 

問39 1週間で「続けて10分以上」運動を行った日は何日ありましたか。また、その1回あ 
    たりの時間はどのくらいですか。【1つだけ選択】  【問37で「2」と回答した方】  

7．健康について（1週間で定期的な運動を行った日数） 
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まちづくりアンケート調査 
 

10分以上

30分未満 

23.0% 

30分以上60分

未満 

37.8% 

60分以上120

分未満 

25.4% 

120分以上 

13.9% 

(n=209) 

問39 1週間で「続けて10分以上」運動を行った日は何日ありましたか。また、その1回あ 
    たりの時間はどのくらいですか。【1つだけ選択】  【問37で「2」と回答した方】  

 1週間で「続けて10分以上」運動を行った時の1回あたりの時間については、「30分以上
60分未満」が37.8％で最も多く、次いで「60分以上120分未満」が25.4％、「10分以
上30分未満」が23.0％、「120分以上」が13.9％となっています。 

 全体で、「60分未満」が6割を占めています。 

「続けて10分以上」運動を行った時の1回あたりの時間 

7．健康について（定期的な運動の1回あたりの時間） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(209)

16～19歳 (35)

20～29歳 (26)

30～39歳 (22)

40～49歳 (25)

50～59歳 (26)

60～69歳 (25)

70～74歳 (27)

75歳以上 (23)

無回答 (0)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

21.7

29.6

12.0

26.9

28.0

36.4

19.2

14.3

23.0

30.4

40.7

36.0

50.0

36.0

36.4

42.3

31.4

37.8

34.8

22.2

44.0

15.4

24.0

18.2

15.4

28.6

25.4

13.0

7.4

8.0

7.7

12.0

9.1

23.1

25.7

13.9

10分以上30分未満 30分以上60分未満 60分以上120分未満 120分以上

n=

(209)

男性 (90)

女性 (119)

無回答 (0)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別
24.4

21.1

23.0

40.3

34.4

37.8

24.4

26.7

25.4

10.9

17.8

13.9

10分以上30分未満 30分以上60分未満 60分以上120分未満 120分以上

 1回あたりの運動時間について、性別による大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、部活動を実施する人が含まれる「16～19歳」と「60～69歳」では「60分
以上」が5割を超えています。一方、「30～39歳」は「60分未満」が7割を超えています。 

問39 1週間で「続けて10分以上」運動を行った日は何日ありましたか。また、その1回あ 
    たりの時間はどのくらいですか。【1つだけ選択】  【問37で「2」と回答した方】  

7．健康について（定期的な運動の1回あたりの時間） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(209)

子どもはいる (116)

子どもはいない (92)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無

20.7

25.0

23.0

34.8

40.5

37.8

23.9

26.7

25.4

100.0

20.7

7.8

13.9

10分以上30分未満 30分以上60分未満 60分以上120分未満 120分以上

n=

(209)

伊達 (56)

梁川 (45)

保原 (63)

霊山 (27)

月舘 (17)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

41.2

22.2

23.8

22.2

17.9

23.0

35.3

40.7

42.9

33.3

35.7

37.8

100.0

23.5

14.8

23.8

24.4

32.1

25.4

22.2

9.5

20.0

14.3

13.9

10分以上30分未満 30分以上60分未満 60分以上120分未満 120分以上

 居住地域別でみると、月舘地域では「60分未満」がやや多くなっているほかに、大きな違い
はみられませんでした。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別で大きな違いはみられませんでしたが、学生が多く含まれる子どもがいない人
では「60分以上」がやや高めとなっています。 

問39 1週間で「続けて10分以上」運動を行った日は何日ありましたか。また、その1回あ 
    たりの時間はどのくらいですか。【1つだけ選択】  【問37で「2」と回答した方】  

7．健康について（定期的な運動の1回あたりの時間） 
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まちづくりアンケート調査 
 

50.8  

30.6  

21.5  

2.4  

27.8  

2.0  

0 10 20 30 40 50 60

適切な食事 

定期的な運動 

週に複数回の体重測定 

その他 

実践していない 

無回答 

％ 

(n=744) 

市民活動や地域活動等（生涯学習への取り組み） 

 定期的な運動の具体的な内容については、「散歩、ウォーキング」が49.1％で最も多く、次
いで「筋力トレーニング」が35.8％、「スポーツ（野球、サッカー、水泳、バレー等）」が
17.4％、「ランニング、ジョギング」が9.6％と続いています。 

 その他では、「ラジオ体操」「ストレッチ」「ジャズダンス」「グランドゴルフ」「サイクリング」などの回
答がありました。 

定期的な運動の具体的な内容 

7．健康について（定期的な運動の具体的な内容） 

問40 運動の具体的な内容は何ですか。【あてはまるものすべてに〇】  【問39に回答し 
    た方】  

49.1  

35.8  

17.4  

9.6  

22.5  

0.0  

0 10 20 30 40 50 60

散歩、ウォーキング 

筋力トレーニング 

スポーツ（野球、サッカー、水泳、

バレー等） 

ランニング、ジョギング 

その他 

無回答 

％ 

(n=218) 
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まちづくりアンケート調査 
 

散

歩

、

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

筋

力

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

ス

ポ

ー

ツ

（

野

球

、

サ

ッ

カ

ー

、

水

泳

、

バ

レ

ー

等

）

ラ

ン

ニ

ン

グ

、

ジ

ョ

ギ

ン

グ そ

の

他

無

回

答

n=

(218) 49.1 35.8 17.4 9.6 22.5 0.0

(93) 44.1 39.8 21.5 16.1 15.1 0.0

(124) 53.2 32.3 14.5 4.8 28.2 0.0

(1) 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18～19歳 (35) 20.0 48.6 40.0 14.3 20.0 0.0

20～29歳 (27) 29.6 37.0 25.9 18.5 22.2 0.0

30～39歳 (22) 54.5 36.4 13.6 9.1 18.2 0.0

40～49歳 (26) 46.2 34.6 15.4 15.4 19.2 0.0

50～59歳 (28) 57.1 32.1 7.1 7.1 25.0 0.0

60～69歳 (26) 61.5 26.9 19.2 7.7 19.2 0.0

70～74歳 (29) 65.5 31.0 10.3 0.0 24.1 0.0

75歳以上 (24) 70.8 33.3 0.0 4.2 33.3 0.0

無回答 (1) 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

49.1 

35.8 

17.4 
9.6 

22.5 

0.0
0%

20%

40%

60%

 定期的な運動の具体的な内容を性別でみると、「ランニング、ジョギング」は男性が多くなっ
ています。一方、女性は「散歩、ウォーキング」に加え「その他」が多く、「ラジオ体操」「ストレッ
チ」など、自宅で手軽にできる運動への回答が目立っています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「散歩、ウォーキング」は60代以上の回答が多く、筋力トレーニングや激し
いスポーツなどの運動は若い世代で多くなっています。 

問40 運動の具体的な内容は何ですか。【あてはまるものすべてに〇】  【問39に回答し 
    た方】  

7．健康について（定期的な運動の具体的な内容） 
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まちづくりアンケート調査 
 

散

歩

、

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

筋

力

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

ス

ポ

ー

ツ

（

野

球

、

サ

ッ

カ

ー

、

水

泳

、

バ

レ

ー

等

）

ラ

ン

ニ

ン

グ

、

ジ

ョ

ギ

ン

グ そ

の

他

無

回

答

n=

(218) 49.1 35.8 17.4 9.6 22.5 0.0

(60) 53.3 35.0 15.0 10.0 28.3 0.0

(46) 37.0 30.4 19.6 13.0 21.7 0.0

(64) 57.8 37.5 17.2 10.9 21.9 0.0

(27) 33.3 37.0 25.9 3.7 18.5 0.0

(19) 63.2 42.1 5.3 5.3 15.8 0.0

(2) 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

子どもはいる (123) 58.5 32.5 9.8 4.9 22.8 0.0

(93) 37.6 39.8 26.9 16.1 22.6 0.0

無回答 (2) 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

（％）

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

49.1 

35.8 

17.4 

9.6 

22.5 

0.0
0%

20%

40%

60%

 居住地域別でみると、月舘地域では「散歩、ウォーキング」が6割を超えています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、「散歩、ウォーキング」は子どもがいる人で多く、激しい運動は若い
世代が多い子どもがいない人で多い傾向がみられます。 

問40 運動の具体的な内容は何ですか。【あてはまるものすべてに〇】  【問39に回答し 
    た方】  

7．健康について（定期的な運動の具体的な内容） 
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まちづくりアンケート調査 
 

受けたことがある 

73.9% 

受けていない 

23.9% 

無回答 

2.2% 

(n=744) 

問41 あなたは過去1年間に、健診（健康診断や健康診査）や人間ドックを受けたことが 
    ありますか。【1つだけ選択】   

 過去1年間の、健診（健康診断や健康診査）や人間ドックの受診については、「受けたこ
とがある」が73.9％、「受けていない」が23.9％となりました。 

 全体で7割以上が何らかの受診をしている結果となりました。 

過去1年間に健診や人間ドックの受診の有無 

7．健康について（健診や人間ドックの受診） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

85.7

70.6

81.1

80.8

80.2

84.5

75.2

72.1

35.5

73.9

26.5

16.2

15.4

16.5

15.5

24.8

26.7

61.8

23.9

14.3

2.9

2.7

3.8

3.3

1.2

2.6

2.2

受けたことがある 受けていない 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

70.0

72.0

76.5

73.9

20.0

26.5

20.7

23.9

10.0

1.4

2.8

2.2

受けたことがある 受けていない 無回答

 過去1年間の、健診（健康診断や健康診査）や人間ドックの受診について、性別による
大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「受けたことがある」は若い「16～19歳」では35.5％にとどまりますが、40
代～70代前半にかけては80％を超えています。 

7．健康について（健診や人間ドックの受診） 

問41 あなたは過去1年間に、健診（健康診断や健康診査）や人間ドックを受けたことが 
    ありますか。【1つだけ選択】   
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 84.6

64.9

79.1

73.9

7.7

33.0

18.9

23.9

7.7

2.2

2.0

2.2

受けたことがある 受けていない 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

77.8

79.1

74.7

76.1

74.0

68.4

73.9

11.1

19.4

21.8

23.0

23.2

29.3

23.9

11.1

1.5

3.4

2.8

2.3

2.2

受けたことがある 受けていない 無回答

 居住地域別でみると、大きな違いはみられませんでしたが、伊達地域では「受けたことがあ
る」が7割を下回っています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人の約8割が「受けたことがある」と回答しています。 

7．健康について（健診や人間ドックの受診） 

問41 あなたは過去1年間に、健診（健康診断や健康診査）や人間ドックを受けたことが 
    ありますか。【1つだけ選択】   
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まちづくりアンケート調査 
 

指摘を受けた 

48.7% 指摘を受けてい

ない 

50.0% 

無回答 

1.3% 

(n=550) 

問42 健診の結果、肥満、高血圧症（血圧が高い）、糖尿病（血糖が高い）、血中脂質異 
    常（総コレステロール、LDL（悪玉）コレステロールや中性脂肪が高い、またはHDL 
    コレステロールが低い）に関する指摘を受けましたか。【1つだけ選択】   

 健診の結果、肥満、高血圧症、糖尿病などに関する指摘を受けたかについては、「指摘を
受けた」が48.7％、「指摘を受けていない」が50.0％となりました。 

健診や人間ドックを受診した際の指摘の有無 

7．健康について（健診や人間ドックを受診した際の指摘の有無） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(550)

16～19歳 (27)

20～29歳 (62)

30～39歳 (79)

40～49歳 (87)

50～59歳 (97)

60～69歳 (84)

70～74歳 (60)

75歳以上 (48)

無回答 (6)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

16.7

68.8

68.3

70.2

57.7

48.3

26.6

22.6

3.7

48.7

83.3

22.9

31.7

29.8

41.2

50.6

73.4

75.8

96.3

50.0

8.3

1.0

1.1

1.6

1.3

指摘を受けた 指摘を受けていない 無回答

n=

(550)

男性 (244)

女性 (299)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

14.3

41.1

59.0

48.7

85.7

57.2

40.2

50.0

1.7

1.3

指摘を受けた 指摘を受けていない 無回答

 健診による指摘の有無について性別でみると、「指摘を受けた」は男性が約6割と、女性より
も多くなっています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、年代が上がるほど「指摘を受けた」も多くなる傾向がみられます。 

7．健康について（健診や人間ドックを受診した際の指摘の有無） 

問42 健診の結果、肥満、高血圧症（血圧が高い）、糖尿病（血糖が高い）、血中脂質異 
    常（総コレステロール、LDL（悪玉）コレステロールや中性脂肪が高い、またはHDL 
    コレステロールが低い）に関する指摘を受けましたか。【1つだけ選択】   
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(550)

伊達 (119)

梁川 (134)

保原 (172)

霊山 (65)

月舘 (53)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

14.3

47.2

63.1

41.9

50.7

51.3

48.7

85.7

49.1

36.9

56.4

47.8

48.7

50.0

3.8

1.7

1.5

1.3

指摘を受けた 指摘を受けていない 無回答

n=

(550)

子どもはいる (360)

子どもはいない (179)

無回答 (11)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 27.3

34.6

56.4

48.7

72.7

63.7

42.5

50.0

1.7

1.1

1.3

指摘を受けた 指摘を受けていない 無回答

 居住地域別でみると、霊山地域で「指摘を受けた」が63.1％と最も多くなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、若い世代が多い子どもがいない人では「指摘を受けていない」が
63.7％と6割を超えています。 

7．健康について（健診や人間ドックを受診した際の指摘の有無） 

問42 健診の結果、肥満、高血圧症（血圧が高い）、糖尿病（血糖が高い）、血中脂質異 
    常（総コレステロール、LDL（悪玉）コレステロールや中性脂肪が高い、またはHDL 
    コレステロールが低い）に関する指摘を受けましたか。【1つだけ選択】   
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まちづくりアンケート調査 
 

指導を受けた 

47.0% 
指導を受けてい

ない 

51.9% 

無回答 

1.1% 

(n=268) 

問43 指摘を受けたことについては保健指導（食事や生活習慣の改善の指導）を受けま 
    したか。【1つだけ選択】   【問42で「1」と回答した方】  

 指摘を受けたことについて保健指導を受けたかについては、「指導を受けた」が47.0％、「指
導を受けていない」が51.9％で、指導を受けていない割合が上回りました。 

指摘を受けたことについての保健指導の有無 

7．健康について（保健指導） 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(268)

16～19歳 (1)

20～29歳 (14)

30～39歳 (21)

40～49歳 (42)

50～59歳 (56)

60～69歳 (59)

70～74歳 (41)

75歳以上 (33)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

100.0

66.7

61.0

49.2

41.1

42.9

23.8

21.4

47.0

27.3

36.6

50.8

58.9

57.1

76.2

78.6

100.0

51.9

6.1

2.4

1.1

指導を受けた 指導を受けていない 無回答

n=

(268)

男性 (144)

女性 (123)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

100.0

43.1

50.0

47.0

55.3

49.3

51.9

1.6

1.1

指導を受けた 指導を受けていない 無回答

 保健指導の有無については、男性は約半々となりましたが、女性は「指導を受けていない」
が上回っています。 

性別 

年代別 

 指摘の内容や深刻さの度合いも違うと考えられますが、年代別でみると、若い年代ほど「指
導を受けていない」が多くなっています。 

7．健康について（保健指導） 

問43 指摘を受けたことについては保健指導（食事や生活習慣の改善の指導）を受けま 
    したか。【1つだけ選択】   【問42で「1」と回答した方】  
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(268)

子どもはいる (203)

子どもはいない (62)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 66.7

45.2

47.3

47.0

33.3

53.2

51.7

51.9

1.6

1.0

1.1

指導を受けた 指導を受けていない 無回答

n=

(268)

伊達 (61)

梁川 (68)

保原 (72)

霊山 (41)

月舘 (25)

無回答 (1)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

100.0

44.0

36.6

47.2

54.4

45.9

47.0

56.0

58.5

51.4

45.6

54.1

51.9

4.9

1.4

1.1

指導を受けた 指導を受けていない 無回答

 居住地域別でみると、霊山地域では「指導を受けていない」が4割を下回っています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別では、大きな違いはみられませんでした。 

7．健康について（保健指導） 

問43 指摘を受けたことについては保健指導（食事や生活習慣の改善の指導）を受けま 
    したか。【1つだけ選択】   【問42で「1」と回答した方】  
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まちづくりアンケート調査 
 

不安がある 

45.0% 

不安はない 

52.0% 

無回答 

3.0% 

(n=744) 

 震災後の不安については、「不安がある」が45.0％、「不安はない」が52.0％で、「不安は
ない」が上回りました。 

 依然として4割以上の人が「不安がある」と回答しています。 

震災後の不安の有無 

7．健康について（震災後の不安） 

問44 東日本大震災から9年が経過しましたが、あなたは現在、震災後の不安はありま 
    すか。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

16～19歳 (76)

20～29歳 (86)

30～39歳 (105)

40～49歳 (103)

50～59歳 (121)

60～69歳 (104)

70～74歳 (74)

75歳以上 (68)

無回答 (7)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

代

57.1

54.4

50.0

51.9

47.9

50.5

42.9

37.2

21.1

45.0

28.6

41.2

45.9

43.3

47.9

47.6

56.2

61.6

77.6

52.0

14.3

4.4

4.1

4.8

4.1

1.9

1.0

1.2

1.3

3.0

不安がある 不安はない 無回答

n=

(744)

男性 (319)

女性 (415)

無回答 (10)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

50.0

43.6

46.7

45.0

40.0

54.7

48.9

52.0

10.0

1.7

4.4

3.0

不安がある 不安はない 無回答

 震災後の不安の有無について、性別による大きな違いはみられませんでした。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、年代が上がるほど「不安がある」が多くなる傾向にあり、10代では「不安は
ない」が77.6％に上っています。 

7．健康について（震災後の不安） 

問44 東日本大震災から9年が経過しましたが、あなたは現在、震災後の不安はありま 
    すか。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

n=

(744)

子どもはいる (455)

子どもはいない (276)

無回答 (13)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

子

ど

も

の

有

無 53.8

37.3

49.5

45.0

38.5

60.5

47.3

52.0

7.7

2.2

3.3

3.0

不安がある 不安はない 無回答

n=

(744)

伊達 (174)

梁川 (181)

保原 (226)

霊山 (87)

月舘 (67)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

66.7

43.3

37.9

46.0

49.2

42.5

45.0

22.2

53.7

55.2

53.1

48.1

54.0

52.0

11.1

3.0

6.9

2.8

3.4

3.0

不安がある 不安はない 無回答

 居住地域別でみると、霊山地域では「不安がある」がやや少なかった以外に、大きな違いは
みられませんでした。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人では「不安がある」が約5割に上っており、年代との
関連が大きいものとみられます。 

7．健康について（震災後の不安） 

問44 東日本大震災から9年が経過しましたが、あなたは現在、震災後の不安はありま 
    すか。【1つだけ選択】 
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まちづくりアンケート調査 
 

50.8  

30.6  

21.5  

2.4  

27.8  

2.0  

0 10 20 30 40 50 60

適切な食事 

定期的な運動 

週に複数回の体重測定 

その他 

実践していない 

無回答 

％ 

(n=744) 

 問44で「不安がある」と回答した人の具体的な内容については、「なんとなく漠然とした不安
がある」が37.6％で最も多く、次いで「放射線による被ばく（子ども）」が21.8％、「風評
被害」が19.1％などと続いています。 

 「放射線による被ばく（自分）」は13.7％で、被ばくに関する不安は合わせて3割以上に
上っています。 

特に不安なこと 

問45 特に不安なことはどんなことですか。 【1つだけ選択】  【問44で「1」と回答した方】  

49.1  

35.8  

17.4  

9.6  

22.5  

0.0  

0 10 20 30 40 50 60

散歩、ウォーキング 

筋力トレーニング 

スポーツ（野球、サッカー、水泳、

バレー等） 

ランニング、ジョギング 

その他 

無回答 

％ 

(n=218) 

7．健康について（震災後の不安） 

37.6  

21.8  

19.1  

13.7  

9.3  

6.6  

1.2  

1.2  

5.4  

0.3  

0 10 20 30 40

なんとなく漠然とした不安がある 

放射線による被ばく（子ども） 

風評被害 

放射線による被ばく（自分） 

自分の体調（疾病等） 

生活状況（一人暮らしや金銭

面等） 

人間関係（家庭内） 

人間関係（近所等） 

その他 

無回答 

％ 

(n=335) 
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まちづくりアンケート調査 
 

な

ん

と

な

く

漠

然

と

し

た

不

安

が

あ

る

放

射

線

に

よ

る

被

ば

く

（

子

ど

も

）

風

評

被

害

放

射

線

に

よ

る

被

ば

く

（

自

分

）

自

分

の

体

調

（

疾

病

等

）

生

活

状

況

（

一

人

暮

ら

し

や

金

銭

面

等

）

人

間

関

係

（

家

庭

内

）

人

間

関

係

（

近

所

等

）

そ

の

他

無

回

答

n=

(335) 37.6 21.8 19.1 13.7 9.3 6.6 1.2 1.2 5.4 0.3

(149) 29.5 24.2 23.5 16.1 8.7 7.4 1.3 1.3 4.7 0.7

(181) 43.6 19.9 15.5 12.2 9.4 6.1 1.1 1.1 6.1 0.0

(5) 60.0 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16～19歳 (16) 50.0 6.3 25.0 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 0.0

20～29歳 (32) 59.4 3.1 12.5 34.4 6.3 3.1 0.0 0.0 3.1 0.0

30～39歳 (45) 20.0 42.2 24.4 24.4 4.4 8.9 0.0 0.0 8.9 0.0

40～49歳 (52) 30.8 34.6 23.1 3.8 3.8 9.6 5.8 3.8 3.8 0.0

50～59歳 (58) 41.4 32.8 13.8 8.6 1.7 5.2 0.0 0.0 5.2 1.7

60～69歳 (54) 33.3 14.8 20.4 13.0 13.0 9.3 0.0 1.9 3.7 0.0

70～74歳 (37) 43.2 10.8 21.6 2.7 21.6 2.7 2.7 2.7 5.4 0.0

75歳以上 (37) 37.8 5.4 13.5 16.2 21.6 8.1 0.0 0.0 8.1 0.0

無回答 (4) 50.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

37.6 

21.8 
19.1 

13.7 
9.3 

6.6 
1.2 1.2 

5.4 
0.3 

0%

20%

40%

 震災後の不安について性別でみると、「なんとなく漠然とした不安がある」は女性からの回答
が多くなっています。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「なんとなく漠然とした不安がある」は20代以下で目立っています。一方、
「自分の体調（疾病等）」は70代以上で多く、年代による違いもみられます。 

7．健康について（震災後の不安） 

問45 特に不安なことはどんなことですか。 【1つだけ選択】  【問44で「1」と回答した方】  
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まちづくりアンケート調査 
 

な

ん

と

な

く

漠

然

と

し

た

不

安

が

あ

る

放

射

線

に

よ

る

被

ば

く

（

子

ど

も

）

風

評

被

害

放

射

線

に

よ

る

被

ば

く

（

自

分

）

自

分

の

体

調

（

疾

病

等

）

生

活

状

況

（

一

人

暮

ら

し

や

金

銭

面

等

）

人

間

関

係

（

家

庭

内

）

人

間

関

係

（

近

所

等

）

そ

の

他

無

回

答

n=

(335) 37.6 21.8 19.1 13.7 9.3 6.6 1.2 1.2 5.4 0.3

(74) 35.1 31.1 16.2 8.1 10.8 10.8 1.4 1.4 2.7 1.4

(89) 40.4 16.9 25.8 7.9 11.2 5.6 2.2 1.1 6.7 0.0

(104) 39.4 18.3 13.5 18.3 5.8 5.8 1.0 1.9 5.8 0.0

(33) 39.4 24.2 18.2 18.2 9.1 3.0 0.0 0.0 6.1 0.0

(29) 24.1 24.1 27.6 24.1 10.3 3.4 0.0 0.0 6.9 0.0

(6) 50.0 16.7 16.7 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0

子どもはいる (225) 35.1 30.2 17.8 10.2 9.3 4.0 1.3 1.8 6.2 0.0

(103) 42.7 3.9 21.4 22.3 7.8 12.6 1.0 0.0 3.9 1.0

無回答 (7) 42.9 14.3 28.6 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

37.6 

21.8 
19.1 

13.7 
9.3 

6.6 

1.2 1.2 
5.4 

0.3 
0%

20%

40%

 居住地域別でみると、「風評被害」は月舘・梁川地域で多くなっています。 

 伊達地域では「放射線による被ばく（子ども）」が3割を超えています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無にかかわらず「なんとなく漠然とした不安がある」には多くの回答が寄せられまし
た。 

7．健康について（震災後の不安） 

問45 特に不安なことはどんなことですか。 【1つだけ選択】  【問44で「1」と回答した方】  
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まちづくりアンケート調査 
 

50.8  

30.6  

21.5  

2.4  

27.8  

2.0  

0 10 20 30 40 50 60

適切な食事 

定期的な運動 

週に複数回の体重測定 

その他 

実践していない 

無回答 

％ 

(n=744) 

 新型コロナウイルス感染症の影響で困ったことについては、「マスクや消毒液などが手に入らな
かった」が55.5％で最も多く、次いで「ストレスがたまった」が47.7％、「施設の休館や外出
自粛などによってやりたいことができなかった」が42.3％などと続いています。 

 実際に「健康状態が悪化した」は3.5％でした。 

新型コロナウイルス感染症の影響で困ったこと 

問46 新型コロナウイルス感染症の影響により、これまで困ったことはありましたか。 
    【あてはまるものすべてに〇】 

49.1  

35.8  

17.4  

9.6  

22.5  

0.0  

0 10 20 30 40 50 60

散歩、ウォーキング 

筋力トレーニング 

スポーツ（野球、サッカー、水泳、

バレー等） 

ランニング、ジョギング 

その他 

無回答 

％ 

(n=218) 

8．新型コロナウイルス感染症について（困ったこと） 

37.6  

21.8  

19.1  

13.7  

9.3  

6.6  

1.2  

1.2  

5.4  

0.3  

0 10 20 30 40

なんとなく漠然とした不安がある 

放射線による被ばく（子ども） 

風評被害 

放射線による被ばく（自分） 

自分の体調（疾病等） 

生活状況（一人暮らしや金銭

面等） 

人間関係（家庭内） 

人間関係（近所等） 

その他 

無回答 

％ 

(n=335) 

55.5  

47.7  

42.3  

40.1  

37.6  

17.7  

15.6  

15.5  

7.5  

3.5  

1.1  

3.2  

5.4  

2.8  

0 20 40 60

マスクや消毒液などが手に入らなかった 

ストレスがたまった 

施設の休館や外出自粛などによってやりたいことができなかった 

家族、親戚、友人に会えなかった 

感染していないか不安だった 

収入が減った。経営が厳しくなった。 

勉強が遅れないか心配だった 

感染する不安で病院等へ行けなかった 

必要な情報を得られなかった 

健康状態が悪化した 

子どもの世話をする人がいなかった 

その他 

困ったことはなかった 

無回答 

％ 

(n=744) 
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まちづくりアンケート調査 
 

マ

ス

ク

や

消

毒

液

な

ど

が

手

に

入

ら

な

か

っ

た

ス

ト

レ

ス

が

た

ま

っ

た

施

設

の

休

館

や

外

出

自

粛

な

ど

に

よ

っ

て

や

り

た

い

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

家

族

、

親

戚

、

友

人

に

会

え

な

か

っ

た

感

染

し

て

い

な

い

か

不

安

だ

っ

た

収

入

が

減

っ

た

。

経

営

が

厳

し

く

な

っ

た

。

勉

強

が

遅

れ

な

い

か

心

配

だ

っ

た

感

染

す

る

不

安

で

病

院

等

へ

行

け

な

か

っ

た

必

要

な

情

報

を

得

ら

れ

な

か

っ

た

健

康

状

態

が

悪

化

し

た

子

ど

も

の

世

話

を

す

る

人

が

い

な

か

っ

た

そ

の

他

困

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

無

回

答

n=

(744) 55.5 47.7 42.3 40.1 37.6 17.7 15.6 15.5 7.5 3.5 1.1 3.2 5.4 2.8

(319) 54.2 45.5 37.9 27.9 40.1 20.7 11.9 12.2 8.8 4.7 0.6 1.9 6.6 4.1

(415) 56.6 49.6 46.3 49.6 36.1 15.4 18.6 18.1 6.7 2.7 1.4 4.3 4.6 1.7

(10) 50.0 40.0 20.0 30.0 20.0 20.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0

16～19歳 (76) 36.8 60.5 47.4 44.7 35.5 3.9 56.6 5.3 3.9 5.3 0.0 2.6 6.6 1.3

20～29歳 (86) 57.0 60.5 53.5 48.8 37.2 23.3 2.3 10.5 4.7 5.8 1.2 4.7 3.5 1.2

30～39歳 (105) 74.3 55.2 51.4 54.3 53.3 26.7 26.7 25.7 8.6 3.8 5.7 2.9 1.0 0.0

40～49歳 (103) 71.8 58.3 44.7 26.2 35.9 17.5 26.2 20.4 8.7 4.9 0.0 6.8 6.8 0.0

50～59歳 (121) 57.9 43.8 41.3 43.8 43.8 24.8 8.3 11.6 10.7 2.5 0.8 1.7 2.5 4.1

60～69歳 (104) 53.8 34.6 41.3 36.5 31.7 14.4 1.9 12.5 9.6 1.0 0.0 0.0 6.7 4.8

70～74歳 (74) 44.6 32.4 24.3 35.1 27.0 12.2 2.7 17.6 4.1 4.1 0.0 4.1 6.8 6.8

75歳以上 (68) 30.9 33.8 29.4 27.9 32.4 11.8 2.9 19.1 7.4 1.5 0.0 4.4 13.2 4.4

無回答 (7) 57.1 42.9 28.6 28.6 0.0 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3

（％）

全体

性

別

男性

女性

無回答

年

代

55.5 
47.7 

42.3 40.1 37.6 

17.7 15.6 15.5 
7.5 

3.5 1.1 3.2 5.4 2.8 

0%

20%

40%

60%

 新型コロナウイルス感染症の影響で困ったことを性別でみると、女性は「家族、親戚、友人
に会えなかった」への回答が多くみられました。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、50歳未満の回答割合が高い項目が多く、高齢層との違いがみられます。 

問46 新型コロナウイルス感染症の影響により、これまで困ったことはありましたか。 
    【あてはまるものすべてに〇】 

8．新型コロナウイルス感染症について（困ったこと） 
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まちづくりアンケート調査 
 

マ

ス

ク

や

消

毒

液

な

ど

が

手

に

入

ら

な

か

っ

た

ス

ト

レ

ス

が

た

ま

っ

た

施

設

の

休

館

や

外

出

自

粛

な

ど

に

よ

っ

て

や

り

た

い

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

家

族

、

親

戚

、

友

人

に

会

え

な

か

っ

た

感

染

し

て

い

な

い

か

不

安

だ

っ

た 収

入

が

減

っ

た

。

経

営

が

厳

し

く

な

っ

た

。

勉

強

が

遅

れ

な

い

か

心

配

だ

っ

た 感

染

す

る

不

安

で

病

院

等

へ

行

け

な

か

っ

た

必

要

な

情

報

を

得

ら

れ

な

か

っ

た 健

康

状

態

が

悪

化

し

た

子

ど

も

の

世

話

を

す

る

人

が

い

な

か

っ

た

そ

の

他

困

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

無

回

答

n=

(744) 55.5 47.7 42.3 40.1 37.6 17.7 15.6 15.5 7.5 3.5 1.1 3.2 5.4 2.8

(174) 58.6 46.0 39.1 40.2 41.4 17.2 20.7 13.8 8.0 4.6 0.6 3.4 4.6 2.3

(181) 56.9 47.5 43.1 38.7 34.3 17.1 13.8 15.5 7.2 3.3 1.1 2.8 5.0 3.9

(226) 55.8 52.7 46.5 42.0 38.9 20.8 15.9 13.7 7.5 4.4 1.8 3.1 4.0 0.9

(87) 48.3 51.7 37.9 41.4 40.2 12.6 14.9 17.2 10.3 2.3 1.1 2.3 5.7 6.9

(67) 52.2 31.3 43.3 35.8 32.8 17.9 9.0 23.9 4.5 0.0 0.0 4.5 13.4 1.5

(9) 55.6 44.4 22.2 33.3 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 11.1

子どもはいる (455) 57.4 45.1 42.0 42.6 37.4 18.5 15.6 19.8 8.6 2.9 1.8 3.3 4.6 2.6

(276) 52.2 52.2 43.8 37.0 39.1 16.7 16.3 8.3 6.2 4.7 0.0 3.3 6.5 2.5

無回答 (13) 61.5 46.2 23.1 15.4 15.4 15.4 0.0 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 15.4

（％）

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

55.5 
47.7 

42.3 40.1 37.6 

17.7 15.6 15.5 

7.5 
3.5 1.1 3.2 5.4 2.8 

0%

20%

40%

60%

 居住地域別でみると、月舘地域では「ストレスがたまった」が少ない結果となりましたが、ほか
に大きな違いはみられませんでした。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別による大きな違いはみられませんでした。 

問46 新型コロナウイルス感染症の影響により、これまで困ったことはありましたか。 
    【あてはまるものすべてに〇】 

8．新型コロナウイルス感染症について（困ったこと） 
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まちづくりアンケート調査 
 

50.8  

30.6  

21.5  

2.4  

27.8  

2.0  

0 10 20 30 40 50 60

適切な食事 

定期的な運動 

週に複数回の体重測定 

その他 

実践していない 

無回答 

％ 

(n=744) 

 「新しい生活様式」の実践で取り組んでいることについては、「外出時はマスクを着用する、
咳エチケットを徹底する」が92.6％で最も多く、次いで「感染流行地域への移動は控える」
が72.3％、「3つの密（密集、密接、密閉）を避ける」が71.9％などと続いています。 

 「在宅勤務や時差出勤など働き方が変わった」は7.8％となりました。 

「新しい生活様式」の実践で取り組んでいること 

問47 新型コロナウイルス感染症拡大防止には基本的な感染症対策や「新しい生活様 
    式」の実践が重要ですが、あなたはどのようなことに取り組んでいますか。【あて 
    はまるものすべてに〇】 

49.1  

35.8  

17.4  

9.6  

22.5  

0.0  

0 10 20 30 40 50 60

散歩、ウォーキング 

筋力トレーニング 

スポーツ（野球、サッカー、水泳、

バレー等） 

ランニング、ジョギング 

その他 

無回答 

％ 

(n=218) 

37.6  

21.8  

19.1  

13.7  

9.3  

6.6  

1.2  

1.2  

5.4  

0.3  

0 10 20 30 40

なんとなく漠然とした不安がある 

放射線による被ばく（子ども） 

風評被害 

放射線による被ばく（自分） 

自分の体調（疾病等） 

生活状況（一人暮らしや金銭

面等） 

人間関係（家庭内） 

人間関係（近所等） 

その他 

無回答 

％ 

(n=335) 

55.5  

47.7  

42.3  

40.1  

37.6  

17.7  

15.6  

15.5  

7.5  

3.5  

1.1  

3.2  

5.4  

2.8  

0 20 40 60

マスクや消毒液などが手に入らなかった 

ストレスがたまった 

施設の休館や外出自粛などによってやりたいことができなかった 

家族、親戚、友人に会えなかった 

感染していないか不安だった 

収入が減った。経営が厳しくなった。 

勉強が遅れないか心配だった 

感染する不安で病院等へ行けなかった 

必要な情報を得られなかった 

健康状態が悪化した 

子どもの世話をする人がいなかった 

その他 

困ったことはなかった 

無回答 

％ 

(n=744) 

92.6  

72.3  

71.9  

67.7  

59.3  

53.4  

39.2  

34.5  

23.0  

7.8  

5.5  

1.3  

1.3  

2.0  

0 20 40 60 80 100

外出時はマスクを着用する、咳エチケットを徹底する 

感染流行地域への移動は控える 

３つの密（密集、密接、密閉）を避ける 

まめに手洗い（30秒程度かけて水と石鹸で）または手指消毒を行う 

地域の感染状況に注意する 

人と人との間隔を空ける（できるだけ２ｍ、最低１ｍ） 

こまめに換気を行う 

毎朝体温を測定し、発熱や風邪の症状がある場合には外出しない 

会話をする際は、可能な限り真正面を避ける 

在宅勤務や時差出勤など働き方が変わった 

発症した時のため、誰とどこで会ったかをメモする 

その他 

特に何もしていない 

無回答 

％ 

(n=744) 

8．新型コロナウイルス感染症について（新しい生活様式） 
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まちづくりアンケート調査 
 

外

出

時

は

マ

ス

ク

を

着

用

す

る

、

咳

エ

チ

ケ

ッ

ト

を

徹

底

す

る

感

染

流

行

地

域

へ

の

移

動

は

控

え

る

３

つ

の

密

（

密

集

、

密

接

、

密

閉

）

を

避

け

る

ま

め

に

手

洗

い

（

3

0

秒

程

度

か

け

て

水

と

石

鹸

で

）

ま

た

は

手

指

消

毒

を

行

う

地

域

の

感

染

状

況

に

注

意

す

る

人

と

人

と

の

間

隔

を

空

け

る

（

で

き

る

だ

け

２

ｍ

、

最

低

１

ｍ

）

こ

ま

め

に

換

気

を

行

う

毎

朝

体

温

を

測

定

し

、

発

熱

や

風

邪

の

症

状

が

あ

る

場

合

に

は

外

出

し

な

い

会

話

を

す

る

際

は

、

可

能

な

限

り

真

正

面

を

避

け

る

在

宅

勤

務

や

時

差

出

勤

な

ど

働

き

方

が

変

わ

っ

た

発

症

し

た

時

の

た

め

、

誰

と

ど

こ

で

会

っ

た

か

を

メ

モ

す

る

そ

の

他

特

に

何

も

し

て

い

な

い

無

回

答

n=

(744) 92.6 72.3 71.9 67.7 59.3 53.4 39.2 34.5 23.0 7.8 5.5 1.3 1.3 2.0

(319) 87.8 65.2 68.3 58.6 57.4 50.8 33.9 28.8 21.3 7.8 4.4 0.6 2.8 2.8

(415) 96.4 77.3 74.5 74.2 60.5 54.9 43.1 39.3 24.3 7.2 6.5 1.9 0.2 1.2

(10) 90.0 90.0 80.0 90.0 70.0 70.0 50.0 20.0 20.0 30.0 0.0 0.0 0.0 10.0

16～19歳 (76) 93.4 61.8 50.0 56.6 44.7 38.2 46.1 31.6 7.9 7.9 7.9 1.3 0.0 1.3

20～29歳 (86) 94.2 73.3 66.3 68.6 52.3 44.2 29.1 29.1 18.6 14.0 3.5 2.3 2.3 1.2

30～39歳 (105) 98.1 78.1 74.3 72.4 67.6 53.3 43.8 39.0 21.0 10.5 3.8 1.9 0.0 0.0

40～49歳 (103) 93.2 74.8 77.7 66.0 64.1 54.4 48.5 43.7 22.3 11.7 5.8 1.0 1.9 0.0

50～59歳 (121) 90.9 78.5 80.2 70.2 67.8 60.3 46.3 47.1 29.8 9.9 5.8 1.7 0.8 4.1

60～69歳 (104) 91.3 69.2 76.9 69.2 57.7 61.5 28.8 29.8 26.9 1.9 8.7 0.0 3.8 3.8

70～74歳 (74) 89.2 67.6 74.3 67.6 56.8 54.1 29.7 21.6 21.6 1.4 6.8 2.7 0.0 2.7

75歳以上 (68) 89.7 67.6 64.7 66.2 54.4 52.9 35.3 25.0 33.8 0.0 1.5 0.0 1.5 1.5

無回答 (7) 85.7 85.7 85.7 85.7 57.1 71.4 57.1 14.3 14.3 28.6 0.0 0.0 0.0 14.3

（％）

年

代

全体

性

別

男性

女性

無回答

92.6 

72.3 71.9 67.7 
59.3 53.4 

39.2 34.5 
23.0 

7.8 5.5 1.3 1.3 2.0 
0%

20%

40%

60%

80%

100%

 「新しい生活様式」の実践で取り組んでいることを性別でみると、全体的に女性からの回答
が多く、女性の意識が高めであることが窺えます。 

性別 

年代別 

 年代別でみると、「16～19歳」では「こまめに換気を行う」を除き、全体的に回答が少なめと
なっています。 

問47 新型コロナウイルス感染症拡大防止には基本的な感染症対策や「新しい生活様 
    式」の実践が重要ですが、あなたはどのようなことに取り組んでいますか。【あて 
    はまるものすべてに〇】 

8．新型コロナウイルス感染症について（新しい生活様式） 
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まちづくりアンケート調査 
 

外

出

時

は

マ

ス

ク

を

着

用

す

る

、

咳

エ

チ

ケ

ッ

ト

を

徹

底

す

る 感

染

流

行

地

域

へ

の

移

動

は

控

え

る

３

つ

の

密

（

密

集

、

密

接

、

密

閉

）

を

避

け

る

ま

め

に

手

洗

い

（

3

0

秒

程

度

か

け

て

水

と

石

鹸

で

）

ま

た

は

手

指

消

毒

を

行

う

地

域

の

感

染

状

況

に

注

意

す

る

人

と

人

と

の

間

隔

を

空

け

る

（

で

き

る

だ

け

２

ｍ

、

最

低

１

ｍ

）

こ

ま

め

に

換

気

を

行

う

毎

朝

体

温

を

測

定

し

、

発

熱

や

風

邪

の

症

状

が

あ

る

場

合

に

は

外

出

し

な

い

会

話

を

す

る

際

は

、

可

能

な

限

り

真

正

面

を

避

け

る

在

宅

勤

務

や

時

差

出

勤

な

ど

働

き

方

が

変

わ

っ

た

発

症

し

た

時

の

た

め

、

誰

と

ど

こ

で

会

っ

た

か

を

メ

モ

す

る

そ

の

他

特

に

何

も

し

て

い

な

い

無

回

答

n=

(744) 92.6 72.3 71.9 67.7 59.3 53.4 39.2 34.5 23.0 7.8 5.5 1.3 1.3 2.0

(174) 94.3 75.9 72.4 69.0 62.1 54.0 43.7 37.9 27.0 7.5 5.7 2.3 0.6 1.7

(181) 91.7 65.2 73.5 64.6 56.4 53.6 37.0 34.3 21.0 7.2 5.5 1.1 2.8 2.2

(226) 94.2 75.2 72.1 74.3 63.3 55.3 38.5 35.8 20.8 8.4 5.8 0.9 1.3 0.9

(87) 85.1 71.3 65.5 56.3 51.7 46.0 39.1 27.6 26.4 5.7 6.9 1.1 1.1 4.6

(67) 95.5 73.1 71.6 64.2 58.2 52.2 32.8 32.8 22.4 9.0 3.0 1.5 0.0 1.5

(9) 88.9 77.8 88.9 77.8 44.4 66.7 66.7 22.2 11.1 22.2 0.0 0.0 0.0 11.1

子どもはいる (455) 92.7 76.5 76.7 69.9 66.8 56.5 39.8 38.0 26.8 6.6 5.1 1.1 0.7 2.0

(276) 92.4 65.9 63.8 64.1 48.2 47.5 38.4 29.3 17.0 9.4 6.5 1.8 2.5 1.8

無回答 (13) 92.3 61.5 76.9 69.2 30.8 69.2 38.5 23.1 15.4 15.4 0.0 0.0 0.0 7.7

（％）

子

ど

も

の

有

無

子どもはいない

全体

居

住

地

域

伊達

梁川

保原

霊山

月舘

無回答

92.6 

72.3 71.9 67.7 
59.3 

53.4 

39.2 
34.5 

23.0 

7.8 5.5 1.3 1.3 2.0 
0%

20%

40%

60%

80%

100%

 居住地域別でみると、霊山地域では全体的に回答が少なめとなっています。 

居住地域別 

子どもの有無別 

 子どもの有無別でみると、子どもがいる人では「地域の感染状況に注意する」が66.8％と高
く、小さな子どもを持つ親の不安の大きさが窺えます。 

問47 新型コロナウイルス感染症拡大防止には基本的な感染症対策や「新しい生活様 
    式」の実践が重要ですが、あなたはどのようなことに取り組んでいますか。【あて 
    はまるものすべてに〇】 

8．新型コロナウイルス感染症について（新しい生活様式） 
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